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　皆様ごきげんよう。

　前世で読みかけだった恋愛小説の世界に転生したわたくしは、婚こん約やく者しゃとヒロインの恋の邪じゃ魔まをする『悪役令れい嬢じょう』として、二人の恋の行方ゆくえを見守っています。

　ずっと知りたかった小説の続きを間近で観察できるわたくしは、なんて幸せなんでしょう。

　きっとドラマチックで感動的なラストが待っているに違いありません。

　今だってほら、要かなめが鈴すず原はらさんを抱き寄せて耳元で何か囁ささやいています。

　顔を赤くした鈴原さんに、優しい笑みを浮かべながら手を握にぎりしめて……それから……。




　ああ、なんて素敵な光景なんでしょう！

　これです！

　これが、わたくしが求めていた──……
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「祀まつ莉り？　おーい。そろそろ起きなさい。まーつーりーっ！」

「……はっ！」

　肩かたを揺すられた祀莉は弾けるように目を覚ました。

「あ、あれ、ここは…………学園の、講堂？」

　上品なデザインの座席が並んだ広いホールに集まる生徒たちを見て、ようやく自分のいる場所が学園の講堂であることを理解した。

　そして、ついさっきまで見ていた光景が夢であることも。

「そうよ。まったく……。もうすぐ二学期の始業式が始まるわよ。しゃんとしなさい」

　右隣の座席から呆れ顔で祀莉を咎めたのは、クラスメイトの織おり部べ諒りょう華かだった。

「長い休みの初日ってちょっと辛いですよね」

　その反対側にはヒロインである鈴すず原はら桜さくらが座っていて、祀莉の寝起き顔を見ながらころころと笑って言った。

「おはようございます、西さい園おん寺じさん」

「おはようございす。鈴原さんは今日はこちらの席なんですね」

「はい。入学式の時は代表者席に座ってましたが、本来はここの席です」

　教室の席では祀莉が最後列になっているが、ここでは名簿順で織部、西園寺、鈴原とまっすぐ横並びである。

「本当なら西園寺さんとは教室での席が前後だったのに残念……。貴たか矢やがＢクラスになってくれていればなぁ」

「鈴原さん、知ってるの？　秋あき堂どう君が本当はＢクラス落ちだったってこと」

「え？　…………あっ！　えっと、誰かが噂うわさしていたのを聞いたんです！」

「秋堂君がＢクラス……？」

　諒華の指摘に桜はなぜか慌あわてた様子だったが、祀莉は話についていけず首を傾かしげた。

「この学校はね、高等部に上がる時にクラスの調整があるの。秋堂君はＢクラス落ち候補だったのよ。でも別の生徒がＢクラスに落ちることになって」

「あ、それで貴矢がＡクラスに戻ってきたんですね」

　諒華の説明に桜は「そういうことだったのか」と呟つぶやいていた。

「Ｂクラスに落ちるって、秋堂君は何かしたんですか？」

「……何言ってんの。Ａクラス確定の祀莉と特待生の鈴原さんの二人が編入してくるから、その分誰かがＢクラスにならなきゃいけないでしょ」

「あ、そういうことですか！」

　Ａクラスの人数は決まっているので、必ず誰か二人がＢクラスに落ちることになる。

「Ｂクラスに落ちたお二人は……」

「教室では授業を受けずに、カウンセリング登校してるみたいよ」

「カウンセリング登校……？」

　初めて聞く言葉に、祀莉はまたも首を傾げる。

「なんらかの事情があってクラスに登校できない生徒のために、別室を用意してそこで勉強させるらしいわ。基本的には、クラス落ちした生徒が利用しているそうよ。結局クラスには戻らずにそのまま卒業することもあるみたいだし」

「やっぱりショックなんでしょうか？」

「ショックっていうか……ほら、普段から下に見て馬ば鹿かにしていたクラスへ強制的に移動させられるのよ？　歓かん迎げいされるわけがないじゃん」

「な、なんて恐ろしいクラス体制なんでしょう……」

　桜と要かなめが結ばれた暁あかつきには自分もＢクラスに落とされてしまうのだろうか……？

　できることならＡクラスにとどまって二人のラブラブを見届けたい。そう思う祀莉であった。

「そういうことだから、今回クラス落ちした二人も、しばらくはまともに授業に出ないんじゃない？」

　諒華は髪かみの毛先をいじりながらそんなことを言っていた。元クラスメイトのことなのに、あまり仲がよくなかったのだろうか。

「えっと、そのお二人のお名前って……」

「一人は間ま宮みや香か澄すみ。メディアで名字くらいは聞いたことあるでしょ？」

「はい。優秀な政治家を輩はい出しゅつしている一族ですよね」

「そう。それともう一人は花はな園ぞの百合ゆり亜あ。花園グループの令れい嬢じょうよ」

「花園……」

　こっちもどこかで聞いたことがあるような……と既き視し感かんを抱いた時、隣で話を聞いていた桜が「えっ！　花園!?」と少し大おお袈げ裟さに呟いた。

「どうかしましたか？　あ、入学式の日に鈴原さんに意地悪した人も〝花園さん〟でしたよね。花園珠じゅ理り亜あさん……でしたっけ？」

「あ、はい。そうでしたね。……あれ？　そういえば、西園寺さんって中学はこの学園の中等部じゃないんですね。意外でした」

「はい。そうなんです。中学は家から近い女子中学校に通っていました」

　そして、そのまま高等部へ進学するつもりだったのだが、いろいろあって華か皇おう院いん学園に通うこととなった。やはり運命には逆らえないのである。

「──花園百合亜はね、北ほう条じょう君が追い出したの」

「え、そうなんですか！」

　やはり要の絶対王政が中等部時代にも……と祀莉は戦々恐々とした。

「いや、学校を追い出すまではいかなかったけど、Ａクラスから追い出したって意味では間違ってないわね」

「ちなみにそれはどうしてですか？」

　桜が尋ねた。

「どうしてって……んー……。祀莉が知らないってことは、北条君が言ってないってことだからなぁ。秘密にしてるなら私の口からはちょっと……」

　諒華は隣に座る祀莉と要の席を交互に見て、話すべきか悩なやんでいた。

（要がわたくしに秘密っ！　なんですかそれ、すっごく聞きたいです！）

　祀莉が諒華に熱い視線を注いでいると、桜も興味津々な様子で「私も知りたいです！」と身を乗り出した。

「……私が言ったって言わないでよね」

　もちろん、と力強く頷うなずく祀莉と桜に、諒華は声をいっそう小さくして言った。

「花園百合亜はね、北条君が好きでずっと猛もう烈れつにアタックしてたのよ」

「え……それって──あ、」

　祀莉が聞き返そうとした時、照明が落ちて始業式が始まった。さすがに式の最中に会話はできないので今の話はそこで中断となり、三人とも前を向いて座り直した。

　しかし、諒華から聞いた要とＡ組を追い出された女子生徒のことが気になって仕方がない。

（要が好きって……またどうしてでしょうか？）

　あの傍ぼう若じゃく無ぶ人じんで無ぶ愛あい想そうな男を好きになるなんて……。いくら顔と家柄がよくても、他人に対して冷れい酷こくなあの性格で相殺されるはずだ。そういう人が好みなら話は別だが。

　──もう一つ、わからないことがある。

（どうして要を好きなだけでクラスを落とされるんでしょうか。何か不都合が………あっ！）

　花園百合亜にとって恋こい敵がたきである桜の存在は邪じゃ魔まだ。二人が想い合っていると知ったら、どんなことをしてでも引き裂さこうとするに決まっている。

　桜が傷つけられることを恐れ、要は彼女を別のクラスになるように手配した、と考えるのが妥当だろう。

（なるほどなるほど、そういうことだったんですね！　スッキリしました！）

　疑問が晴れたところで、祀莉は意識を壇だん上じょうに戻すことにした。




　しかし、祀莉は失念していた。

　花園百合亜がクラスを落とされたのは、要が桜と出会う前だということを──。
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　本日は始業式の出席と課題の提出のみで、クラブ活動をしていない生徒はほとんど午前で帰宅する。

　諒華も用事があると言って早々に帰ってしまったので、祀莉は四し方ほう館かんにと考えた。

　夏休みに持って帰れなかった未読の本が待っているのだ。

　鞄かばんを持って席を立つと、要と貴矢が会話をしながら近寄ってきた。

「要、この後どうすんの？」

「四方館に行くつもり。祀莉、行くよな？」

「はい、わたくしはそのつもりです！」

　今日から放課後は四方館に入り浸って読書をする気満々の祀莉は、明るく答えた。

「そっか。じゃあ俺おれは帰ろー。……あ、桜～」

「……何？」

「この後暇ひま？　どっか遊びに行かない？」

　祀莉と要から離れた貴矢が、教室を出ようとした桜に声をかける。

（ちょ、ちょっとー！　なに鈴原さんを遊びに誘おうとしてるんですかー！）

　しかも要の前で堂々と。これは一種の宣戦布告なのだろうか。

　いや、それよりも──

「あ、秋堂君……今、鈴原さんのことを名前で呼びました……？」

　聞き逃してしまいそうになるほど、さらりと呼んでいたことに祀莉は動どう揺ようした。

「え？　それがどうかしたの？　桜だって俺のことを〝貴矢〟って呼ぶよな？」

「そ……それは、その……」

　同意を求められて桜は口ごもっていた。そういえば、さっき講堂で話していた時に貴矢のことを名前で呼んでいたような。

（名前を呼び合うまでに距離を縮めているなんて!!　これはまずいです！　要は!?　要はどういう反応をしているんですか！）

　要の顔を見上げると、興味なさげに貴矢たちを見ていた。

（状況をわかっていない!?　仕方ありませんね。こうなったらわたくしが……！）

　祀莉は貴矢と桜の距離を遠ざけるように間に入り込んだ。

「鈴原さん！」

「はい？」

「よろしければ名前で呼び合いませんか？　ね、要！」

　反則かもしれないが、ここは自分が取り持って少しでも差を埋めておかなくては。そんな一心で桜と要、両方に提案した。

「あ、あぁ……。いいんじゃないか？　お前がいいんなら」

（何言ってるんですか！　いいに決まってます!!）

　要の了解も得たので祀莉はキランっと目を光らせた。

「ね。要もそう言っていますし、ぜひ！」

「わかりました。でもいいのかなぁ……。名前で呼べるのは嬉しいんだけど……ちょっと恥はずかしい……かも」

　何を恥ずかしがることがある。いや、それもなかなかおいしいシチュエーションだ。

　もじもじしながら緊きん張ちょうした声で「要……くん」なんて呼ばれたら、要もきっとトキメキに心躍らせるだろう。無表情を保ったまま、心の中では悶もん絶ぜつするに違いない！

「では、さっそく呼んでみてください！」

「え……、今ですか!?」

「はい！」

　さあ、言ってごらんなさい。

　可愛かわいらしく！　上目遣いで！　恥ずかしそうに！　一度とは言わず、何度でも。

「ちょっとだけ待ってくださいね……。心の準備が……」

　心の準備だなんて可愛いことを言う桜にじれったさを感じつつ、祀莉は貴矢を見た。

　途中で何かしらの邪魔が入ると思っていたのだが、要と同様、祀莉と桜の会話を聞いているだけだった。

（せっかくのリードを埋められそうになっているのに。まだ余よ裕ゆうがあるってことですか？　なんて嫌みな！）

　見つめていると、視線を感じた貴矢がこちらを見てにこっと笑ってみせた。いつもながら胡う散さん臭くさい微笑ほほえみだ。

「見つめてくれているところ悪いんだけどさ、祀莉ちゃん。要がすっごく睨にらんでる……」

（はい？　要が睨んでる……？　そんなわけ──って、本当ですっ！）

　貴矢ではなく、しっかりと自分に向けられている視線が怖すぎて、祀莉は反射的に体を縮こまらせた。こんなに協力しているのに、なぜ……。

「──よし！　心の準備、できました！　い、いきますね……っ」

「あ、はい。どうぞ」

　そうだ、ここはヒロインの力で要の機き嫌げんを直してもらおう。

　要だって桜に名前を呼ばれたら嬉しいに決まっている。もしかしたらデレた顔が見られるかもと期待を膨ふくらませてその場を見守った。




「祀莉……ちゃん」




　………………はい？




「きゃー言っちゃったぁ！」

　桜はほんのりと赤くなった頬ほおに手を当てながら、恥ずかしそうに下を向いて首を振っていた。まるで好きな人の名前を呼んで恥じらう恋する乙おと女めのように。

　違う。期待していたリアクションではあったが……違う、そうじゃない。

　いろいろと間違っている!!

（え……？　えぇっ!?　なぜ、わたくしの名前を……？）

　どこかで誘ゆう導どうの仕方を間違えてしまったのだろうか。

　いや、いきなり要の名前は難しかったのかもしれない。一度、祀莉でワンクッション入れてから要を呼ぼうとしたのだ。そうに違いない。

　……と思ったが、桜は満足そうな顔をして腕うで時計を確認していた。

「あ、もうこんな時間。すみません、これから用事があるので失礼しますね。祀莉ちゃん、北条君。また明日！」

　改めて祀莉の名前を呼んだ桜は、小さくお辞じ儀ぎをして教室を出ていった。

（えっ!?　ちょ……、要は!?　要の名前は!?　ねえ！　鈴原さーん！）

　祀莉の心の叫びも知らず、桜は小走りで廊ろう下かの向こうに消えていってしまった。

　そんなに急ぎの用事があったのか。それとも恥ずかしさがピークに達して、思わず逃げてしまったのか。

　祀莉はそのことばかり考えてしまい、午後からの自由時間は読書どころではなくなった。
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「おはようございます。祀莉ちゃん、北条君」

「……おはようございます」

　翌日になれば要のことも名前で呼んでくれるだろうと期待していたが、未だに名字のままだったのでがっかりする。

「あの、ちょっといいですか」

「はい。どうしたんですか？」

　桜の手を引いて教室の隅すみへ。背中に刺さる要からの視線を気にしないようにして、小声で桜に問いかけた。

「桜さんは要のことは名前で呼ばないんですか？」

「え!?　北条君を名前でっ!?　そ、そそ、そんな恐れ多い……っ」

　真剣な祀莉の質問に、桜は「もう何言ってるんですか～。絶対に無理ですよ～」と軽く流して自分の席に戻っていった。

（恐れ多いって、そんなこと……）

　馴なれ馴れしい女ならともかく、好意を抱いている桜だったら呼んでも怒ることはない。むしろ喜ぶに決まっている。

　せっかくお互いに歩み寄るチャンスを与えたのに、どうして距離を縮めてくれないのだろう。

（運命の力とやらで最後はちゃんと結ばれてくれるなら、いいんですけど……）

　先行きが不安な気持ちを抑えきれず、自分の席に戻って諒華の背中を軽く叩いた。

「諒華、ちょっといいですか？」

「何？」

「要を名前で呼ぶのって、そんなに難しいですか？」

「へ？　何言ってるのよ。北条君の名前を呼べる女子は祀莉だけよ？」

「わたくしは小さい頃から呼んでますし……」

「いやいや、あんたは別でしょ。それに、たとえ祀莉と北条君がＯＫしたところで、周りの女子生徒は許さないと思うわよ」

「え……？　周りの女子生徒に許可がいるのですか？」

「そうじゃなくて！　学園の王子様の一人である北条君を名前で呼ぶとか、女子生徒の嫉しっ妬との的になるわよ？」

「あ……」

　名前を呼ぶと嫉妬の的。

（そうだったんですね……！）

　桜が要の名前を呼んでしまったら、それを羨うらやましいと思った女子生徒は当然、嫉妬するだろう。嫌がらせやいじめが絶えなくなる上、要がそれを庇かばうと、さらに見えないところでエスカレートするのだ。

　そこまで読んでいた要は、桜の安全を考えてあえて行動に移さなかったのだ。

（守っていたんですね……）

　諒華の言葉に祀莉は妙みょうに納得できた。

「それに、あんた以外に名前を呼ばせるなんて北条君が許すわけ……ちょっと、聞いてる？」

　自分の世界に入ってしまった祀莉には諒華の最後の言葉は届かなかった。

（なかなか婚こん約やく解消の話がないと思っていたら……わたくしという隠れ蓑みのを利用していたんですね！）

　祀莉は間違った解かい釈しゃくにうんうんと頷いて、要の席に目を向けた。

　要の周りには授業の内容について意見を求めるクラスメイトが集まっており、その中には桜の姿もあった。

（あら……！）

　その瞬間、祀莉の視界には二人だけしか映らなくなった。

（大丈夫です！　わたくしが何もしなくても二人の距離は近づいています！）
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　もう十月に入ったというのに気温は平年よりも高く、本格的な夏の日が続いていた。

「暑いわね……」

「暑いですね……」

　額ひたいの汗をハンカチで拭いながら、諒りょう華かの呟つぶやきに応えるように祀まつ莉りも呟いた。

　本日はバスケットボール大会が体育館で行われている。

　暑い館内では、熱い声援と選手の足音とボールが床を打つ音がまじり合っていた。

　参加できるのは男子生徒のみで、見学の女子生徒は上の応援席から汗だくで動き回る人たちを眺ながめていた。

「きゃ──北ほう条じょう様っ！」

「秋あき堂どう様、頑張って──っ！」

「あぁ、なんて素敵なのかしら……」

「今の！　今のシーン誰か写真を撮りましたかっ!?」

　現在、一年Ａ組と一年Ｄ組が試合をしていて、要かなめと貴たか矢やが息の合ったコンビネーションで活躍している。

　二人が何かするたびに応援席から声援が溢あふれていた。

（他のクラスの方たちですよね……？）

　一年Ａ組の女子生徒は大人しく、騒さわいでいるのは他のクラスや学年の女子生徒ばかりだった。普段は厳格に振る舞っている先輩も、この日はかなり興奮している。

　一年Ｄ組の女子生徒にいたっては、要からボールを奪うばった自分のクラスの生徒に大声でブーイングしていた。それを貴矢が奪い返すとさらに声援が大きくなる。

　暑いのによくもまぁ、他のクラスの応援で盛り上がれるものだ。

「暑い……」

「はい……。暑いです」

　激しい戦いに応援の声を浴びせる女子生徒たちの中、祀莉と諒華は気け怠だるげに「暑い」を繰り返していた。

　空調が効いているにもかかわらず、今日の気温と応援する人々の熱気で二階席は暑苦しい。

　少しでも暑さを紛まぎらわせるためにドリンクを飲もうと、そばに置いてあったペットボトルを手に取った。要が試合前に「熱中症に気をつけろ」と言って祀莉に渡したものだ。

（……あら？　もうほとんどなくなっていますね）

　時計を確認すると試合終了の時間が迫っていた。

　休憩時間に入るとたくさんの生徒がドリンクを買いに出るため、販売場所が混雑することは明らかだ。

（今のうちに買いに行っておいた方がいいかもしれないですね……）

「諒華。わたくし、外でドリンクを買ってきますね」

「はいはーい」

　ひらひらと手を振る諒華に送り出されて祀莉は体育館を出た。

　体育館棟の一階は倉庫なので、建物の構造的には二階が体育館で三階が応援席となる。

　外に出ても暑い空気の中、階段を下りて自動販売機が設置されている場所を目指した。

（えーっと……自動販売機は中庭の近くにありましたよね。…………ん？）

　上履きでも通り抜けできる通路を歩いていると、少し遠くから声が聞こえてきた。

「──い、……ないでっ！」

「──な……だけど！」

　二人分の女子生徒の声が何かを叫んでいるようだ。

（……けんかでしょうか？）

　上履きが汚れることも気にせず、通路を外れて声のする方へ足を進めると、途切れ途切れで曖あい昧まいだった内容が、だんだんはっきりと聞こえるようになった。

　気づかれないように、少し葉の色が変わり始めた木の陰からそっと覗のぞき見る。

「あなた、何様のつもりなんですの？」

「あの、私は──」

「──本当ですわ！　あなたのせいで、私たちの高校生活はめちゃくちゃですのよっ」

「特待生だからって調子に乗らないで！」

（特待生……って、桜さくらさん!?）

　覗いた先には壁を背にしている桜と、逃がさないように取り囲んでいる二人の女子生徒がいた。

　桜が何か言おうとするが、それを言わせない勢いで暴言をぶつけていく様子は、まさにいじめ現場である。

「しばらくそこで反省しなさいっ」

「きゃっ……！」

　一人が桜の後ろにあった倉庫の扉を開け、もう一人がその中へと桜を押し込んだ。

「ふん、いい気味ですわ」

　突き飛ばされて地面に尻しり餅もちをつく桜をあざ笑い、大きく音を立てて扉を閉めた。

　もちろん直後に鍵かぎを閉めるのを忘れずに。

（な…………っ）

　練習でもしていたのかと思ってしまうほどの抜群なコンビネーションで、一連の動作は三十秒とかかっていない。桜が倉庫に閉じ込められた場面を目撃した祀莉は、暑さとは違う汗が首筋を伝っていった。

（大変です！　誰か助けを……、──そうです！　要を呼んできましょうっ！）

　要に知らせるために急いで体育館に戻ろうとした。

　──が、焦りで手元が疎おろそかになり、持っていたペットボトルが手から離れてしまう。

「あ……」

　中身の入っていないペットボトルは地面に落ちて二回、三回と跳ねた後、少し離れた草陰へと消えていった。

「誰……っ!?」

　祀莉の失態を、周囲を警戒していた二人が見逃すはずはなく、すぐに足音が近づいてくる。

「なっ！　西さい園おん寺じ、祀莉……？」

「まさか、今の──」

　令れい嬢じょうたちは祀莉の顔を見て驚いた表情を浮かべていた。

「ご、ごきげんよう。あの、わたくし、ドリンクを買いに行くのに通りかかっただけです！　失礼しますねっ!!」

「待ちなさい！」

「ひゃぅっ！」

　どんっと背中を押され、祀莉は正面から転んでしまう。

　硬い地面に打ちつけた膝ひざと、小石で傷ついた手のひらの痛みに顔を歪ゆがめていたら、背中に女子生徒の足が乗って起き上がれなくされてしまった。

「──痛っ」

「どちらへお行きに？」

　さらに痛めつけるように、体重を乗せてぐりぐりと足を押しつけてくる。

　──そして、くすっと笑った。

「ちょうどいいですわ。あなたも一緒に閉じ込めて差し上げてよ。──香か澄すみ、一瞬だけ鍵を開けてくださる？」

「はいはーい」

〝香澄〟と呼ばれたショートカットの女子生徒は、手の中で遊ばせていた鍵をしっかりと握り込み、倉庫へと向かっていた。

「ほら立って！」

「い、痛いですっ！　離してくださいっ」

　背中から足が離れたと同時に今度は髪かみを鷲わし掴づかみにされ、無理やり引っ張り上げられた。

　そのまま引きずられるように、桜が閉じ込められた倉庫へと歩かされる。

（そんな……、わたくしまで閉じ込められたら誰が助けを……？）

　ずるずると連れて行かれた先には、鍵穴に鍵を挿して待っている〝香澄〟と呼ばれた女子生徒が愉ゆ快かいそうに口角を上げて祀莉を見ていた。

「準備できましたわ。いつでもよくてよ、百合ゆり亜あ」

　一方、怒りの表情で祀莉を引っ張る女子生徒は百合亜と呼ばれていた。

（香澄、百合亜……。まさか、この二人って──っ）

　自分と桜を閉じ込めようとしている人物の名前に気を取られて、一瞬体の力を抜いてしまった。

　その隙を狙うようにどんっと背中を思いっきり押される。

「きゃあ……っ」

「あんたなんか、いなくなればいいのに──っ!!」

　恨みのこもった言葉とともに強引に倉庫に投げつけられた。

「待っ──」

　祀莉が振り返ったと同時に大きな音を立てて扉は閉められ、視界から光が消えた。

（どど、どうしましょう……！）

　真っ暗な視界の中、ほこり臭さを感じてここが倉庫であると実感し、さらに不安が募る。

　漫画や小説で閉じ込められるシーンをいくつか読んだが、大抵、主人公だけでは脱出できない。

　誰か──ヒーローが助けにきてくれるから当然なのだけれど。

（その助けを呼びに行くことが、わたくしの役目なのに……）

　肝かん心じんなところで役に立てない自分を情けなく思う。

「祀莉ちゃんっ!?　どうして……っ」

「──桜さんっ、すみません……っ！」

　明るい場所から突然暗い場所に移されたので、目はまだ倉庫の中に慣れていなかったが、桜の声だと瞬時にわかった。

「すみません、わたくしのドジのせいで……。要を呼びに行こうと思ったのですが……っ、見つかってしまって……」

「わぁっ！　泣かないで！　大丈夫ですよー」

　目撃していた自分がこのイベントを解決するための重要人物なのに。

　桜が近づいてくる気配がして顔を上げると、頬ほおを伝う涙を桜の指先がそっと拭ってくれた。目が少し慣れてきたのか、高い窓から入る僅わずかな光だけでも桜の表情が見えるようになっていた。

「大丈夫。私がなんとかしてここから出してあげるから」

　桜は祀莉に向けて優しく笑いかける。

　抱えている不安をかき消してくれるように。




「──と言っても万事休すなんですよねぇ。スマホも応援席に置いてきちゃったし……」

　桜は腕うでを組んでう～んと頭を悩なやませる。

　立っているのも疲れるからと、とりあえず置いてあるマットを床に敷いて、その上に二人で座った。

（携帯っ！　わたくし持ってます！　これで諒華に連絡を取れば──あれ……？）

　ポケットに入っているはずの携帯電話がない。

（ここに閉じ込められるまでに落としたのでしょうか……？）

　さっきの攻防の際に落としてしまったのだろうか。全く気づかなかった。これで助けを呼ぶ手段が一つなくなってしまった。

　天井近くに窓はあるが、換気用に配置されているため、高くて届かない。

「窓に向かって大声で叫んでも、気づいてくれる人がいるかどうか」

「そう、ですね……」

　狭い倉庫の中は熱気がこもり、息がしづらいほど湿度が高い。

　祀莉は手で顔を扇あおぐが、気休めにしかならなかった。

「はぁ……。まさかあの二人が組んでいたとは」

　小さなため息の後、桜がぽつりと呟いた。

　あの二人とは〝香澄〟と呼ばれていた人物──間ま宮みや香澄と、〝百合亜〟と呼ばれていた人物──花はな園ぞの百合亜のことだろう。

「Ｂクラスに落ちたからって、あんなふうに八つ当たりされてもねぇ……」

「Ｂクラスに落ちた……。えっと……要がクラス落ちさせたのは花園さんですよね。間宮さんは……？」

「間宮香澄は貴矢が好きで、追いかけるように自分からＢクラスに申請したんです。貴矢は中等部卒業の時点でＢクラスに落とされることが確定していましたから」

　桜はすらすらと祀莉の疑問に答えた。

「そうなんですか。よくご存じですね」

「え、……あ、クラスの子にいろいろ聞いてなんとなーく知ってる程度ですけどね」

　クラスメイトともうまくやっている桜は、それなりに情報を仕入れていた。

　入学して半年が経とうとしているのに、何も知らない祀莉とは大違いである。

「きっと、私と貴矢が一緒にいるところを目撃して、いろいろと勘違いした彼女がこうやって行動を起こしたんだと思います。北条君を好きな花園さんも多分同じ理由で、祀莉ちゃんと北条君が一緒にいるところを見たんじゃないでしょうか？」

「でも……わたくし、花園さんとは今日が初対面で……」

「私もですよ。こっちは気づかなくても向こうは見ているんです」

「はぁ……」

　桜の話に祀莉はぽかんとするしかなかった。

　確かに、花園百合亜は祀莉のことを知っていた。校内を移動する時は大抵、要と一緒にいることが多いからそれを目撃したのだろう。

　なんだか頭が痛み出し、祀莉は額に手を当てた。

「──はっ！　祀莉ちゃん、試合どうなってましたっ!?」

「え？　点数は覚えてませんが、うちのクラスが勝つと思いますよ」

「……ってことは次も試合に出る!?　ど、どうしよう……っ」

　今まで落ち着き払っていた桜が慌あわて出した。

「桜さん？」

「祀莉ちゃん。本来なら試合に負けたＢクラスの貴矢が助けにくるはずなんだけどね……」

「え……？　Ｂクラスの秋堂君……ですか？」

　聞き間違いかと思ったが、桜ははっきりと〝Ｂクラスの貴矢〟と言った。

（えっと…………んん？）

　桜の言葉がうまく理解できなかった。暑さのせいで頭の回転が鈍っているのかもしれない。

（暑いです……。どうしてでしょう、座っているのに目眩めまいがします……）

　体を伝う汗が気持ち悪い。

「祀莉ちゃん……？　ごめんね、いきなり変なこと言って。大丈夫？」

「……」

　桜が様子を窺うかがってくれるが、正直なところ返事ができる状態ではなかった。

　激しい頭痛と吐き気が祀莉を襲う。座っていることもできなくなり、ついにマットの上に倒れるように横になっていた。

　起き上がろうとしても体が重くて力が入らない。

「祀莉ちゃんっ!?　もしかして熱中症っ!?　早くここから出ないと！」

　心配する桜の声が鈍にぶく痛む頭の中で響いていた。

「──誰か！　誰かぁっ！」

　立ち上がった桜が、扉を叩きながら外に向かって叫ぶ。

「ねぇ！　誰かいないの!?　お願い！　気づいて……っ！　ねぇ!!」

　何度も叫ぶ桜の声は小さく震え始め、息遣いも荒く苦しそうになっている。それでも扉に寄りかかりながら、叩きつける拳こぶしは止めなかった。

（すみません……。わたくしのせいで……）

　何もできず、霞かすんだ視界で桜の背中を見ているしかできない自分が情けない。

　心の中で何度も何度も謝った。そして願った。

　要、助けて──……。




「ここにいるのか!?」

　途端、ギリギリの意識の中で倉庫の扉が開け放たれたのを感じた。

　眩まぶしい光と新しい空気が祀莉と桜を安あん堵どさせる。

「ほう、じょう……くん？」

「鈴すず原はらか？」

　入り口では、要と桜がお互いの存在を確認し合うように呟き、見つめ合っていた。

（わたくしが呼びに行かなくても要は助けに来られたんですね……）

　感動的なヒロインの救出シーンなのに、目ま蓋ぶたが重くてしっかりと観察できないのが残念だ。祀莉が意味のない行動をした結果なのだから自業自得とも言えるが。

　さあ、二人で存分に愛を確かめ合って──

「祀莉、しっかりしろ！　大丈夫か!?」

　──はい？

「北条君、早く祀莉を医務室に！」

　要の声に続いて諒華の声も聞こえる。

「わかってる！　祀莉、動かすぞ」

「祀莉、北条君が医務室に連れて行ってくれるから、あと少し我が慢まんするのよ」

（──え？　桜さんではなくわたくし!?）

　救出する相手を間違えているのでは!?

　混乱しているうちに背中と膝裏に要の腕が回り、硬いマットから浮き上がっていた。

（救助する相手を間違えていますよ!!　桜さんは!?　桜さんはどうしたんですか!?）

　目蓋をこじ開けて探すと、地面に座り込む桜に貴矢が駆け寄って声をかけていた。

（要が先に助けに入ってきたのに、横取りされたんですか!?）

　せっかく要の見せ場だったのになんて卑ひ怯きょうな。要も祀莉ではなく桜を抱き上げたかっただろうに。

　この結果は祀莉にとっても要にとっても、本当に残念でならないものだ。

　桜を支えるようにして先を歩く貴矢を、要の分まで睨にらみつけておいた。
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「ごく、ごく……ごくっ……──ぷはぁっ」

　祀莉はスポーツドリンクをまるまる一本飲み干した。

（冷たい水が美味おいしいです……）

　涼しい医務室に移動すると、あんなに苦しかった頭痛はすっと治まった。

「大丈夫？　まだ具合が悪いようなら病院に行って点滴を打ってもらった方がいいんじゃない？　まだ飲む？」

「いえ、もう大丈夫です。ありがとうございます」

　心配そうに追加のドリンクを差し出す諒華に笑顔で答えるが、「本当に？」と何度も顔色を確認していた。

「本当に大丈夫ですから。あの……桜さんの方はどうですか？」

　ちゃんと要は付き添っているのだろうか。

　貴矢に奪われたせいで桜ではなく祀莉を運ぶことになってしまったが、助けにきたことはしっかりアピールしてもらわなくては。

「鈴原さんも無事よ。ほら、先生が診てくれているわ」

「え？」

　諒華の視線を追うと、桜は隣のベッドに腰こし掛かけて養護教諭から質問を受けていた。

　なぜか要の姿はない。

「どうしたの？」

「いえ、その……要は？」

「北条君ならあっちよ」

　諒華が指差す方には、電話をかけている要がいた。この学園のセキュリティーはどうなっているんだ、と怖い顔で電話に向かって怒鳴りつけている。

「要が怖いんですけど！」

「何言ってんのよ、当然でしょ。危ない目に遭あわされたんだから」

「あ、そう……ですよね」

　桜が危ない目に遭ったのだから、要があんなふうに怒るのは当然か。

「まったくよ。倉庫だけ古い鍵のままだったなんて……」

　学園内のほとんどの鍵は電子錠だが、部活動で生徒が使用する関係で、体育館倉庫だけ未だに〝鍵〟を使っていたのだ。

　学園側の甘い管理体制に腹を立てている諒華は、まだ電話でネチネチと文句を言っている要に向かって、「もっと言ってやりなさい！」と小声で煽あおっていた。

「……祀莉」

「はいぃっ！」

　電話を終えた要は冷れい酷こくな表情のままこちらに目を向け、低い声で祀莉を呼んだ。

　迫力のある雰囲気を纏まといゆっくりと近づいてくるその姿に、祀莉は反射的に体を強ばらせてギュッと目を閉じた。

（怒られる……っ！）

　近づく足音に全身で身構えていると、ぽんっと頭の上に手のひらが乗った。

「……？」

「無事……なんだよな？」

「え？」

　そっと目を開けると、祀莉の顔の位置に合わせるようにしゃがんでいる要と目が合った。

「何か……変なことはされていないか？」

「え……」

　頭から手を離し、今度は両手で祀莉の顔を包み込んで問いかけてくる。

　殺気立っていた表情は消えていて、祀莉の身を心配してくれている……のはいいが、とにかく顔が近い。

　本能的に逃げようと体を捩よじらせた時、背中にビリリっと痛みが走った。

「いっ！　いたたた……っ」

「どうした!?」

「ちょっと北条君、どいて。祀莉、背中が痛いの？」

　前まえ屈かがみになって背中に手を回すと、諒華が要を押しのけて問いかけてきた。

「えっと……少し」

　踏みつけられた部分が鈍い痛みを主張し始めた。引っ張られた頭皮もまだ少しだけ痛む。ついでに擦りむいた膝と手のひらも。

「祀莉、ちょっと背中見せて」

「はい」

「北条君、そっち向いててもらっていい？」

「……わかった」

　要が背を向けるのを確認した諒華が祀莉の後ろに回り、制服を捲めくって背中を確認した。

　そこにあるものを見てギョッとする。

「うわっ、何これ！　先生見てください！」

「どうかしましたか？　……まぁ！　なんておいたわしい……西園寺様の背中にこんな……っ」

　祀莉の背中を見た養護教諭はふらっと二、三歩よろめいた。

　諒華も表情を歪めて祀莉の背中を眺めていたが、そんなに大おお袈げ裟さに驚くようなものがあったのだろうか。

「何があったんだ」

「……!?」

　先生の声を聞いて様子が気になったのか、背を向けていた要が諒華を押しのけて背中を覗き込んできた。肌を見られるなんて、と羞しゅう恥ちで祀莉は慌てる。

「あの、か、要っ!?」

「動くな。……──なんだこの痣あざは！」

「す、すみませんっ！」

　自分が悪いわけではないのに、要がすぐ近くで怒鳴るものだから謝ってしまった。こういうのを条件反射と言うのだろうか。

「北条君、気持ちはわかるけどここは医務室なんだからもう少し抑えて」

「……悪い」

　諒華に諭されて距離をとった要は怒りを堪こらえているような表情をしていた。

　もしかして、桜にも同じような痣があるのかと疑っているのだろうか。

（そうですよね、桜さんも同じようにあの方たちに──……えっ？）

　桜へ視線を向けると、とんでもないものを目撃してしまう。

「桜、もう大丈夫そうか？　熱、測ってやるからじっとしてろ」

「大丈夫だって言ってるでしょ！　ちょ、触らないでよっ」

　祀莉が目撃したのは、桜の額に自身の額をくっつけようと迫る貴矢の姿だった。

　熱を測ってやるなんて言っておきながら、唇くちびるを狙っているんじゃないかと邪推してしまうほどの近さである。桜に覆い被さっている姿はまるで、周りに見せつけているようだった。

　その行為に祀莉は思わず叫んだ。

「なな、何してるんですかっ！　近いですよ！」

「そう？　そんなことない──ぐふっ」

「どう考えても近いっ！」

　桜の拳が無防備な貴矢のみぞおちに入った。

　容よう赦しゃない攻撃に祀莉は『さすがです！』と心の中で親指を立てた。

「私は見ての通り元気よ！」

「それは……よかった……」

　絞り出すような声とともに、貴矢はベッドから落ちて奥の床に沈んでいった。

（今の……見ちゃいましたよね？）

　ちらりと要の様子を盗み見ると、腹を押さえながらゆるゆると立ち上がる貴矢を鋭い目でじろりと睨みつけていた。

「あいつ……何やってんだよ」

「まったくです！」

　本当、余計なことをしてくれたものだと要の言葉に同意する。

「……いや、あんたらも同じようなことしてたでしょ」

　貴矢に不審の視線を送る祀莉と要を見て、諒華が呆れたように呟いた。
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　事件から四日後、主治医に「しばらくは安静に」と診断された祀莉は、自室のベッドの中で小説を読んでいた。

　大したことないと思っていたが、背中を写した画像を見せてもらい驚いた。靴くつの形だとわかるくらいの青痣ができていたのだ。

　特にかかとに当たる部分がひどく、強い力でぐりぐりと圧迫されたことを思い出す。あれは痛かった。

　幸い、桜は背中を踏まれておらず、祀莉のような痣はないそうだ。要は安心したことだろう。

（花園百合亜さん……ですよね？　要のことが好きって諒華から聞いた人……）

　祀莉が要の婚こん約やく者しゃと知った上で──いや、だからこそ、あんなふうに乱暴に扱ったのだろう。

（わたくしは名ばかりの婚約者なんですけどね……）

　もし祀莉と要の婚約が解消されていて、桜と要が正式に付き合っていたらどうだったのか。彼女の嫉しっ妬とはすべて桜へと注がれていたのかもしれない。

　そのことを思うと、やはり要は祀莉を隠れ蓑みのとして婚約を維持していたのだろう。

（よく考えてますよねー……）

　桜に対する要の配慮に感心しながらも、祀莉の意識は小説の中へと集中していた。

「──おい、祀莉っ！」

「え……？　うぁ……っ！」

　祀莉が顔を上げると、要の顔が目の前まで迫っていた。何度呼んでも返事をしない祀莉に苛立ったのか、ベッドに乗り上げて覗き込んでいた。

「び、びっくりしました。来てたんですね……」

「体調はどうだ？　家に帰ってからまた熱が出たんだろ？」

「はい。でももう大丈夫です。なのにお父さまの言いつけで部屋から出してもらえなくて……」

「本当か？　ちょっと診せてみろ」

「ほ、本当です！　大丈夫ですって！」

　大丈夫だと言っているのに要はさらに体を寄せて、ぐいっと顔を近づけた。

「おい、大人しくしろ」

　手で熱を測るならまだ大人しくしているが要の動きからして違う。逃げるように後ろに仰け反ったが、体を支えきれずそのままベッドに倒れ込んでしまった。

（ちち、近い……っ！）

　いつぞやの四し方ほう館かんの時みたいに、顔の両横に手が降ってきて逃げ場がなくなった。

「あの。もう、本当に大丈夫ですからぁっ」

「何言ってんだよ、そんなに顔を赤くして。やっぱり熱があるんじゃねーのか？」

「うっ、え……っ。そ、それは……っ！」

　押し倒されているような体勢な上に、整った顔がすぐ近くにあれば誰だって顔を赤くするだろう。

（あぁ、もう……！　心臓がうるさいですっ！）

　要も祀莉が動どう揺ようしているのがわかっているらしく、嫌みったらしい笑みを浮かべながらさらに顔を近づけてきた。

（ひゃああぁっ……！）

　ありえない状況に心の中で叫びながら、祀莉は完全に固まっていた。

「目くらい閉じろよ」

（はい……っ!?　熱を測るだけなのになぜ目をっ!?　い、意味がわかりません!!）

　意味がわからぬまま、吐息を感じるほど要の顔は近くまで迫ってきていた。

（何が！　何が起こってるんですか──っ!!　これはどういった嫌がらせなんですか──!?）

　頭の中がパニックで目の前の状況が理解できず、思わずギュッと目を閉じた。




「──こほん、イチャついているところ悪いんだけど」

　もう心臓がもたないと思ったその時、わざとらしい咳払いが聞こえた。

「──ちっ」

　動きを止めた要が舌打ちとともに上体を起こしてベッドから降りると、部屋の入り口付近で小さな花束を持った諒華がこちらを見据えていた。

　やっと息苦しい体勢から解放されて呼吸が楽になる。祀莉は改めて大きく息を吸い、ベッドの上に座り直した。

「祀莉、もう熱は大丈夫なの？」

「……はい」

　諒華がベッドまで近づいてきたので、要は後ろへ下がって場所を空けた。

「無理しちゃダメよ？　はい、お見舞い」

「ありがとうございます。可愛かわいい花束ですね」

「造花だけどいい匂いがするのよ。リラックス効果があるんだって」

「そうなんですか？」

　受け取った花束に顔に近づけて甘い匂いを吸い込んでみる。

　まだ余よ韻いんの残るドキドキが少しずつおさまっていくように感じた。

　パタンと扉が閉まる音がして、この部屋には祀莉と諒華の二人だけになった。

「北条君、出ていっちゃったわね。ごめんなさいね、邪じゃ魔ましちゃって」

「いいえ！　わざわざ来てくれてありがとうございました」

　むしろ助かったとも言える。

（あの状態が続くのは心臓によろしくないです……！）

　諒華はそばにあった椅子いすをベッドの近くに寄せて、祀莉と向かう形で座った。

「北条君ったら、私が小母おばさまに挨拶している間に、まるで我が家のように祀莉の部屋に向かったのよ。いつもあんな感じなの？」

「えっと……」

　祀莉はどう答えるべきか迷っていた。

　要が西園寺家を訪れた際にどうしているかなんて〝知らない〟のである。

　才さい雅がが勉強を見てもらうために頻ひん繁ぱんに呼んでいるので、両親や使用人とは軽く挨拶する程度にはこの家に馴染んでいるのかもしれない。

　──いや、この家の人間である祀莉よりも信頼を置かれているような……。

「祀莉どうしたの？　もしかしてまだ熱があったりする？」

　考え始めた祀莉を不思議に思って諒華が声をかける。熱、と聞いてさっきの要との距離を思い出してしまった。

「え？　あ、いえ！　もう大丈夫です！」

「……そう？　顔、赤いけど」

「全っ然平気ですっ!!」

　その様子が面白かったのか、諒華はニヤニヤと笑って見ていた。

「照れなくていいのに」

「違います！　……あの、この前は探してくださってありがとうございました。よくわかりましたね、私と桜さんがいた場所」

　とにかく要の話は終わりにしたくて別の話題を出した。

「え？　……ああ、あれは北条君が携帯のＧＰ──……携帯を見つけてくれたのよ。ほら、祀莉が中庭で落としたやつ」

　今、何かを言いかけて言い直した気がしたような。しかし話の続きが気になる祀莉は特に追及することなく「なるほど、そういうことですか」と頷うなずいた。

「で、一緒についてきていた秋堂君が倉庫が怪しいって鍵を持ってきてくれたの」

「え、秋堂君がですか？」

「探してる時に偶然、花園百合亜と間宮香澄を見つけて本能的に怪しいって思ったんだって。話を聞いてみたら祀莉と鈴原さんを閉じ込めたことを白状して鍵まで渡してくれた……って本人は言ってたけど、絶対に違うわね。ヘラヘラ笑ってるけど、あの男も怒らせたら怖いみたいよ。さっきの話し合いだって内心めちゃくちゃキレてたし」

「話し合いってなんですか？」

「そっか。まだ祀莉には知らされてなかったのよね。祀莉の小父おじさまが花園家と間宮家を学校に呼び出したの。学園長も交えて、祀莉たちが閉じ込められた事件の〝話し合い〟をするためにね」

　発見者ということで諒華も呼び出され、状況を説明したり質問に答えたりしたらしい。

　場所が学園長室だったのでかなり緊きん張ちょうしたそうだ。

「間宮の親も花園の親も初めは『言いがかりだ』って娘を庇かばっていたんだけどね、体育館倉庫に設置されていた監視カメラの映像を見せられて、それはそれは顔面蒼白になってたわよ。閉じ込めた相手が鈴原さんだけじゃなくて、西園寺家の令嬢も含まれているって知って急に態度を変えたの。いい大人が土下座までしていたわ」

「……」

「当然よね。普段はあんなに穏やかな祀莉の小父さまが爆発寸前で睨んでいるんだもの。明日にはあの人たちの会社がなくなっていてもおかしくないくらいの影響力の持ち主だし。本当、恐ろしかったわ……」

　遠い目をした諒華の顔を見て、改めて我が家の政治的影響力の大きさを認識した。

「で、転校するか自主退学かって話をして、その後はまぁ……大人の話だから私たちは帰りなさいってことになって……。そこで秋堂君がね──」

「え？　秋堂君もいたんですか？」

「私が呼ばれたんだから当然でしょ？　ちゃーんと北条君もいたわよ」

「そうなんですか……。それで、秋堂君がどうかしたんですか？」

「あ、そうそう。必死に謝る彼らを見て秋堂君が言ったの」




　──あのさ、ここには桜のご両親もいるのに、なんで西園寺の小父さんにだけ頭を下げてるの？




「……って、すっごい剣幕で」

「え……？　秋堂君がですか？」

　いやいや、それは要の役割なのにどうして貴矢がしゃしゃり出てくるのだ。

　要も桜の両親によい印象を与えるチャンスなのに、むざむざと貴矢に奪われるなんてどういうことだ。

「いっつもヘラヘラしてる男があんな顔するなんてねぇ……祀莉？　どうかした？」

「……いえ。あの、要は何も言わなかったのですか？」

「北条君？　北条君は一切言葉を発してなかったわね。ただ……」

「？」

「無言で睨みつけていたわ。それに気づいた花園百合亜がずっと怯えていて……」

　桜があんな目に遭ったのだから当然だ。でも睨んでいるだけじゃなくて、もっと貴矢のように積極的に発言してほしかった。

「そうですか……要はただ睨んでいただけ、ですか……」

「何言ってんの！　北条君だっていろいろと動いていたのよ。監視カメラの映像を手配したり、祀莉の制服についた靴底の跡から履いていた人物を特定したり」

　要が迅速に用意した証拠があったからこそ、言い逃れの余地なく相手方に犯行を認めさせたのだと諒華は力説した。

　やり方が要らしいといえば要らしいが……裏で工作するなんて地味な作業ではなく、もっとヒーローらしい活躍をしてほしかったと思う祀莉であった。

「詳しいことはまた北条君や小父さまが教えてくれるわ。もうこんな時間だし、私はお暇いとまするわね。雨も降りそうだし」

　窓から空の様子を確認した後、部屋の時計を見上げて諒華は椅子から立ち上がった。

「明日は来られるのよね？」

「……お父さまの許しが出たら、ですけど」

「そう。テストが近いから、あんまり長く休むと大変よ？」

「う……そうでした……」

　このままいけば望ましくない点数をとるということは明確だ。要が許すはずがないので、またあのスパルタが始まるのかと思うと憂ゆう鬱うつになる。

「じゃあね。お大事に」

「はい。来てくれてありがとうございます。部屋から出るなと言われているので、ここまでしか見送れませんが」

「いいのよ別に。それより早く元気になって学校に来てよ」

「はい！　ありがとうございます！」

　少しくらいなら大丈夫だろうと三歩だけ廊ろう下かに出て、階段を下りていく諒華の姿が見えなくなるまで祀莉は小さく手を振り続けた。

（これで花園百合亜さんと間宮香澄さんが転校すれば、要と桜さんの間に障害はなくなりますね……）

　桜の邪魔をする役目の自分が引けば、少しは二人の仲が発展しやすくなる。

　問題なのは……、

「……秋堂君────」

「貴矢がどうした？」

「……えっ？　……か、要!?」

　気配もなく現れた要に両肩を掴まれたかと思うと、強い力で廊下の壁に体を押しつけられた。

「え……、ぁ……」

　突然のことで何も言えず、鋭い双そう眸ぼうで見下ろす要から逃げるように視線をそらす。

「祀莉」

　そんな祀莉の態度が気に食わなかったのか、肩を掴む要の手に力が込められた。

「ぅ……いたっ」

「っ！」

　思わず声を漏らすと、要は反射的に肩から手を離す。

「わ、悪い」

「いえ……、──わっ!?」

　痛みの残る肩かたに手を添えようとすると、突然要に抱き上げられた。

「部屋の外に出たってバレたら怒られるぞ」

　だからって子どものように抱きかかえる必要はないだろう。

　ベッドまで戻った要は、なぜか祀莉を膝の上に乗せた状態で腰を下ろした。

（……え？　え？　なんですかこれ？）

「背中、まだ痛むか？」

「あの、全然大丈夫ですから！」

　痛かったのは掴まれた肩であり背中ではない。

　いや、それよりも、服の上から背中を撫で始める要の手が気になる。まるで抱きしめられているみたいだと意識してしまい、胸の鼓動が速くなった。

　要の胸に手を当てて離れようと試みるが、腰に回っている手が邪魔で、彼の膝の上から降りられそうになかった。

「で？　貴矢がどうした？」

　祀莉の抵抗を物ともせず、要は先ほどの質問を繰り返した。話すまで逃がすつもりはないようだ。

（秋堂君の情報を引き出そうとしている？　でも、わたくしは要が有利になるような情報は特に持ってませんし……）

　ここは適当に誤ご魔ま化かそう。

「えっと……諒華からいろいろ話を聞いてたんです。今日、学校でお父さまたちが話し合いをして、そこに秋堂君もいたって……」

「──あぁ。聞いたのか、今日のこと」

「はい。もう安心ですよね？」

　今回の騒動とその顛てん末まつが知れ渡れば、誰も要や桜に何かをしようという気にはならないだろう。

　安堵の表情を浮かべて要を見上げると、背中を撫でていた手が離れ、祀莉の頬に優しく触れた。

　壊れ物を扱うように指先で撫でる仕草にドキッとしてしまった。

「──安心しろ、もう手を出させない」

「！」

　直前の仕草と囁ささやかれた甘い言葉の響きに、祀莉は心臓を跳ね上がらせて硬直した。

（…………あ、桜さんのことですよね！　び、びっくりしました……。一瞬ドキッとしてしまったじゃないですか！）

　平常心を保とうとするが、心臓がおさまる気配はない。

　気まずい空気の中、先に口を開いたのは要だった。

「なぁ祀莉。俺おれたちって…………こ──」

　要の言葉が言いかけたまま止まった。

「こ？」

「………………婚約者、だよな？」

「え？　はい、そうですけど？」

　今のところはですけど……と心の中で付け足しながら、なぜ今更そんなことを訊くのだろうと祀莉は首を傾かしげた。

　じっと見つめる視線を躱かわすように要は目をそらして、何もない空間を見つめている。

（──はっ！　もしかして！　そろそろ婚約を解消する決意をしたのでしょうか！）

　花園百合亜は転校するだろうし、女子生徒への牽けん制せいもばっちりだ。祀莉という隠れ蓑は必要なくなった。

（つまりそういうことですね……っ！）

　これから要が……物語が動き出すのだろうと、祀莉は期待に胸を膨ふくらませた。
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　教室のカレンダーは十二月になり、花はな園ぞの百合ゆり亜あと間ま宮みや香か澄すみが学園を去ってから二カ月が経とうとしていた。

　あの頃の暑さが嘘であるかのような冬の寒さの中、何ごともなく平穏な日常が過ぎていった。

（……あれ？　おかしいですね。桜さくらさんと要かなめの恋の発展は……？）

　彼女たちを追い出したことで、〝桜に手を出すとこうなる〟と周囲に知らしめたはずだ。

　そろそろ要と桜の関係に動きがあってもいい頃なのに……。

　日課のごとく後ろの席から二人を監視しているが、特に何も変わった様子はない。会話が増えたようにも思えるがそれだけで、甘い雰囲気は全く見受けられない。

（んんん……？　わたくしが見ていないところで甘々な時間を過ごしているとか？）

　なんて考えたが、相変わらず要は祀莉の目の届く範囲にいる。

（放課後だってわたくしと一緒に四し方ほう館かんにいますし……。なら休日？　いえ、休日は才さい雅がの勉強を見ていますね……）

　やはり二人で会う時間なんてないような……。

「──り、おい。祀まつ莉り！」

「はい！　……か、要？」

　考えごとに集中していると、突然耳元で大きな声が聞こえた。

　驚いて声の主を見上げると、祀莉の机のすぐそばで、下校の準備を終えた要が不ふ機き嫌げんそうに立っていた。

（あ……）

　気がつけば話をしていた先生の姿はなく、クラスメイトの半分が席を立っていた。

「ぼーっとするな。ホームルームはもうとっくに終わっているぞ」

「あ……はい。すみません。すぐに準備を……あら？」

　教科書をしまおうと鞄かばんに手を伸ばしたところで、要の後ろに誰かが立っていることに気がついた。

「祀莉ちゃん、またぼーっとしてました？　ダメですよ。ちゃんと先生の話を聞かないと」

「は、はい。すみません……」

　桜は優しく祀莉の気の弛ゆるみを指摘した。

「桜さんはどうしてここに……？」

　いつも放課後はすぐに下校して滅めっ多たに残らないのに。

「話があるんだ。鈴すず原はらも一緒に四方館に連れて行くから」

「え……？」

　要が自ら桜を誘って四方館に？

（わたくしに話がある？　こ……これはっ！　もしかして!!）




　──俺おれたち、付き合うことにしたんだ。

　──ごめんなさい、祀莉ちゃん……。でも、私……北ほう条じょう君のことが……。




　祀莉の脳内でこれから起こるであろうイベントのセリフが再生された。

　いつそんなチャンスがあったのかは知らないが、要と桜はお互いの気持ちを確かめ合っていたのだ。

（あぁ……わたくしが見ていない隙に……。その瞬間に立ち会えなかったのが心残りですが、それでも構いません！　ついに……ついにこの時が！）

　突然の朗報に舞い上がっているうちに、要は勝手に祀莉の鞄に荷物を押し込み、「早く行くぞ」と祀莉の手を取った。

「あ、あの！　わたくしのことは気にせずお二人で……」

「は？　何言ってんだ？」

「祀莉ちゃんがいなかったら意味ないですよー？」

「そ、そうですよね……」

　気を利かせて先に二人っきりの時間を……と思ったのに引き止められてしまった。

（あ……それとも婚こん約やく者しゃであるわたくしがいるから、ちゃんとお付き合いができないとかでしょうか。ということは、これから起こるのは婚約破は棄きイベント……？）

　桜の性格からして、そのあたりをきちんとしておかないと納得して付き合おうとしないだろう。そこで要は桜の前できっぱりと婚約破棄を言い渡そうとしているのだ。

（そういうことですか！）

　なるほどなるほど。ならばささっと済ませて颯さっ爽そうとその場を去ろう。

　祀莉としては、二人からのお付き合い宣言による婚約解消でも、桜を前にした要からの婚約破棄でも、どちらでも大歓迎だ。

（ふふ～、こっそり窓の外から二人のイチャイチャを盗み見しましょう……！）

　これからの楽しい日々を思い浮かべているうちに四方館に到着した。

　ソファーに座るように促された祀莉は、その中央に腰こしを下ろした。そして間を置かずに隣に要が座った。

（ん……？）

　祀莉がソファーの真ん中に陣取っているため、隣に座った要との距離が近い。近いどころじゃない。体の右側がほぼ密着している状態だ。

「え……あの、要。どうしてこっちに？」

「はあ？　いつもの場所じゃねえか」

「……」

　確かにいつも座っている場所と同じだ。窓側のソファーに祀莉が座り、その隣に要が腰掛ける。どの場所でも変わりはないが、なんとなく〝ここ〟という場所がいつの間にか決まっていて、自然とそこに座るようになった。

　きっと桜と要が向かいのソファーに並んで座るだろうと、あえて真ん中に座ったというのに、どうも要は空気が読めていない。

（桜さんがいるのにわたくしの隣に座るなんて、何を考えてるんですか……）

　しかも婚約破棄という一大イベントの時に。

　向かいに移動して桜と並んで座るのも変なので、祀莉は要と少し距離を空けてソファーに座り直した。

「いつも並んで座ってるなんて仲がいいんですね」

　桜は柔らかな笑みを浮かべて言った。

　皮肉を込めた言葉に祀莉は何か言い訳をしなくてはと焦ったが、その前に要が本題を口にした。

「で……だ、祀莉。鈴原を呼んだ理由だが」

　正面ではなく真横からなのでどうにもしっくりこないが、ようやく婚約破棄の流れになってきた。

　桜を見ると、少し緊きん張ちょうした面持ちだった。

（わたくしもドキドキしてきました……！）

　これで念願の要と桜のラブイチャが見られるのだから！

　にやにや～っと崩れそうになる表情をぐっと引き締めて、続きの言葉を待った。

「放課後は鈴原にお前の勉強を見てもらうから」

「…………はい？」

　しかし、要の口から出てきた言葉は祀莉の予想とは大いに違うセリフだった。
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　翌日の放課後。

　要の宣言通り、放課後は桜が祀莉の勉強を見てくれていた。

「あ、祀莉ちゃん。その問題はね──」

　祀莉が手を止めて悩なやみ始めたところで桜が丁てい寧ねいに問題の解説をする。とてもわかりやすい解説に、ふむふむと相あい槌づちを打ちながら祀莉は問題を解いていった。

　桜も自分の勉強をしながら祀莉の様子を見つつ、いいタイミングで手を貸してくれる。

（要もこうしてくれればいいのですが……）

　監視するように祀莉の手元を睨にらみつける彼のプレッシャーは半端ではない。

　そのおかげでそれなりの成績を残せているのだが……騒動があったバスケットボール大会後のテストはあまりよい結果ではなかった。

　あんなことがあったのだから、と言い訳しようにも目の前の桜はトップをキープしていたので、ギリギリ平均に届かなかった祀莉は何も言えずただ落ち込んでいた。

（前回があれだったので、今回はさらにスパルタだと思ったのですが……）

　しかし要は放課後になると、祀莉と桜を四方館に残して下校してしまう。

　何か用事があるのかと尋ねても「まぁ、ちょっとな……」と曖あい昧まいに濁すので、かなり気になっている。

「どうして要はすぐに帰ってしまうのでしょうか……？」

　そんな疑問が無意識に口から出ていた。

「あ、やっぱり北条君とがいいですか？」

　祀莉の呟つぶやきに反応した桜はニコニコと笑っていた。

「い、いえ！　そういうわけではなくて……！」

「ふふふー。いいんですよー。やっぱり私より北条君がいいんですよねー」

「あの……」

　さらに追い打ちをかけるように畳みかけてくる。祀莉が要を気にしているのが気に食わないのだろうか、嫌みっぽく聞こえるように語尾を伸ばしている。

「いいなー。北条君と二人きりー」

「うぅ……」

　否定すればもっと皮肉を乗せて返ってきそうな気がして、祀莉は大人しく口をつぐんだ。

「もうすぐ祀莉ちゃんの誕生日ですね」

「え？」

　口をギュッと結んで黙っていたら、桜は唐突に話題を変えた。

　確かにもうすぐ祀莉の誕生日だった。

「どうして知ってるんですか？」

「ふふ、秘密です」

　質問してみたが桜は笑ってはぐらかした。知っているのは諒りょう華かぐらいなのだが、桜を交えた会話でそんな話題がでたことはない。

　だったら誰が……？

　一瞬、要の顔が思い浮かんだ。

（でも要がわたくしの誕生日を知っているとも思えないですし……）

　ダメ元でもう一度「どうしてですか？」と尋ねてみても「どーしてでしょうねー」としか返ってこない。教えてくれる気はないらしい。

　ならば自分で考えるしかないのだが、どんなに考えても答えは見つからない。

　問題を解いている時以上に悩んでいる祀莉を見て、「そうですねー……」と桜が静かに呟いた。

「ではヒント！　……ていうか答えですね。私が祀莉ちゃんの試験勉強を手伝うように提案したのは北条君の方です」

「え……？」

「しばらく放課後は忙しいからってお願いされていたんですよ！」

　祀莉は桜を見たまま、ぱちぱちと数回瞬きした。

〝どうだ！〟と勢いをつけて言った桜は、祀莉のいまいちな反応に首を傾かしげた。

「あれれ？　もしかしてわかってない？　えーっと……じゃあ、祀莉ちゃんは今まで北条君からどんなプレゼントをもらってたんですか？」

「え？　プ、プレゼントですか？」

　また唐突な質問だった。しかもプレゼントの内容なんて。

　興味津々に尋ねてくるが、祀莉の誕生日を知るはずもない要からプレゼントをもらったことがなかったので、正直に「もらったことなんてありませんよ」と告げると、桜は「またまた～」と冷やかすように追い打ちをかける。

「ブレスレットとかもらってないですか？」

（ブレスレット……？）

　と、言われて思い出す。去年の誕生日に、弟の才雅から小粒の宝石がついた有名ブランドのブレスレットをもらっていた。

　見るからに高価で遠えん慮りょしたが、「姉さんのために選んだから受け取ってほしい！」と必死だったので、申し訳ないと思いながらもありがたく受け取った。

「いえ、要からはもらってませんよ？」

　あれは才雅からのプレゼントだ。

「ふーん。二人だけの秘密ですかー、そうですかー」

　祀莉は否定しているのに桜は一人で自己完結していた。ニコニコ、というよりはニマニマと笑っているように見えた。

（どうして突然誕生日の話題を……？　あ！　もしかして……！）

　桜の誕生日も近いのではと祀莉は推理した。そうだ、桜へのプレゼントを調達するために要は奔走しているのだ。

（わたくしに邪じゃ魔まされず、桜さんに内緒でプレゼント選びができる！　きっとそうです！）

　桜にはバレバレのようだったが、こんなにも期待されていれば問題ないだろう。

「桜さんの誕生日はいつなんですか？」

「私ですか？」

「はい！」

　あわよくばプレゼントを渡しているシーンを盗み見できないかと、祀莉は目を光らせる。そのためにはまず桜の誕生日を知らなくてはならない。

「十二月二十五日ですよ」

　祀莉の勢いに驚きつつも、桜は質問に答えた。

「十二月……二十五日……ですか？」

　聞き覚えのある日付をゆっくりと繰り返す。

　それもそのはず。その日はクリスマスであり──

「はい。────祀莉ちゃんと同じ誕生日です！」




　　　　[image: ]




　祀莉と桜の誕生日が一緒だという事実が発覚した翌日。

　いつも通り北条家の車で学園に向かっている中、祀莉は要の顔をちらりと盗み見した。

　鋭くつり上がった目にいつものキレがない。それに瞬きが多く感じられる。何度か小さくあくびをした後、薄く開けた目を擦っていた。

「要、大丈夫ですか？」

「え？　あ、あぁ……」

　珍しく目が覚めている祀莉に驚きつつ、要は短く返事をした。

　ここのところいつも眠そうにしているのを不思議に思っていたが、その原因が桜の誕生日に関係していると昨日の勉強会で発覚した。

（疲れが出るほど真剣に何をプレゼントしようとしているのでしょうか……。気になります！　さりげなく訊いてみましょう！）

　後日教えてもらってもいいのだが、気になって仕方がない。我が慢まんできずに探りを入れてみることにした。

「あの、要……えーっと」

「ん？」

「と、ところで誕生日プレゼントは決まりましたか？」

「──な……っ!?」

　どう探りを入れようか考えた結果、さりげなくとはほど遠いストレートな質問になってしまった。

　眠そうだった要は、祀莉の一言で一気に目が覚めたように驚いている。

「……なんで知ってるんだ」

「えっと……だって桜さん、気づいて……」

「あいつ、余計なことを……」

　小さな呟きとともに、はぁ……と大きくため息をつくと、気が抜けたように背中をシートに預けた。

「で？　で？　何にしようと思っているんですか？」

「いや、まだ……」

（まだ……？　ということは決まってない？）

　まだ時間はあるにしても、もうそろそろ準備しておいてもいい頃だ。

　クリスマスと重なっているから、もたもたしていたら売り切れてしまう可能性もある。

（要って今まで誕生日にプレゼントなんてしたことがあるのでしょうか？）

「誕生日やお祝いに女性へプレゼントを贈るのって初めてですか？」

「え……あ、いや……まぁ……」

「？」

　なんとも煮え切らない返事だ。眠くて頭が回っていないのかもしれない。

　贈るプレゼントが決まっていないのに、なぜこんなにも睡眠不足の顔をしているのだろうか。

（ははーん。さてはプレゼント選びに苦戦してますね！）

「…………何がいい？」

（ほらやっぱり！　わたくしに頼るほど切羽詰まってるんですね！）

　窺うかがうように祀莉に問いかける要が微笑ほほえましくて、つい笑ってしまいそうになった。

　かくいう祀莉も桜がもらって嬉しい物なんて見当もつかなかった。

　要からのプレゼントならなんでも喜んでくれそうだが……ここは同じ女性として、ハズレ感のなさそうな物を考えた。

「そうですね……。指輪なんてどうでしょう？」

「指輪？」

「はい！　桜色──いえ、薄いピンクの石がついているものなんて、可愛かわいらしくていいと思いませんか？」

「……」

〝桜色〟なんてわざとらしいかと思い、あえて薄いピンクと言い直した。自分の名前に由来した色の石がついた指輪なんて嬉しいに決まっている。

　要は顎あごに手を添えて黙っていた。

（あら？　要的にはあんまりな感じでしょうか……？）

「祀莉、手を出せ」

「はい？　手ですか？　どうして？」

「いいから」

　よくわからないまま要に近い方の手を差し出すと、要は祀莉の指をじっと眺ながめたり触ったりしていた。指と指の間を触られると少しくすぐったい。

（わたくしと桜さんの指のサイズが同じとは限らないのですが……）

「知ってますか？　人によって指輪のサイズは違うんですよ？」

「は？」

　違ったサイズで作って後で恥をかいては台無しだ。そう気遣ってのことだったが、「何言ってんだ、当たり前だろ？」という顔を向けられてしまった。

「要様、祀莉様。着きましたよ」

　要に手を貸しているうちに、車は学園の送迎場所に到着した。

　教室までの寒い道のりを耐えるため、着ていたコートのボタンをきっちり留めて、マフラーと手袋をつける。

「予鈴までまだ時間はあるな？」

　車外に出る準備が整ったところで、要が運転手に時間を確認した。

「え？　はい、二十分ほどあります」

「忘れ物ですか？　でも……今からじゃちょっと無理では……」

「いや、そういうわけじゃない」

　要にしては珍しいと思ったが、時間を尋ねた理由は忘れ物ではないらしい。

「……少し寝る」

「寝る？　え……？　ひゃっ!?」

　シートベルトを外した要は倒れるように後部座席に横になり、隣に座る祀莉の膝ひざに頭を乗せた。

「十五分経ったら起こせ」

「畏かしこまりました」

「ちょ……っ、要っ」

　祀莉の膝を枕代わりにして仮眠をとり始めた。

　ここで寝るのは自由だが、巻き込まないでほしい。それに、こんなところを誰かに見られたら大変だ。そして、それが桜に知られたらもっと大変なことに。

（誕生日前の大切な時期に何を考えているんですか！）

　頭を置いたまま動く気配のない要へと視線を落とす。

「あの、わたくしは先に教室に」

「うるさい。いつも俺の肩かたを貸してやってるだろ」

　貸してもらっていたというより、いつの間にか要の肩に寄りかかっているのだが、肩を借りていることには変わりないので何も言えずに黙る。

　意外と長い十五分間を、祀莉は静かに時間が経つのを待った。
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　桜のおかげで無事にテストを乗り越えることができ、冬休みが始まった。

「いってらっしゃいませ。お父さま、お母さま。皆さんもお気をつけて」

　祀莉は車に乗り込んだ両親に向かって笑いかける。

　仕事の関係で父親と母親はしばらく海外へ行くことになり、大半の使用人を連れて西さい園おん寺じ邸を出発しようとしていた。

「祀莉、本当に大丈夫なのかい？　寂しくないかい？」

「あなた、そんなに心配しなくても大丈夫ですよ。もう高校生なんですから。ね、祀莉」

「はい！」

　祀莉は安心して出発してもらおうと母親の言葉に力強く頷うなずいた。

「……そうか。でもやっぱりお父さまと一緒に……」

「すみません、学校があるので」

　行きたい気持ちもあるのだが、残念なことに両親に合わせると冬休み中に帰国できないのだ。ちなみに才雅はクラブの合宿に参加したいと言って日本に残っている。

　まだ諦めきれない父親の隣で、呆れた顔をしていた母親が時計を見ながら口を開いた。

「あなた、そろそろ時間です」

「う……」

「そうですよ、お父さま。早く行かないと飛行機の時間に間に合いませんよ。それに、わたくしは諒華の家のパーティーに招待されてますから」

　織おり部べ家では毎年クリスマスイブにパーティーをするらしく、諒華に来ないかと誘われていた。

「ああ、織部さんのパーティーか……。一緒に行ってあげられなくてすまないね」

「気にしないでください。わたくしは大丈夫ですから」

　冬休みに入る直前に諒華から二枚の招待状を受け取っていた。

「保護者にもよろしく」と言って渡されたが、見ての通り父親は出席できないので祀莉は一人で出席することにした。

「そうだな。祀莉のことは要君にも頼んでおいたから安心だろう」

「えぇ、そうですよ。では行ってきますね。祀莉、要君の迷惑にならないようにね」

「はい？　えっと、それはどういう……」

　なんのことを言っているのか問う前に、両親を乗せた車は出発してしまった。

　要といえば、試験前に勉強の邪魔になると言って没収された漫まん画がや小説をまだ返してもらっていない。試験期間が終了しても放課後は先に帰っていたので、返してもらうタイミングを逃していた。

「お嬢じょう様さま、お体が冷えます。どうぞ屋敷の中へ。明日のパーティーに着ていくドレスのことを相談したいのですが」

「あ、はい」

　使用人と一緒に屋敷に戻って、ドレスが用意されている部屋に足を運んだ。父親と母親が祀莉のために選んで買っておいてくれたアクセサリーもたくさん並んでいる。

「お嬢様、要様はどんな色のお洋服をお召しになるのかご存じですか？」

「要ですか？　要のことは気にしなくてもいいですよ」

「え……そ、そうですか」

　使用人が要の服装を気にしているようだったが、そもそも要は招待されていないので考慮する必要はない。

　要は要で大切なイベントが待っているのだ。

　いったいどんなふうに桜の誕生日を祝うのだろうか。好きな子への贈り物をする要を想像してみたが、ぶっきらぼうにプレゼントを突き出すシチュエーションくらいしか思い浮かばず、クスッと笑ってしまった。
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　クリスマスイブの夜、祀莉は織部家が貸し切っているホテルの会場へ向かった。

　受付で招待状を提示すると、すぐに諒華のところへ案内してくれた。

「いらっしゃい、祀莉。今日は楽しんでね」

「はい」

　朝からずっと緊張していたが、諒華の顔を見て少し落ち着いた。知り合いがいるだけで随分と違うものだ。

「あれ？　一人なの？」

「はい。両親は出張で昨日から海外に。才雅はクラブの合宿があるらしくて……。ですから今日はわたくしだけで出席させてもらいますね」

「は？　いやいやいやいや！　え……と、北条君は？」

「……要？」

　なぜここで要の名前が出てくるのかと首を傾げる。

「もう一枚の招待状、北条君の分として渡したんだけど」

「そうだったんですか!?　え？　でも保護者によろしくって言ってましたよね？」

「あんたの保護者と言ったら北条君しかいないでしょ！」

（はい!?　どうして要がわたくしの保護者なんですか!?）

　まさか諒華がそんなふうに思っているなんて心外だ。そこまで要に世話になっているつもりはない。……多分。

「……もしかして、今日のパーティーのこと言ってないの？」

「言ってませんよ？」

「なんで!?」

「なんでって……諒華はわたくしを招待してくれたんですよね？」

「そうだけど……えぇ、そうね。ややこしい言い方をした私が悪いわ。どうしましょう……ずっとそばにいてあげたいけど、お父さまに呼ばれたら行かないわけにもいかないし。でも祀莉を一人にできないし……」

　諒華は額に手を当て難しい顔をしながらぶつぶつと小さく呟いていた。

「はぁ～～仕方がない。今から北条君を呼ぶか……」

「待ってください！　大丈夫です！　必要ありませんっ！」

　諒華が要に連絡を入れに行こうとしたので、祀莉は慌ててその腕にしがみついた。

　今日はクリスマスイブ。そして桜の誕生日は明日。きっと誕生日を祝うためのプレゼントやデートの下準備で今日は忙しいはずだ。

　邪魔をしてはいけない、と本能的に諒華の行動を制していた。

　ぎゅーっとしがみついてくる祀莉を見下ろしながら諒華は困った顔をする。

「必要ないって……」

「要は忙しいので、こんなことで呼び出すなんてきっと迷惑に思います！」

「迷惑に思うどころか慌てて飛んでくると思うけど……」

「そ、それは……」

　諒華の指摘に口をつぐんだ。

　……確かに。プライドの高い要のことだ。まだ婚約者の祀莉をエスコートしないなんて北条の名に傷をつけると、責任を感じて仕方なく出席しそうだ。

　──がしかし、世間はまだ祀莉の顔を認識していない。

　名乗らなければただの諒華のお友達だ。

「それなら大丈夫です！　わたくし、今日は大人しくしてますから！　西園寺家の人間だなんて名乗りませんっ！」

「はぁ？　名乗ってもらった方が虫除けに──」

「とにかくいいんですっ！　行きましょう！」

「でも」

「わたくし、すっごく楽しみだったんですっ」

「……まあ、いいわ。私が一緒にいるし」

　もし変なやつに声をかけられたら、ヒールで足を踏んでやりなさいなどと物ぶっ騒そうなことを言う諒華に連れられて、祀莉は人生初のパーティー会場へと向かった。

　広いホールには祀莉が思っていた以上に人がいて、その雰囲気についさっき薄れた緊張が蘇よみがえってきた。

「そうガチガチにならないの。形だけでも堂々としてれば？」

　絡みつく祀莉の手をそっと外して諒華は言うが、知らない人がたくさんいると思うと変な震えが出てくるのだった。

　それに比べ、諒華の振る舞いはとても慣れたものだった。すれ違った人に「ごきげんよう」と挨拶し、遠くで目が合った人には会釈をしている。

　そんな堂々とした姿を祀莉はとても羨うらやましく感じた。

　形だけでも……と少し気合を入れたその時、諒華と祀莉に二人の女性が近づいてきた。

「諒華さん、お久しぶりですわ」

「お招きありがとうございます」

「ごきげんよう。今年も来てくださってありがとうございます」

　華やかなドレスを身に纏まとった令嬢二人に声をかけられた諒華は、他所よそ行きの声と笑顔で挨拶を返した。

「そちらは？　諒華さんのご友人の方？」

「あ、はい。よ、よろしくお願いします……」

　さっきまでの意気込みはどこにいったのか、緊張しすぎて噛み噛みになってしまった。

「よろしくお願いいたしますわ。ところで諒華さん」

　彼女たちは形式的に挨拶を返して、その後は興味がなさそうに諒華に視線を戻した。

「諒華さんって高校も持ち上がりで華か皇おう院いんに通ってらっしゃるのよね？」

「ええ」

「ということは、あの方と同じクラスになりましたの？」

「あの方とは……？」

　内緒話をするように声を潜めて出された話題に、諒華は首を傾げて聞き返した。

「西園寺様のご令れい嬢じょうですわ」

「え……」

「え……」

　諒華と祀莉の声が重なった。

「高等部に編入なさったのでしょう？」

「どんな方でしたの？」

「とても社交会には出られなほどお顔が醜みにくいとか！」

「随分とふくよかでいらっしゃるとか！」

　令嬢二人は口々に祀莉について面白おかしく言い募る。

「……お二人とも、それは単なる噂うわさですわ。あまり他人の陰口はよくないですよ」

「ご本人がいるわけじゃないんですし、これくらい……ねぇ？」

「ええ、だって気になりますもの」

　好奇心を抑えきれない二人は諒華の忠告に耳を傾けず、顔を見合わせて楽しそうに頷き合っていた。

（本人、ここにいるんですけど……）

　社交の場に顔を出さないこともあり、自分に対する何かしらの噂があるとは知っていた。とはいえ、目の前でこうも楽しそうに自分の陰口を叩かれるなんて。

（思った以上にショックなものですね……）

　だからと言って「実はわたくしが」なんて名乗り出る勇気はない。諒華も「今日は名乗りません」と言った祀莉の言葉を尊重して、紹介はしないようにしていた。

　祀莉が名乗らなかったせいで本人がこの場にいることを知らない二人は、キラキラした目で無遠慮に祀莉の情報を引き出そうと詰め寄ってきた。

「それで、どれくらいブサイクなんですの？」

「まあ、その聞き方は失礼じゃなくて？」

「でもぉ、顔を出さないってそういうことでしょう？」

「そうねぇ。西園寺家の令嬢ってだけで要様と婚約なんて、要様が可哀かわい想そうですわ」

　要の婚約者というだけで、他人からここまで言われるとは。自分の陰口で盛り上がっている場所に何食わぬ顔でいられるほど、祀莉のメンタルは強くない。

　諒華には悪いがこれ以上は耐えられないので「すみません、ちょっとお手洗いに行ってきますね……」と適当な理由をつけてその場を離れた。

　諒華は逃げるように離れていく祀莉に「ごめん……」と視線で謝っていた。

（社交の場、怖いです!!）

　父親と一緒に来ていれば……と思ったが、それはそれで注目されそうなので、どちらにしても祀莉のメンタルでは受け止めきれないだろう。

（こんな時、要がいてくれたら…………って、わたくしったら何を考えているんですか！　明日になれば要は桜さんと──…………）

　そこまで考えて心に妙な引っかかりを覚えた。いつものようにトキメキを感じることができなかったのだ。

（……いいえ、今はちょっと。この状況では難しいだけです……）

　今の自分には妄想を膨ふくらませて楽しむ余裕はないようだ。いきなりこんな大きなパーティーは難易度が高かったのだろうか。

　緊張で喉のどが渇いたので何か飲み物でもいただこうと、ジュースが並んでいるテーブルに近づいた。

　どれが美味おいしいだろうか……と選んでいると、同じく飲み物を選んでいる男性がその中の一つを手に取って祀莉に差し出した。

「どうぞお嬢さん。これなんか美味しいよ」

「え？　あ、ありがとうございます」

　勧められたジュースを手に取って口元へと運ぶ。甘い味が口に広がり、少し落ち着けたように思えた。

「君、あんまり見ない顔だね。織部さんのパーティーには初めて？」

「はい……そうです」

「そうなんだ。あ、ボクは武たけ井い宗そう一いち。あの武井株式会社の次期社長候補と言われていてね。今日も父の代わりにこのパーティーに出席しているんだ」

「そうなんですか」

〝あの〟と言われても全くもってピンとこない。

　祀莉の反応が思っていたものと違ったのか、武井と名乗った男はむっとした表情をつくった。

「ボクのことを知らないのかい？　ボクの名前を聞くと大抵驚かれるんだがね」

「す、すみません……」

「いつの間にか有名になってしまって……はは、困るよな～。ま、ボクほどの人間となれば──……」

　なぜかそこから男の自慢話が始まった。知らない男の話など聞いても面白くもない。

　適当なところで諒華のところに戻ろうと思ったが、相槌以外に口を開く隙を与えてもらえず、祀莉はどうでもいい自慢話を聞かされながら、手の中のジュースを少しずつ飲み進めるしかなかった。

（うぅ、どうしましょう……）

　いつになったらこの男から解放されるのだろうか。そう考えていた時、会場の照明がゆっくりと暗くなっていった。メインであるステージにのみ照明が残っており、招待客の視線を集めている。

　武井も同じように話をやめて明るくなったステージを見た。

「あぁ、始まったね。主催の挨拶だ」

（諒華のお父さまですね。それと隣にいるのは…………ん？）

　スポットライトを浴びてステージに立っていたのは諒華の父親と、祀莉と同年代の男だった。

　なんだか見覚えがあるような……いやいやまさか、ただのシルエットが似ているだけの他人だ。そう思い込もうとしたが、

「皆様ごきげんよう。本日は北条家のご子息、北条要君が出席してくれました！」

　と、諒華の父親が自慢げに要のことを紹介し始めた。

（やっぱり要っ!?　な、なんで……!?）

　主催よりも大きな拍手を受けている人物が要であることに動どう揺ようし、持っているグラスを落としそうになった。割ってしまっては大変なので、そっとテーブルに戻す。

　要を見た会場の客は一瞬にして目の色が変わった。

　まさか北条家の人間が来るとは思いもしなかったのだろう。

　名家の子息とお知り合いになれるチャンスだと会場の雰囲気が語っていた。

（どうして要が？　もしかして、わたくしがパーティーに参加することを知って、〝北条家の人間として、自分も出席しないわけにはいかない〟と言って来たとか……？）

　まだ信じられない気持ちを抱きながら再びステージへと視線を戻すと、要と目が合ったような錯さっ覚かくに陥った。

　眩まぶしいほどに明るいステージからは祀莉の姿は見えるはずがない。それでも睨みつけられているように感じて、動揺する心をどうにか落ち着かせようと胸の前で強く手を組んだ。

「へぇ、今年は北条要が出席してるのか……。あれ？　もしかして君、北条要のファン？　実はボク、彼と知り合いなんだ！」

「そ、そうなんですか……」

　祈るようなポーズで要を見つめる祀莉を「憧れの北条要を一目見ることのできた令嬢」と武井は勘違いしていた。

　実は自分も知り合いなんです、知り合いどころか婚約者なんです。……などと彼に言う余裕はなく、当たり障りのない返事をするのが精一杯だった。

　ステージ上の要は普段ならありえない優雅な微笑を浮かべているが……祀莉には見える。禍まが々まがしいほどの不機嫌オーラが。

　桜の誕生日前夜にパーティーに駆り出されるなんて──と思っているに違いない。

「ど、どうしましょう……」

「こんなに遠目で見られただけでそんなに嬉しい？　今度紹介してあげようか？」

　勘違いしたままの武井が祀莉の肩を抱くように手を添え、にやりと笑みを浮かべる。

「はい？　あの、わたくし」

「今夜、ボクに付き合ってくれたらの話だけど」

「え、あの……っ」

　これはまずいとさすがの祀莉でも理解できた。無理やり振り払おうにも、しっかり掴まれた手は祀莉の力ではどうにもできそうになく、焦りが募っていく。

「祀莉」

「諒華っ！」

　ステージがある方から諒華の声が聞こえ、祀莉は安心したように呼びかけに答えた。

「ごめん、一人にして。あ、もしかして知り合いの方──た、武井様……？」

　周囲を気にするように小声で近づいてきた諒華は、祀莉と一緒にいる人物を見て驚いていた。先ほど彼が言った「ボクの名前を聞くと大抵驚かれるんだがね」の言葉は嘘ではないらしい。

　しかし、諒華の表情はだんだんと焦りに変わっていく。

「諒華様、ごきげんよう。申し訳ないけど、これからボクはこのご令嬢と──」

「このことは黙っていて差し上げますので、その子を置いてすぐにここから立ち去ることをお勧めしますわ」

「は？　いったい何を……──っ!?」

　武井の言葉を遮さえぎって諒華は会場から去るように力強く忠告した。

　当然、武井は何を言われているのか理解できず不服な声を漏らしたが、諒華の後ろを見た途端に固まった。

　いつの間にか挨拶が終わっていたようで、気づけば会場が明るくなっている。

　武井の視線を辿るように祀莉も諒華の後ろに焦点を合わせると、早足でこちらに向かってくる要の姿が見えた。

（か、かかっ、要!?）

　諒華は状況を察し、諦めのため息をついた。

「遅かったか……。ま、覚悟することね」

（覚悟ってなんですか!?　あの視線がすでに恐ろしいです!!）

　黒いスーツに身を包んだ要の姿はまるで悪あく魔まだ。

　全身から怒りがにじみ出ているのが痛いほどに伝わってくる。




　──こんな面倒ごとに付き合ってる暇ひまはねェんだ。

　──よくも邪魔をしてくれたな。




　要から漂ってくる禍々しいオーラが祀莉の脳内でこんなふうに変換されていた。

　怖い。怖すぎる。すぐそこまで近づいてきた気配がしたので、ビクビクと怯えながらギュッと目を閉じた。

「──てめぇ、何勝手に触ってんだ」

「ヒ、ヒィ……っ、い、いだだだだっ!!」

（…………へ？）

　痛みを訴える武井の悲鳴に何が起きたのだろうときつく閉じていた目を開くと、祀莉を掴んでいた武井の手を要が締め上げていた。折れるんじゃないかと心配になるほどに強く。ギシギシと。

「ほ、北条君、その辺にしておきましょう？　周りが見てるわ」

　諒華が周囲を気にしながら要に言った。

「織部、お前がついていながら」

「それは申し訳ないと思っているけど、今は抑えて！」

「……ふん」

　諒華の制止で小さく悪態をつきながらも武井の腕を解放した。

　崩れ落ちる武井をギロリと睨みつけると、今度は祀莉の方へ向いた。

（う……今度はわたくしですか!?）

　同じ目に遭あわされるのではとビクビクしている祀莉に要の手が伸びた。

「祀莉」

「……っ！」

　思わず後ろに下がろうとしたが、それよりも早く背中に手が回り、自身の胸に押しつけるように強い力でしっかりと抱きしめられた。

（い、息が苦しいですっ！　そうですか！　周囲にバレないようにこうやってわたくしに八つ当たりを……！）

　さすがに大勢の人がいる前で祀莉に暴力を振るおうとはしない。その代わりに、窒ちっ息そくさせてやるぞと言わんばかりにぎゅうぎゅうと締めつけてくるのだった。

　痛くはないが、もがくことすらもできないくらいに要の締めつける力は強い。

「く、くるし……です。要……っ」

『すみません、許してください！』と心の中で何度も謝罪しながら訴えると、祀莉の訴えを聞き入れてくれたのか、背中に回っていた手の力が緩み呼吸が楽になった。

「ほ、ほほ、北条君！　痛いじゃないかっ！　なんて乱暴を!!」

　武井が痛めつけられた腕うでを押さえながら裏返った声で要に向かって怒鳴る。

「……」

「そんなに睨んでいいのかい？　こんなところで女性と逢い引きしていることを西園寺の令嬢が知ったら、大変なことに……──、ん？　まつり……？」

　西園寺家の令嬢の名前を思い出したらしい武井は、わかりやすいほど顔を青くした。

「も、もも、もしかしてその令嬢は……？」

「西園寺祀莉。俺の婚約者だが？」

　要は祀莉の腰を引き寄せながら武井の問いに答えた。

「……っ!?」

　要の言葉を聞いた武井の額ひたいには、尋常じゃないほどの冷や汗が浮き上がっていた。

「まぁ、西園寺家のご令嬢までいらっしゃっていたの？」

「あの方がそうなのですか……？　噂とは違いますわね」

　その場に居合わせた招待客が口々にそんなことを呟いていた。

　いったいどんな娘なのだろうかと、興味津々で顔を見ようとする動きが感じられる。

　ちなみに祀莉の悪口を言っていた令嬢たちは震える手からグラスの中身をこぼしていた。

「パーティー会場で気弱そうな女性に声をかけては、無理やり外に連れ出しているみたいですわね。武井様？」

　周囲から軽蔑の視線を浴びている武井に対して諒華が問いかけた。

「今までみたいに揉み消そうとしても無駄ですわよ。今回の相手は北条と西園寺なんですから」

「……っ」

　周囲の武井を見る視線は哀あわれみに変わっていく。

　それを本人も理解したようで、袖口で汗を拭いながら祀莉を睨みつけた。

「じゃ、じゃあアレは……自分の婚約者に見み蕩とれていたということなのかっ！」

「へ？」

　いきなり何を言い出すのか。要の不機嫌オーラに怯えながら体を震わせていたのだが、どこをどう見れば見蕩れているように見えたのか不思議だ。

「まぁ、仲がよろしいのね。確かに北条様は素敵でしたわ」

「見蕩れるのも無理ないですわよね」

（いやいや、ちょっと……皆さん!?　勘違いしすぎでは!?）

　これから婚約破棄という未来があるのに、周囲に誤解されては困る。

　要のためにもどうにかしなくては──と思考を巡らせた瞬間、地面がぐにゃぐにゃしているような感覚に陥った。

（あら……？）

　視界が歪ゆがむように傾いていく──……。

「祀莉？　どうした……？」

「ちょっと！　しっかりしなさいっ！　祀莉!!」

「祀莉！」

　要と諒華が崩れそうになる体を支えてくれるが足に力が入らない。頭もぼーっとして何も考えられない。

（なんか……眠い……です）

　重く落ちる目ま蓋ぶたに逆らえず、諒華と要の声が遠ざかる中、祀莉は意識を手放した。
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　朦もう朧ろうとした意識の中で感じる温もりと、歩調に合わせて伝わってくる振動を感じて祀莉は目を覚ました。

　重い目蓋を開けて視線を上げると、すぐ近くに見知った顔があった。

「要……？」

　正装に身を包んだ要は祀莉をしっかりと横抱きにして歩いていた。

「起きたのか」

「……はい」

　まだふわふわした感覚の中で返事をすると、要は少し進んだ部屋の前で一度立ち止まり、扉を開けて中に入った。

（会場の控え室でしょうか……？）

　下ろされたベッドに腰掛けながら部屋の様子を窺う。シンプルな部屋だ。薄暗い中で、カーテンの向こうの外の明るさが際立って美しく見えた。

「あの……どうして要はパーティーに？　わたくし、何も言ってなかったのですけど……」

「は？」

（ひぅ……っ）

　なぜ会場にいたのか尋ねると、眉間に深いしわを寄せて睨みつけられた。

　見下ろされているので、さらに威圧感が増している。

　祀莉は罰が悪そうに体を小さくし、己を守るように両手を胸の前に出した。

「お前のところの使用人に聞いたんだよ。織部家のパーティーに招待されたって。で、間に合いそうだったから俺も後から行った」

　招待状を持っていなかったが、パーティーに出席したいと諒華の父親に直接お願いしたら、快く了承してもらえたらしい。

「パーティーのこと、なんで俺に何も言わなかった？」

「なんでって……その、要は忙しそうにしてましたし……」

「俺が忙しくしていたのは昨日までだってわかるだろ？」

「え？　今日と明日は忙しくないんですか？　だって誕生日……」

「そうだ。そのために俺はいろいろと準備をして……だというのにお前は黙ってパーティーに出席して、得体の知れない野郎に手を出されそうになって……ん？」

　話の途中で要が怪け訝げんな顔をした。腰を曲げて祀莉の顔を覗のぞき込み、片方の手をベッドに乗せてさらに顔を近づける。

「……お前、酒を飲んだだろ」

「え？　いえ……飲んでませんけど？」

「嘘つけ。アルコールの匂いがするぞ」

「そ、そんなはずありません……！　ちょ、あの、ち、近いですっ！」

「うるさい。どうせジュースと間違えて飲んだんだろ。匂いでわかる、酒臭ぇ……」

　要の顔は鼻同士がくっつきそうなほど近くまで迫っていた。

（女性の息を嗅かぐなんて、なんてデリカシーのない!!）

　口元を両手で押さえ、要から逃げようと後ずさりするも、ドレスに足を引っかけてしまい、ベッドに仰向けに倒れてしまった。

　慌てて体を起こして今度は裾すそを踏まないようにじりじりと後退する。

「もう！　近づかないでくださいっ！」

「別にいいだろ。婚約者なんだから」

「よ、よくないです!!　ありえません！　いくらまだ婚約者だからって！」

「はぁ？　まだ……？」

　要の眼光が鋭くなった。ぐんっと低くなった声には怒りがこもっている。

「まさかお前、俺との婚約を解消しようってんじゃないだろうな？」

　祀莉が下がった分、要がベッドに上がって追いつめるように迫ってきた。

「そ、そうですけど……い、痛っ」

　肯定の言葉を耳にした瞬間、要は祀莉をベッドに縫いつけるように押し倒した。逃がさないと言わんばかりに肩を押さえつけられ、身動き一つ取れなくされた。

「本気で言ってるのか？　俺との婚約を解消しようだなんて」

「だって、だって……」

　覆い被さるように見下ろす要の顔が、今までになく恐ろしくて直視できなかった。

「そんなに貴たか矢やが──」

「だって！　要は桜さんが好きなんでしょう!?」

「………………は？」

「……」

「……」

「……？」

　要の動きが止まったのを感じて、きつく閉じていた目をそっと開ける。

　先ほどの怒りの表情とは打って変わって、今の要は困惑の表情を浮かべている。目が合ったと思えば、瞬時に視線をそらされた。

（なんですかその反応！　わたくし、知ってるんですからね……！）

　気持ちがバレていると知って気まずくなったに違いない。自分の方を見ようとしない要を責めるように見つめていると、長いため息が聞こえてきた。

「はぁ……。やっぱりか……」

　要は力なく項うな垂だれて祀莉の肩を掴んでいた右手を離して、自分の顔を覆った。

「伝わっていると思い込んでいた俺も悪いが……、まさかそんな勘違いをしていたとは……」

「？」

　くぐもった声でぼそぼそと呟く要の声は聞き取りづらい。ちゃんと聞き取れたのは最後の〝勘違いをしていた〟という部分だけだった。

「要は何か勘違いをしていたのですか？」

「俺じゃねぇ！　お前だ」

「わたくし!?」

　要の指摘に目を見張る。自分がいったい何を勘違いしているというのか。全くもって心当たりがない。

「──いいか。俺は鈴原のことはなんとも思っていない」

「え！　どうしてですか!?」

「どうしてって……」

「あんなに可愛らしいのに！　それに、すごく勉強もできて器量もよくて優し──」

「──俺が好きなのはお前だ！」

　言い募る祀莉の言葉を遮るように要は声を張り上げた。

（……え？　今、要は何を……）

　俺が好きなのはお前だ？

　お前って……？

　好きって……？

（わたくしが……好き？　要が、わたくしを……？）

　強引に引っ張られたり、意地悪されたり、買い物の邪魔をされたり。小学生の時には友達を奪うばわれて、寂しい思いをさせられた。

　要と一緒にいるとろくなことがない。だから中学は別の女子中学校に通うことにしたのだ。

　結局、高校は同じになってしまったが、相変わらず要に振り回されている。

　要が祀莉を好きという要素がどこにあるというのだろうか？

「…………あぁっ！　冗談ですね！」

　胸の前で手のひらを合わせ、祀莉は笑みを浮かべて明るく言った。

　だってありえない。要の表情がすごく真面目まじめだったので混乱してしまったが、考えてみれば自ずと答えが出た。そう、冗談だ。

　桜のことがバレそうになって動揺して、とっさに誤ご魔ま化かそうとしたのだろう。

　そう祀莉の中では完結したが、当の要は顔を歪ませていた。

「は？　冗談って……」

「もう、びっくりさせないでくださいよぉ～。どうしたんですか、いきなりそんなぁ～」

「お前……、酔ってるな」

「酔ってなんかいませんよ～」

「いや、酔ってる……」

「酔ってませんってばぁ～」

「……」

　祀莉はくすくすと笑い、頬ほおを赤く染めながら手をヒラヒラさせて酔っていないと主張しているが、酔いが回っているのは誰が見ても一目瞭然だ。要はさらに頭を抱えた。

「わたくしが好きだなんて～。そんなこと言ったら、桜さんが悲しみますよぉ」

「また鈴原かよ……」

　何度も出てくる桜の名前に要は眉をひそめると、祀莉の顔を両手で覆い、自分の顔を見るように固定した。

「祀莉、俺の話を真剣に聞け」

「は、はいっ？」

　まっすぐに見つめられた祀莉は、胸の奥がギュッと締めつけられる感覚に襲われた。

「もう一度言う。俺は、鈴原のことはなんとも思ってない」

　ゆっくりと、言い聞かせるように発せられた要の言葉に、祀莉は目を瞬かせた。

「要って桜さんのことが好きじゃないんですか……？」

「だから、そう言ってるだろう……」

「おかしいです！」

　祀莉は肯定した要を信じられないという顔で反論した。

「初めて会った時、何か運命的なものを感じませんでした？」

「……いや」

「隣の席で一緒に勉強したり、学校で過ごしていたら恋心的なものが生まれたり！」

「全く」

「婚約者わたくしなんてどうでもいい！　桜さんと将来をともにするんだーっていう想いとか!!」

「微み塵じんも」

「な、なぜっ!?」

「お前がなぜそんなにも鈴原と俺の仲を勘違いしているのかが知りたいわっ!!」

　要は握り拳こぶしを祀莉のこめかみに当てて頭を挟む。そして徐々に力を強くしていった。

「いた、あいたた……っ、痛いですってばぁ！」

　頭を両側からグリグリと攻撃され、祀莉は悲鳴を上げた。初めは大した痛みではなかったが一点を集中的に押されることで、地味に痛みが増していった。

「少しは酔い覚ましになったか？」

「うぅ……」

　気が済んだところで要は拳を離し、覆い被さっていた体を引いた。

　側頭部の圧迫から解放された祀莉は、目尻の涙を拭って上半身を起き上がらせる。

（おかしいですね、いったいどういうことなんでしょう……？）

　側頭部をさすりながら、要の反応が思っていたものと違うことに疑問を抱いた。

　要が桜を好きになる。

　桜も要を好きになる。

　そして二人は結ばれる。

　それが運命で、決められた未来なのだ。

　なのに要が桜に惹かれないとはどういうことだろう？

「ましてわたくしのことが好きだなんて世よ迷まい言ごとを……」

「人の告白を世迷い言呼ばわりするな！」

「うぐっ」

　現実と向き合うことができず、心の言葉を漏らした祀莉にまた要の手が伸びた。

　顔を固定されたかと思ったら、今度は両頬をつねられる。やっとこめかみの痛みが治まったというのに、次は頬の痛みで悲鳴を上げることになった。

「いひゃ、いひゃいれすっ」

「…………ふんっ」

　痛みを訴えるとすぐに離れたが、時間差でじわ～っと痛みが侵食してくる。

（うぅ……これも地味に痛いです……）

「言っておくが、婚約を解消する気はないからな」

「え……でも桜さんは……」

「なんでそこで鈴原が出てくるんだよ」

「桜さんは要が好きで……」

「そんなはずないだろ。さっきからなんで鈴原のことばっかり……お前は鈴原が俺を好きだと本人から聞いたのか？」

　何かと桜のことを持ち出す祀莉に、今度は要が質問した。

「え……そ、それは……」

　聞いたことは、ない。でも──決まってることなのだ。

　前世で冒頭部分しか読んでいないから小説の本当のストーリーはわからないが、要がヒーローのはずだし、祀莉の気に入りの作者のことだからハッピーエンドに間違いないのだ。

　しかし、それをそのまま説明するわけにもいかないので、祀莉はもごもごと口ごもる。

「その反応は本人から聞いたわけじゃないな」

「う……」

「なんでお前がそんなふうに勘違いしてるのかがわからねぇ」

「だから、それは……その～、え～っとぉ……」

　落ち着きなく指を絡めてシドロモドロな祀莉を見て要は眉をひそめる。

「お前、何か隠してるだろ？　……まさか、本当に貴矢に惚ほれてるんじゃ……」

「はい？　何言ってるんですか？」

　突然、要の口から貴矢の名前が出てきたことを不思議に思い、目を丸くした。

　彼とは本来なら協力関係にあってもおかしくはないが、祀莉が要と桜をくっつけようとしている以上、桜を狙っている貴矢は祀莉にとっては敵に等しい。

（わたくしが秋あき堂どう君のことを……？）

　思わず笑いが込み上げてきた。

「ふふっ、わたくしが秋堂君が好きだなんて、どこをどう見たらそう思うんですか？　勘違いにも程がありますよ、もうっ！　いい加減にしてください！」

「お前の言った言葉をそっくりそのまま返してやりてぇ……。どうしてこう思い込んだら一直線なんだ……」

「え？」

「とにかく！　お前が何を勘違いしているのかは知らないが、俺は鈴原のことなんてなんとも思っていない！　そこは理解しろ！」

「わ、わかりませんよ、そんなこと！　もしかしたらある日、急に心変わりするかもしれませんし！」

　本来なら桜と初めて会った時にそうなるはずだったのに、期待通りの展開にはならなかった。それは自分がタイミングを逃してしまったせいだと思っている。だからこそ挽ばん回かいしようといろいろと画策していたのに、なぜか失敗に終わっている。

　それは本当に要が祀莉を好きだったからだとでもいうのか。だとしても──

「要がわたくしを好きだなんて信じられません……」

「なんでだよ」

「急にそんなことを言われても……」

「……っ、確かに言葉にしたのは初めてだが、その、なんていうか……お前に対する接し方とか……」

　自分で言っておきながら要の顔が赤くなっていく。そんな要の様子を気に留めることなく、祀莉は彼が発した言葉について考え込んでいた。

（〝接し方〟……それは好きな子に対する接し方ってことですよね？　え？　そんな態度、今までありました？）

　それらしい態度がないか必死に思い出してみるが、意地悪されている記憶しかない。

　そのインパクトが強すぎて覚えていない可能性もないわけではないが、しかし好意的な接し方をされたら、それはそれで衝撃的なので、覚えていないというのもおかしな話である。

「あの～失礼ですが、いつ……？　どこで……？」

「……いつも手を繋つないだり」

「手を繋ぐ……？　わたくしを強引に引っ張っているのでは？」

「違ぇよ！　放課後、ずっと一緒にいるだろ？」

「要も四方館が気に入ってるんでしょう？」

「なんでそうなる！　デートもしたじゃねぇか！」

「え？　デート？」

「…………ケーキ食べに行った時とか」

「ケーキ……あぁっ！　強引に引っ張られて行った時ですよね？　え、でもあれは桜さんとのデートの下見では？」

「お前……その時期から俺と鈴原のこと……いや、もういい」

　次々と発覚する祀莉の謎の解釈に要は脱力する。

　これ以上何を提示しても斜め上の返答があることが予想できた要は、早々に見切りをつけて説得を諦めた。

「俺は……今まで……」

　自己憐れん憫びんの感情に浸っている要を見て、祀莉は気まずそうに目をそらす。

　まさか今までの行動が好意からきていたものだったなんて。

　しかも桜関連だと思っていたことが全くもって的外れだったなんて。

「祀莉……」

「は、はい！」

「今更どう言ったって俺たちは婚約してるんだ。逃げられねぇぞ？」

「いえ、逃げるも何も要がわたくしを疎ましく思うように──」

　言葉が途中で紡げなくなった。

　突然に視界が暗くなって、唇くちびるに柔らかい感触。

　一時的に思考が停止し、何が起こっているのかわからなかった。

（………………え？　えぇっ!?）

　要にキスをされたと理解した頃には唇は解放されていた。

　それでも要の顔は鼻先が触れるほどに近くで留まっている。

「ならねぇよ。まずその考え方を改めろ」

　祀莉の発言を咎めるように、コツンと額で額を小突かれた。心臓がうるさいほどに体中に鳴り響く。

「ふぇっ、な……ななっ、何を……その考え方って……っそ、それより！　近いですっ」

「うるさい」

「んっ」

　もう黙れ、と言うように──しかし優しく、もう一度唇を塞がれた。
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　目が覚めて、まず視界に入ってきたのは見覚えのない白い天井だった。

（あれ……ここ、どこですか？）

　上半身を起き上がらせて目を擦りながら改めてじっくり部屋を見回してみた。ホテルというよりは、誰かの部屋のように思えた。

　自分がどうしてこの部屋で寝ていたのか、まだちゃんと覚かく醒せいしていない頭で昨日のことを振り返る。

（確かパーティーの途中で急に眠気に襲われて……運ばれている時に、一度目が覚めたような……あ────っ！）

　要かなめにこの部屋に運ばれたことを思い出した。

　ベッドに下ろされて、それからパーティーに誘わなかったことを問いつめられて、お酒を飲んだ飲んでないと押し問答して。そうしたら……いつの間にか押し倒されていた。

　婚こん約やくを解消しようとしているのか、という問いに頷うなずいたらものすごく怖い顔で怒り出した。

　なぜ、そんなにも怒るのだろうか。要が怖いという感情とともに祀まつ莉りは不思議に思っていた。

（むしろ嬉しいのでは？　だって要は桜さくらさんのことが好きで……）

　──俺おれは鈴すず原はらのことはなんとも思っていない。

（あれ？）

　脳裏に掠かすめた要の声を皮切りに、昨日の夜の記憶が次々と蘇よみがえる。

　真剣な眼差しで見下ろしてくる要の顔。

　──俺が好きなのはお前だ。

「えっ、あぅ……えっと……」

　困惑と動どう揺ようが同時に押し寄せ、鼓動が速くなる。

（冗談ですよね!?　だって、要は桜さんのことが……）

　──まずその考え方を改めろ。

　掴まれた肩かた、合わさった額ひたい。そして唇くちびるの感触までも。

（あ……あぁ～～っ）

　両手で顔を覆う。全部思い出して顔が熱くなってきた。

　ただ、キスをされてからの記憶がない。

　祀莉の中では処理しきれなくて、強制的に脳がシャットダウンしたと考えるのが可能性として高い。アルコールと疲れで眠気がピークだったのも手伝って、気を失うように眠りについたのだろう。

（なんて無防備なんですか、わたくし……）

　願わくば夢であってほしかった。

　あれは夢なんだと誰かに否定してほしい。

　しかし、そう考えるには無理があるほど鮮明に思い出してしまった。

（どんな顔をして要に会えばいいんですかぁ……）

　恥はずかしさに叫びそうになっていると、部屋の外から小さく人の足音が聞こえた。

　それは扉の前で止まり、一息置いてノックの音が部屋に響く。

（要……っ!?）

　いや、要ならノックなんてせず勝手に入ってくるはずだ。

「は、はい！　どうぞっ」

　人が入ってくる気配にドキドキしながら、祀莉は布団を盾にして身構えた。

「おはようございます、祀莉お嬢じょう様さま。そろそろお目覚めかと思いまして……」

　顔を覗のぞかせたのは女性だった。ゆっくりと部屋に入ってきた彼女は人好きのする笑顔で挨拶をした。

　歳としは四十代くらいだろうか。落ち着いた色のエプロンがとても似合っている。

「えっと……」

「これは失礼いたしました。わたくし、北ほう条じょう家にお仕えしております、富とみ田た春はる江えと申します」

「はぁ……あ、あのっ、西さい園おん寺じ祀莉です」

　富田春江と名乗った女性は、ぽかんとしている祀莉の前までやってきて丁てい寧ねいにお辞じ儀ぎをした。

　つられて祀莉もベッドに座っている状態でお辞儀をして名乗ると、春江は「存じております」と微笑ほほえんだ。

（……んん？　今、「北条家にお仕え」って言いましたよね？）

　その名前を聞いて安心したと同時に疑問が浮かぶ。

　北条家と関係があるのなら、祀莉が眠っていたこの部屋はいったいどこなのか。

　春江は窓のカーテンを少し開けて部屋に光を入れた。

「昨日はお疲れだったようで……。ぐっすり眠ってらしたところ申し訳なかったのですが、ドレスに皺しわがついては大変なので、僭せん越えつながらわたくしが着替えさせていただきました」

「え……あっ！」

　ドレスを着ていたはずが、いつの間にか薄ピンクの寝間着になっていた。

「あ、ありがとうございます」

「とんでもございません」

「あの……ここは？」

「そういえば、祀莉お嬢様がここにいらっしゃるのは初めてでしたね。ここは北条家にお仕えする者が住んでいるマンションです。その最上階……つまり今いるこのフロアですが、現在要様が使用されています」

「はい？」

「高等部に上がられる前の春休みにここにいらっしゃいました。その時からわたくしは身の回りのお世話係として、この部屋に出入りさせていただいてまして──」

　祀莉の曖あい昧まいな質問に対し、春江は丁寧に説明してくれた。

　どうやらこのマンションは北条家所有のもので、その最上階を要が使用している……ということらしい。しかも半年以上も前から。

（要からそんな話、聞いたことないんですけど……）

　わざわざ家を出てマンションに住もうだなんて、いったいどんな理由があってそうしているのか。

　そういえば、本人が見当たらない。いつかの時は遠えん慮りょも配慮もなく、勝手に祀莉の部屋に入って強引な起こし方をしたくせに。

「あの、すみません。要は……？」

「まぁ……要様がいなくて不安だったのですね！」

「いえ、そういうことでは！」

「隠さなくてもいいのですよ。祀莉お嬢様と要様はとても仲がよいとお聞きしております」

「ですからそうではなくて──」

　どんなに否定しても、わかってますよと春江は頬ほおに手を添えながら優しく笑った。

（全然わかってもらえませんっ！）

　ここで引き下がってはいけない、ちゃんと認識を改めてもらわないと。

　反論しようとお腹に力を入れると、ぐぅ……と間抜けな音が鳴った。

「あ……」

「ふふ……お食事の用意をしますので少々お待ちください。その前に着替えませんとね。お洋服をご用意いたします」

　と流されるままに着替えて、朝食が用意されているリビングへと案内された。

　春江の料理は祀莉の口に合っており、ぺろりと完食した。

（……そういえばわたくし、昨日は何も言わずにここに泊まったってことですよね？）

　パーティー会場からそのままここに来てしまったようなので、家の人間になんの連絡もしていない。いくらなんでもそれはまずいのでは？

「ごちそうさまでした。とても美味おいしかったです。あの、春江さん……」

「はい、なんでしょう？」

「そろそろ失礼しますね。今日はありがとうございました。わたくしの荷物はどちらに……？」

「え!?　あの、お待ちくださいっ」

　帰宅の準備をしようと席を立ち、自分の荷物を探していると春江が祀莉を引き止めた。

「聞いておられないんですか？　西園寺邸には今……」

「はい、両親は海外なので家にはいません。でも使用人の方はいますし、昨日は連絡しないままでしたので……」

「それなら心配しなくて大丈夫ですよ。要様がこちらへ連れてこられる時に、ご自宅の方へも連絡したとおっしゃっていましたから」

「そう……ですか」

「食後に紅茶を用意しておりますので、どうぞこちらで寛くつろいでください」

「ありがとうございます」

　自宅に連絡がいっているのなら慌あわてて帰る必要はないか。それに、すぐに帰ってしまうのも世話をしてくれた春江に失礼なので、もう少しだけ滞在させてもらおうと思った。

　春江に案内され、ダイニングテーブルからソファーとコタツがある部屋に移動する。

　祀莉はそこに設置されているあるものに目を惹かれた。

（なんて大きなテレビ……！）

　こんな大きいテレビを独り占めしているなんて、羨うらやましい限りである。

（これでアニメを見たら迫力がありそうです……！　四し方ほう館かんと同じくらい……いえ、もう一回り大きいでしょうか）

　壁に埋うめ込まれた特大サイズのテレビに見み蕩とれていると、温かい紅茶とクッキーが出された。

「要様が戻られるまでどうぞ自由にしてくださいね。わたくしは仕事がありますのでしばらくここを離れますが……」

「え!?　わたくし一人でここに……？」

「申し訳ございません、やはり心細いですよね？　要様に連絡を入れましょうか？　祀莉お嬢様が待ってらっしゃいますと言えば、すぐに戻られるかと思いますけど……」

「いえ！　要も忙しいと思いますので!!」

「そうですか？」

「はい、大丈夫です！　あの、テレビを見てもいいですか？」

　祀莉は目の前にある大画面を試したくて仕方がなかった。

「ええ、どうぞ。いくつかＤＶＤもありますので、それをご覧になっても構いませんよ。そこの本棚にある本を読んでもらってもいいですし」

「ありがとうございます！」

「何かあったら内線でお呼びくださいね」

　内線の使い方を簡単に説明して、春江は部屋を出ていった。祀莉が着ていた寝間着や使用したタオルを抱えていたので、洗濯に行ったのだろう。

　静かになった部屋で一人、祀莉は行儀よくソファーに腰こし掛かけて香りのよい紅茶に口をつけた。

「……さて」

　クッキーを食べ、紅茶を飲み干してしまった祀莉はテレビのリモコンに手を伸ばした。大きな画面にお昼のバラエティー番組が映し出される。

　適当にチャンネルを変えたが興味を引く番組はなく、ＤＶＤでも見ようとテレビの近くにあるチェストタイプのオーディオラックの中を覗いてみた。

　中には洋画のＤＶＤが並んでいた。

　タイトルとあらすじを確認しながら、どれが面白いだろうかとパッケージを出し入れする。今のところピンとくるものはない。強いて言えばファンタジー系の作品が第一候補くらいだ。

（あら……？　奥の方にも何かあるみたいですね）

　手前にあるものを数本引き抜いて奥のタイトルを確認すると──……




「な……っ、こ、これは……っ!!」
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　陽が傾き、西側の窓からはオレンジ色の光が射している。

　リビングの床で膝ひざを抱えて座る祀莉は、ただ一点を見つめていた。一秒たりとも見逃すまいと、真剣な眼差しで。

　そんなふうに誰の邪じゃ魔まもなく食い入るように見ていると、ぱっと周囲が明るくなった。

（え……？）

　部屋の照明がつけられたのだと理解したと同時に、後ろから抱え込むようにお腹に手が回った。

　しかしそれだけでは終わらない。そのままずるずると後退させられた。

「わっ!?　な……ぁ、えぇぇええっ!?」

　後ろに引かれる勢いが止まり、仰向けに倒れそうになったところでぼすんっと何かに背中をぶつけた。

　お腹に回った腕うではそのままなので、祀莉は後ろから誰かに抱え込まれている体勢になっていた。

「テレビを見る時は部屋を明るくして、離れて見ろと注意書きが出てなかったか？」

「要……っ!?」

　顔を上げると要の呆れ顔が目に入った。

「なんでまたこんなものを。隠しておいたはずなんだが……」

　テレビの画面を一いち瞥べつし、責めるように見下ろす要の視線から祀莉は逃げるように目をそらした。

　要の言う〝こんなもの〟とは、祀莉が気に入っているアニメのＤＶＤである。

　以前、一緒に映画を観に行ったアニメの本編だ。しかも特典映像や副音声までついている豪華版。

　それを見つけた祀莉は嬉き々きとしてリビングの大画面に映し出していた。

「それで……ずっとこれを見てたのか」

「えっと…………はい」

　ふかふかで大きなソファーに座りながら懐なつかしい映像に見入っていた。部屋の電気を消して、なんちゃって劇場気分で最高だった。

　一巻分を見終わったらすぐに次の巻をセットし、続きを再生。

　いちいちソファーから立ち上がってセットしにいくのが面倒で、途中から画面の前を陣取るようにして、大好きなアニメを楽しんだ。

　──要のことなどすっかり忘れて。

「はぁ～～～～」

　頭上で要が長いため息をついた。お腹に回ったままの腕に力が込められる。

「あの……要？　苦しいんですけど」

「……俺が、どんな気持ちでここに……」

「離してくださ──」

「うるさい」

　むすっとした声で祀莉の訴えを短く一いっ蹴しゅうし、胡座あぐらをかくようにして祀莉を囲み込む。さらに首筋に顔を埋めるように密着されて、逃げ場がなくなってしまった。

（ちょ、なんでそんなにぎゅうぎゅうと！　ああああっ心臓がうるさいですっ！）

　意識しないようにと思っても鼓動は速まるばかり。後ろから聞こえる要の息遣いとお腹に回った手の感触で体温が上昇する。

「そうか……俺が昨日のことで頭を悩ませていた時に、お前は優雅にアニメ……」

「え？　な、なんですか？」

「……」

　鳴り響く鼓動のせいもあって、耳元で呟つぶやく独り言が聞き取れなかった。

　もう一度聞き返したが、要は口を閉ざしたまま何も答えず、部屋にはアニメのエンディングテーマだけが流れていた。

「あ、あの、要っ！　要は今日はどこで何をしていたんですか？」

　沈黙とは裏腹に大きくなっていく鼓動に耐えられず、とりあえず思いついた質問をした。

「何って…………まぁ…………えっと……いろいろ……」

　顔を上げた要は言葉を詰まらせながら曖昧に答える。祀莉が無理やり体を捩よじって顔を見ようとしたからか、ようやく解放してくれた。

　自由になった祀莉は要と向き合い、改めて顔を見る。何か言い出しづらそうにしていた。

（はっ！　もしかして昨日のあれはわたくしに邪魔をさせないための冗談で、今日は桜さんとデートをしてたんじゃ……！）

　いいやそうに違いないと、祀莉は納得する。そして、話を切り出すのを躊躇している要に気を遣いながら問いかけた。

「要にもいろいろありますもんね。え～っと、今日の桜さんとのデートはいかがでしたか？」

「…………は？」

　視線をさまよわせていた要が信じられないものを見る目をして、しばし祀莉を凝視した。その視線が痛く感じるのは気のせいだろうか。

「お前、昨日俺が言ったことを覚えてねぇんじゃないだろうな？」

「昨日って……」

「俺がお前に告白したことだ」

「っ!?　ああああれは、じょ、冗談なんですよね？　……ね？」

「冗談であんなことするか！」

「ひぅ……っ」

　大きな声で怒鳴られて体を思わず縮こまらせる。

　睨にらみつけてくる要の剣幕に泣きそうになりながら、祀莉は腰を抜かしたように尻しり餅もちをついたまま後ろに逃げた。

　それを追いかけるように要は膝立ちでじりじりと距離を詰めてくる。

「あ……」

　ローテーブルに行き当たり、これ以上後ろに下がることは不可能だった。

　まずい……と思った瞬間には両サイドを要の手で塞がれていた。

「で、なんなんだ？　鈴原とのデートって」

「え……だって今日は桜さんの誕生日じゃないですか」

「いや、知らねぇし」

「えぇ……!?　じゃあ、放課後先に帰っていたのは!?　桜さんへのプレゼントを探していたんじゃなかったんですか？」

「……」

「……？」

「あぁもう……渡すタイミングとか考えてた俺が馬ば鹿かだった！」

　要は上着のポケットからケースのようなものを取り出した。

「手を貸せ！」

「わ……っ」

　無理やり左手首を掴まれて引き寄せられる。

　何がなんだと混乱していると、指を硬く冷たい感触が通っていった。

「え……？」

　祀莉が自分の薬指を確認すると、桜色の小振りの宝石がついている指輪がはめられていた。

「あの……っ」

「欲しいって言ってただろう？　桜色の指輪」

「え？　あ、それは……」

　誕生日プレゼントに指輪を提案したことを思い出した。それは桜の誕生日プレゼントにどうかと思ってのアドバイスのつもりだった。

　しかし、あの時の会話の主旨が桜の誕生日プレゼントではなく、祀莉の誕生日プレゼントについてだったとしたら。

（わたくしがねだったということですよね……）

　指にぴったりとはまっている指輪と要を交互に見る。この指輪が祀莉へのプレゼントだとすると……。

「あれ？　桜さんには……？」

「お前、いいかげん鈴原から離れろっ！」

「はぅ……っ！」

　まだ桜の名前を出そうとする祀莉の頭に要は軽く手刀を落とした。

「な、何するんですか！」

「外すなよ」

「え？」

「婚約指輪だからな」

「こ……っ!?」

「いいな？」

「…………は、はいっ」

　婚約指輪という言葉に困惑しつつも、要の威圧感に負けてつい返事をしてしまった。

　左手の指を動かすたびに違和感が……。

　普段つけることのない指輪の感触が気になって仕方がない。

（なんていうか……落ち着かないです）

　要の側にある指輪のケースを見た。そこには祀莉もよく知る高級な商品を取り扱うブランドのロゴが印字されてあった。

「こんな高価な指輪……どうやって？　安い物ではないですよね？」

「ちょっとした小遣い稼ぎに父親の仕事を手伝っただけだ」

（この指輪、ちょっとの額ではなさそうですけど……！）

　なんでもないように言うが、どう考えても高校生が気安く買える品物ではない。

　北条家の父親が太っ腹なのか、要がそれなりの働きをしたからなのか。なんにせよ、それが祀莉の指にはまっている。

（失くしたりなんかしたら大事ですよね……）

　自分が普段身につけている洋服や使っている物もそれなりの値段だが、それとはわけが違う。

　いろんな意味で重みのある指輪に気後れした祀莉は、その指輪を外そうとした。

「ちょっと待て。なんで外そうとするんだ？」

　第一関節まで引き抜いたところで、要が阻そ止しせんと祀莉の手首を掴む。

「え？　失くすと大変なのでケースに戻しておこうかと」

「は？」

　掴まれていない方の手をケースに伸ばすと、その手も要に掴まれた。

　そのままくいっと引き寄せられて、目を合わせるように顔を覗き込まれる。

「指につけとかないと意味ないだろうが。それに、ずっとつけておけば失くさない」

「いえ、ずっとつけておくわけには……」

「さっきも言っただろ？　絶　対　外　す　な　よ」

「ぅ…………でも」

「…………」

「は、はい……っ」

　凄むように見下ろされた祀莉は、震える声で返事をした。

　ひとまずは頷いておいた方が身のためだと本能が告げている。外すのは自宅に帰ってからだ。その後は失くさないように、使用人に頼んで金庫にでも保管しておいてもらおう。

　要はこくこくと頷く祀莉から手を離して、上着を片付けるために部屋から出ていった。その後ろ姿を見つめながら物思いに耽ふける。

（これって小説の方はどうなってたんでしょう？）

　本来ならこの指輪は桜のもとに渡っていたはず。

　婚約指輪はまだ早いにしろ、男除けのアクセサリーとして贈っていても変には思わない。

　今回は祀莉が余計なことを言ってしまったから指輪になったが、実際は違ったのかもしれない。

（要なりに桜さんのために一生懸命考えたプレゼントがあったかもしれませんね……。どんなプレゼントだったんでしょう。すごく気になります～!!）

　口元を緩めた瞬間、額に衝撃が走った。

「うきゃっ！　何するんですか！」

　顔を上げると要の親指と中指が祀莉に向けられていた。いわゆるデコピンをくらったのである。

「今度はいったい何を都合よく勘違いしていたんだ？」

「い、今は別に……」

　ただ原作ではどうだったのかな～と想像に浸っていただけで……。

　要は不審そうに祀莉を見ていた。

「なんとなくわかってきたぞ。お前が自分の世界に入った時は大抵ろくなことを考えてない。顔がニヤけている時は特に」

「う……」

「確認だが、俺が好きなのはお前だ。わかってるな？」

「え……あ、ぅ……」

「わかってるな？」

「……わかりました。認めます……で、でも！　わたくしは、いずれ要は桜さんを好きになると思います！」

「あ、そう」

　要は興味がなさそうに返事をしながらも、しっかりとデコピンを向けてきたので、祀莉は反射的に両手で額を隠して後ずさった。

（うぐぐ……絶対に桜さんとくっつけてみせるんですからね！）

　運命には逆らえない。たとえ今は祀莉を好きだとしても、いずれは本能的に桜を好きになるに違いない。そう信じて時を待とう。そして小説の続きをこの目で楽しむのだ！

　決意を固めつつ柱の時計を見ると、夕食近くの時間になっていた。

「もうこんな時間なんですね」

「そういや、夕方に才さい雅がが来るって言ってたぞ。もうすぐじゃないか？」

「あら、そうなんですか？」

　テレビにはまだ再生したままのアニメが映っている。迎えにきてくれるなら、散らかっているパッケージを片付けておかないと。

（久しぶりに見られて嬉しかったです！　面白かったですし、続きも見られたらいいんですけど……）

　片付け終わった収納ボックスを名残なごり惜しむように見つめた。特典映像やおまけのショートストーリーもじっくり鑑賞できたらいいのに。

「要、お願いがあるのですが……」

「なんだ？」

「ＤＶＤをお借りしてもいいですか？　自宅に持って帰ってじっくり見たいです！」

「え……いや、お前は──」

「ただ今戻りました」

「お邪魔しまーす」

　胸の前で手を組んだお願いポーズの祀莉に要が何か言いかけたところで、二人分の声とともにリビングの扉が開いた。

　入ってきたのは買い物袋を持った春江と、もうすぐ来ると聞いていた才雅だった。

「才雅、ありがとうございます。すぐに帰る準備をしますね」

「え？　何言ってるの？」

「……？」

　迎えにきてくれたことにお礼を言うと、才雅が不思議そうに首を傾かしげた。祀莉も同じように首を傾げる。

「迎えにきてくれたのではないのですか？」

「え？　父さんたちが帰ってくるまで姉さんはここに泊まるんでしょ？」

「はい……っ!?　なんですかそれ！　そんなの知りま……ん？」

　両親が出発する前に祀莉に言った言葉を思い出した。自分のことを要に頼んでおいたと。そして要の迷惑にならないように……とも。

　そうか、あれはこのことを指して言っていたのだと今更ながら気づいた。

「はい。これ姉さんの荷物。冬休みの課題もちゃんと入ってるから」

「才雅はどうするんですか？　もちろんここに一緒に泊まるんですよね？　ね？」

「俺は部活の合宿があるから。その後は友達の家にお世話になる予定だよ」

「えっ!?」

　つまり、このマンションには祀莉と要だけ。春江が世話をしてくれるらしいが、ずっといるわけではない。用事が済んだら下の階の社宅に帰るらしい。

　実質、要と二人きり。

「若い男女が一つ屋根の下!?　それはよくないです！　ダメです……！　絶対！」

「いいんじゃないか？　お互いの両親から同意をもらってるんだから。それに俺たちは婚約者だしな」

　自分の薬指に向かう視線の意図に気づいた祀莉は、恥ずかしくなって左手を後ろに隠した。

　二人のやりとりを見た才雅はくすっと笑った。

「それ要兄さんから？　綺き麗れいな指輪だね。あ、姉さん誕生日おめでとう。プレゼントはまた今度渡すね」

「うぇ、あ、はい！　いつもありがとう、ございます……」

　声が震えてちゃんと最後までお礼が言えたか怪しいところだ。

（あぁ、もう……！）

　才雅には指輪が要からのプレゼントだということはバレバレだった。

　こういうふうに言われるのが嫌でさっさと外してしまいたかったのに。

「じゃあ、俺は行くね。合宿先からちょっと抜けてきたんだ。また遊びにくるから」

「ま、待ってくださ……」

　笑顔で手を振って部屋を出ていこうとする才雅を引き止めようとしたが、要に肩を掴まれて阻止されてしまった。

「ちょ、要！　離してくださいっ！　わたくしも帰ります！」

　足あ掻がいている間に、無情にも玄関の扉が閉まる音が聞こえた。

「才雅ぁ～～」

「……そんなに俺と一緒は嫌かよ」

　弟の姿を惜しんでいると、不ふ機き嫌げんそうな声が降ってきた。嫌というか……要が変なことを言うから意識してしまって気まずい。

「この家なら好きなアニメが見放題だぞ」

　ぴくりと祀莉の体が反応した。それを確認した要が窓の外を見て続ける。

「それに、ここからだと五分とかからずショッピングモールに行ける」

「……っ！」

　祀莉は思わず窓の外を見た。沈みゆく夕焼けに照らされる建物の中に、馴染みのあるショッピングモールがあった。

　自宅からは歩いて二十分かかるが、ここからだとたったの五分で行ける。しかも誰の許しも必要なく。

「……」

　祀莉の心は揺れに揺れていた。いや、すでに片方に傾いている。

「要……」

「なんだ？」

「お世話になります!!」

　高校の入学同様、意志の弱い祀莉は簡単に自分の欲望に負けたのであった。
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　好条件の立地に滞在することになった祀まつ莉りは、当然それを最大限に利用した。

　数日おきにショッピングモールに通い、購入した漫まん画がや小説を夜遅くまで読む。

　それは新学期の前日も変わらず、気づいた時には時計の針はすでに深夜の二時を指していた。

（やってしまいました！　早く寝なくては……！）

　少しだけ……と思っていたのになんたる不覚。

（うぅ……時間までに起きられなかったら怒った要かなめに叩き起こされます!!）

　ちゃんと起きられるか不安に思いながら布団に入ったが、その予想は的中した。




「おい、祀莉！　起きろっ!!」

　翌朝、要はぐっすり眠る祀莉の部屋に押し入り、布団を無理やり引っ剝がした。

「ひゃぅっ……な、なんですか!?」

　急激な寒さに驚いて目を開けると、布団が勢いよく宙を舞っている。何ごとかと体を起こすと、ベッドのそばで要がこちらを見下ろしていた。

「いつもより近いとはいえ、もたもたしてたら遅刻するぞ！　早く着替えろ！」

「は……はい」

　要に急かされるままに朝の準備を進め、ようやく登校できる状態になった祀莉は、コートに腕うでを通しながら玄関へ向かった。

「お待たせしました」

「車を待たせてるから、急ぐぞ」

　玄関で待っていた要は祀莉の手を取って家を出た。

　学園まで送迎してもらうため、運転手が待つ地下駐車場へと向かう。

　祀莉の手を引いて歩いている時、要はある違和感に気づいた。

「祀莉……お前、指輪はどうした？」

「指輪ですか……？　ちゃんと持ってますよ。ここに」

　まだ眠そうな顔をしている祀莉は制服の胸元から銀色の鎖くさりを掴み、引っ張り出した。胸の谷間に挟まれるようにして出てきた鎖の先には、指輪がついていた。

「ちょ、何してんだ！」

「才さい雅がが失くさないようにって、指輪用のネックレスをプレゼントしてくれたんです。それくらいいいじゃないですか。本当は学校に持っていくのも嫌なんですから……」

「そうじゃなくて！　あーもうわかった、わかったから！」

「本当ですか！　指につけなくても怒りません？」

「本当だ。だからちゃんと制服を着ろ！　まったく……才雅のやつ、いらん知恵を……」

　要は周囲に人がいないかを確認して素早く祀莉の制服を整えた。

　戸惑う要の心中を察することもなく、祀莉は心の中でガッツポーズをしていた。

（さすが才雅！　言う通りにしたらわがままが通りました！）

　数日前まで祀莉は悩んでいた。指輪をつけて登校することに少なからず──いや、かなり抵抗がある。冬休みはまだ我が慢まんできるがそれ以降は……と、ひそかに才雅に打ち明けていたのだ。

　すると、数日の内に指輪用のネックレスを誕生日プレゼントとして贈ってくれた。首にかけていつも持っていると言えば、納得するだろうからと。

　指輪のことを聞かれたら、首にかけたまま見せればいいとアドバイスをもらっていたのでそうしたが、うまくいったようだ。

「ほら、早く乗れ」

「あ、はい」

　軽く背中を押され、二人を待っている車に乗り込んだ。

　いつの間にか袖を通していただけのコートのボタンもきっちり留められていた。
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　新年初めの登校は、やはり新年の挨拶で始まる。

　教室に入った祀莉は、さっそく扉近くにいた女子生徒たちから声をかけられた。

「祀莉様、あけましておめでとうございます」

「あけましておめでとうございます。今年もよろしくお願いします」

「ええ。こちらこそよろしくお願いいたします。祀莉様は冬休みの間、海外に行ってらしたんですよね？」

「え！」

　新年の挨拶が済むと、冬休みはどう過ごしたかという話題に移った。

　要のマンションでお世話になっていた……なんて絶対に口にはできない。それも、冬休みが終わった現在もだなんて。

　今のところ事情を知っているのはパーティーの翌日に電話をくれた諒りょう華かだけだ。噂うわさが広まって桜の耳に入っては困るので、学園では口外しないよう要にも伝えてある。

　そんな祀莉にさっそくピンチが訪れた。

「えっと、その……」

「祀莉は俺おれの家で預かってた。ご両親は仕事で海外に行ったけど、どうしても残りたいって言うから」

「か、要……！」

　言い淀よどんでいる祀莉の代わりに要が答えた。余計な一言を加えて。

「まぁ！　北ほう条じょう君とご一緒に？　羨うらやましいですわっ」

「北条君のご自宅なら安心ですね！」

「祀莉様は北条君と一緒にいたくて残ったのですか？」

　お淑しとやかに新年の挨拶をしていた彼女たちは、まくしたてるように祀莉に質問を浴びせながら、キラキラした眼差しで二人を交互に見る。

「いえ、あの……」

「そろそろ先生が来るから自分の席に行け。ほら、お前たちも」

「あら、本当ですわね」

　要が祀莉の背を押して席に向かうように促した。それを合図にクラスメイトたちは自分の席へと戻っていき、祀莉も言われた通り自分の席を目指した。

「おはよう、祀莉。朝から大変ね」

「おはようございます、諒華……」

　諒華は祀莉が席に座るなり椅子いすごとくるりと振り向いた。

「祀莉、祀莉」

　机越しに手招きをして、口元が見えないように手を添えて祀莉を呼ぶ。

　内緒話をするような体勢に応えて、祀莉も前のめりになって諒華に顔を近づけた。

「祀莉ってまだ北条君のマンションにいるの？」

「はい。両親が帰国するまで、もう少しお世話になる予定です」

「学校には？」

「言ってないと思います。お世話になるのは少しの間だけですし……」

　そもそも祀莉は両親が海外に行ったからといって、自宅から出るつもりはなかったが、いつの間にかお泊まりの準備を進められていた。北条家にもいろいろと頼んでいたらしく、裏で話が着々と進み、結局要のマンションに居座ることに。

　念のためと学園に報告している可能性もあるが、そのあたりのことは祀莉にはわからなかった。

「できれば、お父さまたちが帰ってくるまで何もないままでいてほしいです……」

「ならよかったわね。あんたが変に口を滑らす前に北条君が助けてくれて」

「え？」

「さっきのあんたは挙動不審すぎ。知られたくないならポーカーフェイスくらいできるようになりなさい」

「う……」

「祀莉と北条君は毎日一緒に登下校してるから大丈夫だと思うけど。まだお世話になるんなら、気をつけなさいよ？」

「は……はい！」

　諒華の忠告に力強く頷うなずいた。

（危なかったです……！　要、ありがとうございます!!）

　口下手な祀莉が変に誤ご魔ま化かそうとするとかえって怪しく聞こえる。

　だからといって意識しすぎて不自然に答えたり、逆に黙ったりなんかしたら、余計に何かあると詮せん索さくされるだろう。そうなる前に、要が場をおさめてくれたということだ。

（ありがとうございます、要！　あら……？）

　要の背中に向かって手を合わせていると、桜さくらが自分の席から立ち上がった。

　テキストを手にして要の方に近寄っていったということは、冬休みの課題関係だろうか。

　話しかけられた要も自分のテキストを開いて真剣に話をしていた。

（要は桜さんのことはなんとも思ってないって言ってましたけど……）

　やっぱり納得がいかない。

　同じクラスで過ごしている中で、お互い惹かれ合っているはずだ。

　それに、結局指輪をもらった翌日からは特に何もなく、やはり要が自分を好きだという気持ちは単なる一時的なものだと思った。

「諒華。要って中学の時は女子生徒に話しかけられるのを嫌ってたって言ってましたよね？」

「そうねぇ。接するのも必要最低限って感じで、すっごく近寄りがたかったけど……。今はそうでもないわね。ちゃんと会話してくれるし。Ａクラスの女子だけには、だけど」

「そうですか」

「昔に比べて丸くなったもんよ。誰かさんのおかげね～」

　諒華は最後に意味ありげに呟つぶやいた。

（誰かさんのおかげ……？　──それってつまり、桜さん！）

　要の態度が丸くなったのには、やはり桜が関係していたのだ。

　二人が話しているところは、入学当初に比べて随分目撃するようになった。後ろの席から目敏く観察しているから見逃すはずがない。

　祀莉が求めている雰囲気がないことにがっかりしていたが、会話するようになっていること自体が進展なのだ。

（そうです！　きっとそうです！　要と対等に会話できる時点ですごいんですから！）

　ゆっくりだけどストーリーは進んでいる……はず。

　しかし、最後に恋心を自覚するにしても、流れの節々にときめきイベントがあってもいいはずなのだが、そういった場面がほとんどない。

　祀莉が疎すぎて変化に気づいていないだけだろうか。それともライバルとして何かしらアクションを起こさないと、二人の仲を発展させることができないのだろうか。

（わたくしの出番でしょうか……？　でも……）

　無理にくっつけようとしても失敗ばかり。裏目に出る結果を繰り返した祀莉は、もう余計なことはしないと決めていた。

　もっと桜が歩み寄ってくれれば、要も意識して恋に目覚めるかもしれないのに……。

　できることは、ただただ二人の仲が深まることを祈るだけ。

（きっとわたくしを好きと言ったのは婚こん約やく者しゃとしての責任からです！　早く目を覚ましてください、要!!）
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　新学期が始まって一カ月が過ぎ、海外に行っていた両親と使用人たちが帰国する日が近づいてきた。

（もうそんな時期ですかぁ……）

　要のマンションでお世話になると知った時はあんなにも早く帰りたいと思っていたのに、今ではここを出るのが名残なごり惜しく感じる。

　このマンションは祀莉にとってこれ以上ないほどに快適な環境だった。特にショッピングモールに近いという何よりも素晴らしい立地条件。ここに住んでいる要が本当に羨ましい。

（いずれにせよ、いつかは帰らないといけないですし……さてさて。ん～～、どうしましょうか……）

　自宅に帰るための準備を始めたのだが、旅行鞄かばんと荷物を前に祀莉は悩なやんでいた。

　原因は冬休み中に増えた本である。どう考えても一度で持ち帰るのは無理そうだ。

（随分買ってしまいましたからねぇ）

　四し方ほう館かんに持っていくにしても、一度家に持ち帰らなくてはならない。

（はぁ……どうして少しずつ四方館に運ばなかったんでしょう……）

　両親が帰国したら当然、自宅に帰らなくてはならない。考えればわかることなのにすっかり忘れていた。

　どうにかいい方法はないかと頭を抱える。

「なんだよ、まだ終わってないのか？」

「要！」

「もうすぐ夕飯だから春はる江えが声をかけてきてくれって。早く片付けてしまえよ」

「うぅ……わたくしだってそうしたいんですよ」

　しかし……と再び衣類と一緒に並べられた本に視線を移す。

　それを見て祀莉が何を言いたいのか要は察した。

「あぁ、ショッピングモールで買ってた本か。なんだよ、そんなことで悩んでたのか？」

「そんなことって……！　わたくしにとってはとても重要な──」

「本なら奥の書庫に置いて構わないぞ。鍵かぎがかかっているから誰も入らねぇし」

「ほ、本当ですかっ！　ありがとうございます。すごく助かります！」

　要の良心的な提案により、今までさんざん苦心していた気持ちが一気に晴れた。

　一番の悩みがなくなったことで、祀莉の作業ペースは格段に上がった。旅行鞄に衣類や自宅から持ってきたものを詰め込んで完了。

（あとはこの本の山を書庫に移せばＯＫですね！）

　よいしょ、とかけ声を出して積まれた本を持ち上げる。

「ぅわっ……と」

　一度に持ち上げようとした数が多く、重さの度合いがわからずよろめいた。

　積み方も不安定だったせいで一番上に乗っている本が落ちそうになり、祀莉は体を反らしながらバランスをとって後退していく。

「わ、とっ、と……あっ」

　とん、と背中が何かにぶつかった。

「何してんだ」

「……すみません」

　見かねた要が後ろから包み込むようにして本を支えてくれていた。

　その状態のまま、不揃いに積まれている本をまっすぐになるように揃えてくれるのだが、問題は二人の体勢だ。

　後ろから抱きしめられているような感覚に、変に意識してドキドキしてしまう。

「も、もう大丈夫です！　助かりました！」

　早くこの体勢から脱したくて、お礼を言って離れようとした。

　しかし本に添えられていた手が今度は祀莉のお腹へと移動し、背中が引っつくくらいまで後ろへ引き寄せられた。

「ひゃ……っ！　か、かか、要!?」

　驚いて体をひねろうとしたが、手が本で塞がっているので大きく身動きが取れない。

「あ、あのっ」

「帰らなくてもいいんだぞ？」

　耳元で囁ささやかれて、さらに心臓が跳ねた。

　鼓動が聞こえてしまうんじゃないかというくらい、大きく鳴り響いている。

「な、え……っ、帰らなくてもって……え？」

　突然言われた言葉と後ろから抱きしめられている体勢に、頭が混乱して何がなんだか思考が追いつかない。

（なんですか～～っ！）

　もう心臓がもたないという時、リビングの方から「ご飯ですよ～」と春江の声が聞こえた。

　ここでようやく要の手が離れた。

　祀莉は体を離し、素早い動きで部屋の隅すみに移動した。

　抱えていた本を盾たてにするように体の前に構えて、要を見上げる。

「わ、わたくしは帰りますよ……！」

「あっそ。……春江が呼んでるぞ？」

　激しく動揺している祀莉とは反対に、要は落ち着き払っていた。

　素っ気ない言葉だが、口元は薄く笑っていた。

「やっと俺のことを意識し始めたな？」

「な……っ」

　いつもの意地悪そうな笑みではなく、どこか嬉しそうな……そんな微笑ほほえみ。その表情と言葉の意味を理解して、一気に顔中に熱が広がった。

　無関心だった頃は抱きしめられても、こんなに動どう揺ようすることはなかったのに。

　何をされるのかという恐怖や、恥はずかしさでドキドキはしていた──が、今感じているドキドキはそれとは別物であることは嫌でも理解できた。

（どうして、わたくし……っ）

　赤くなっている顔と、自分でもどうなっているのかわからない表情を隠すようにうつむいた。今、要に顔を見られたくない。

「要様～。祀莉お嬢じょう様さま～。お食事が冷めてしまいますよ～」

　再びリビングから二人を呼ぶ春江の声が廊ろう下かに響いた。

「……要、先に行ってください」

「わかった。その本を置いてすぐに来いよ。書庫は後で開けてやるから」

「…………はい」

　要が部屋から出ていってからしばらくして、祀莉は持っていた本をそっと床へ降ろし、力が抜けたようにその場に座り込んだ。

（びっくりました……）

　胸に手を当てながら、まだドキドキしている心臓を落ち着かせようと深呼吸を繰り返す。

　最近、桜と親しくしているように見えたから油断していた。もう自分のことなど興味がなくなってきているのかも……と。

（もう……！　本当にわけがわかりません……っ！）

　要の行動が読めなくて困惑するばかりだ。
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　祀莉が西園寺邸へと戻った日の翌朝。

　家を出ると見知った車が門の前に停まっており、中には当然、要の姿があった。

　祀莉が玄関から出てきたのを確認した要は、運転手にドアを開けてもらい、車から降りた。

「お、おはようございます……要。あの、今日からわたくしは自宅の車で──」

「お前んとこの運転手には話がついてるからもう車は出ないぞ」

「え……」

　要が指差す方を見ると、昨日のうちに頼んでおいた送迎車が車庫に下がっていた。

「何してる。早く乗れ」

　急かすように言って、要が手を差し出した。

　祀莉はその手を取ろうとして──……




　──やっと俺を意識し始めたな？




「……っ、」

「どうした？」

「い、いえ……！」

　祀莉は動揺を隠しながら、浮かしていた手を要の手に重ねて車に乗り込んだ。

（……あれ？　要と手を繋つないだ後って、どのタイミングで離してましたっけ……？）

　車が発進してもまだ繋がっている手をどうしたものか、祀莉は困惑していた。

　要が離すまで繋いでいるのか、それとも祀莉から離すべきなのか。

（いつもはどうしていましたっけ……。あ、あれ？　わたくし、気がついたら教室に着いているような……）

　思い出そうとしたが、朝は大抵寝ぼけているので全く参考にならなかった。

　唐突に昨日の要の言葉を思い出した祀莉は、今日は変に目が冴えており、意識的に手のひらや指先の感触を感じ取っていた。

　そして、連れん鎖さ的に後ろから抱きしめられた感覚も蘇よみがえり、呼応するように心臓が鼓動を速める。

「祀莉お嬢様？　お顔が赤いようですが……、もしかして暑いですか？」

「えっ」

　バックミラー越しに運転手から声をかけられ、自分の顔が他人から見ても赤くなっていることを自覚した。

「少し車内の温度を下げましょうか？」

「お、お願いします……」

　体温が高くなっているのは確かで、背中にじわりと汗をかいている感覚があった。手汗も心配だ。

　ちらっと隣を見ると、要も祀莉の方を見ていたようで、ぱちっと目が合った。

（……!?）

　驚いた祀莉は繋がっていた手を振り払い、大おお袈げ裟さに目をそらしてしまった。

（あああ、これじゃあ、わたくしが要を意識しているみたいじゃないですか！）

　要の言葉通りになってどうするのだ。

　今更意識したところで、要と桜が結ばれる事実は変わらない。

　恋愛感情を抱いたところで意味がないのは初めからわかっている。

　それともこれは小説の内容により近づけようとする補正なのだろうか。悪役令嬢がきちんと婚約者を好きになるように。

（わたくしが小説通りに動けてないから、運命の力で強制的に軌き道どう修正しているとか……？）

　祀莉が本気で要を好きになれば、物語としては最高の盛り上がりを見せるだろう。

　そうだ。きっとこれは演出のために付与された感情だ。

　惑まどわされてはいけない。

（今だって、要がまだ自覚していないだけで、いずれは桜さんを好きになるんですから……）

　自分はただその結末を受け入れる心構えだけしていればいい。

　祀莉に用意された役は悪役令嬢なのだから。




　しかし、そもそも物語補正の力が働いているというのならば、こんな状況にはなっていないはずなのだが。

　祀莉は全くそのことに気づいていないのだった──。
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　早く授業が終わってほしいと思う日に限って、ホームルームでの先生の話は長かった。

　今日は待ちに待った小説の発売日だ。話が終わり次第、すぐに席を立てるように帰り支度を進めている祀まつ莉りには先生の話など、全く耳に入っていない。

　もし大切な話なら諒りょう華かや要かなめに教えてもらえばいい。

「──は放課後のみ許可します。以上」

　一通りの話を終えた先生は、最後にもう一度「わかりましたね？」と念押しした。

　真剣に聞いていたクラスメイトたちが「はい」と声を揃えて返事をすると、終了の言葉を述べて教室を出ていく。それを合図に祀莉のスイッチが入った。

（よし、終わりました！）

　鞄かばんを持って早足で要の席へと向かう。

「要、今日は先に帰りますね。大事な用事がありますので」

　どうせいつものように一緒についてくるんだろうなと、半ば諦めての報告だ。

「わかった」

　要は短く答えただけだった。席を立つどころか、帰り支度をする気配がない。

「…………あの、要？　早くしてほしいんですけど……」

「ん？　一緒に行ってほしかったのか？」

「え……!?　い、いえ。ではまた明日！　お先に失礼しますね」

　要が同行しようとしないなんて初めてだったので戸惑った。

　なんだか機き嫌げんがいいように見えたが、それが関係しているのだろうか。

（今日って何かありましたっけ……？）

　考えながら祀莉は要に背を向けたが、特に思い当たることはない。それよりも小説の新刊だ。

　祀莉はウキウキした気分で送迎駐車場へと急いだ。




　迎えを頼んでおいた西さい園おん寺じ家の車はエンジンがかかった状態で祀莉を待っていた。

　すぐに出発できるようにしてくれているとはありがたい。

「お待たせしました」

「お待ちしておりました。祀莉お嬢じょう様さま。では、出発いたしましょうか」

「はい」

　要が一緒じゃないことについて言及があると思ったが、運転手は特に気に留めることなく車を出した。

　今日は要に続いて運転手もなんだか変だ。

　放課後の買い物のことを父親には内緒にしてほしいとダメ元で頼んだ時も、「わかりました」と頷うなずいてくれた。いつもならもっと渋るか、父親の許可がないとダメだと言い張るのに。

「お買い物はどちらの百貨店にいたしましょうか？」

「え？　いえ、ショッピングモールでお願いします」

「ショッピングモールですか？　百貨店の方がいいと思うのですが……」

「百貨店では買えないものが欲しいので」

「そうですか？　わかりました」

　祀莉が行くとしたらショッピングモールだということを知っているはずなのに、なぜか運転手は百貨店を勧めてくる。

　百貨店にも書店はあるが、漫まん画がや小説の品揃えはいまいちなので、多くの種類を扱っているショッピングモールの方が都合がいい。

「本当にいいんですか？」と何度も確認する運転手に、祀莉は「いいんです！」と同じ返事を繰り返した。

　そうこうしているうちに、車はショッピングモールの駐車場へ到着した。

「では、行ってきますね」

「お一人で大丈夫ですか？」

「ここへは何度も来ているので大丈夫です。時間がかかると思いますので、家に戻っていてください」

「しかし…………わかりました。迎えが必要になったら呼んでください」

　納得したような、していないような。不安な表情を隠さない運転手に、にっこりと笑ってみせて祀莉はショッピングモールに足を踏み入れた。

　書店に行くと、いつもより店内の客数が多いように思えた。

（あら？　今日は何かキャンペーンでもあるんでしょうか？）

　目立つ場所に設置されている特集コーナーには人集りができている。

　祀莉はそのコーナーを通り過ぎて、小説の新刊が並べられている棚たなを目指した。

　いつもは要の存在が気になって集中できなかったが、今日はそんな心配はない。タイトルや表紙で気になったものを手に取って、じっくりとあらすじを眺ながめられた。

（ふふ～。今日はゆっくりできて嬉しいです！）

　たっぷり一人だけの買い物を楽しんで、次に買いたい漫画の目星もつけられた。満足した祀莉は、目当ての小説を購入して書店を出た。

（それにしても、今日は本当に人が多いですね）

　特集コーナーには変わらず多くの人が集まっている。

　そこには何が並べてあるのだろうと、人の隙間から覗のぞき込もうとした時だった。

「まつりお姉ちゃん！」

「え」

　スカートを引っ張られて下を向くと、息を切らせながらキラキラした目で祀莉を見上げている可愛かわいい男の子がいた。

　以前、このショッピングモールで会ったことのある桜さくらの弟だ。

「あら、樹いつき君！　こんにちは。久しぶりですね。元気でしたか？」

　樹は祀莉の質問に少し照れたようにこくんと頷いてみせた。

「ごめんなさい、祀莉ちゃん。樹ったら祀莉ちゃんを見た瞬間に飛び出しちゃって」

　遅れて近づいてきた桜が申し訳なさそうに謝った。

「いえ、全然！　桜さんもお買い物ですか？」

「はい。ところで北ほう条じょう君は？　お手洗いですか？　まさかまた迷子……」

「いえいえ。今日は一人なんです」

「一人!?」

　自信たっぷりに言った祀莉の言葉に桜は驚く。

「え、危ないですよ。この制服、すごく目立つんですから」

「ぅ……確かにそうですね」

　なんだか周囲からの視線を感じるなぁとは思っていた。コートを脱いだからだったのか。

「私なら全然大丈夫なんですけど、あまりこういうところに慣れていない祀莉ちゃんはねぇ……。家に帰って着替えてから、誰かと一緒に来る方がいいと思いますよ？」

「……」

　だって一度家に帰ったら外に出るのに許可がいるんです、とも言えずに目をそらした。

　ショッピングモールに行くなんて言ったら「どうして？」と問いただされるに違いない。もしこの趣味が親に知られてしまったら、必死に集めた漫画や小説を捨てられてしまう。

（これは絶対に知られてはならないミッションなんです……！）

　何も言わない祀莉を不思議そうに見ていた桜は、少し考える素振りを見せると、パンッと両手を合わせた。

「あ……そういうことですか！　祀莉ちゃんにも事情がありますもんね～。目的のものは買えました？」

「えっ！　あ、はい」

　まさか恋愛小説を買っていたことを勘づかれた!?

「あの……このことは誰にも内緒に……」

「わかってますよ。明日のためですもんね！」

「は。はい！　そうです！」

『明日』という単語に疑問を抱いたが、とりあえず桜の口が堅いと信じて頷いた。

（お願いですから誰にも話さないでください……！）

　何よりも大事なコレクションをそう簡単に手放したくない。

「私もね、お菓子を作ってたんです」

「お菓子ですか？」

　気にせず話を続ける桜の『お菓子』という言葉に反応した。

「桜さん、お菓子を作れるんですか？」

「簡単なものですけどね。その材料の買い足しにきたんですよ」

　購入済みの買い物袋にはデコレーション用のチョコペンが数種類入っていた。

　チョコレートで絵を描いているのをテレビで見て、樹がやってみたいと言ったそうだ。

「すごいですね。わたくしもやってみたいのですが、誰も許可してくれないんです」

「それなら今から私の家で一緒に作りませんか？」

「え！　いいんですか!?」

「あ……、と言ってもほとんどできていて、あとは簡単な飾りつけとラッピングだけなんですけど、それでいいなら」

「ぜひお願いします！」

　祀莉は桜の誘いにこれでもかと目を輝かせた。
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　桜の家はショッピングモールから徒歩で五分ほどの距離だった。

（前に桜さんが話していた通り、本当に近い！　羨うらやましいです……）

　要のマンションとどっちが近いだろうか。時間で言えばそう変わらない。そういえば、ここに来るまでの道も似ていたような……。

「どうぞ上がってください」

「はい。お邪じゃ魔まします」

　キッチンとリビングは二階にあるそうで、祀莉は樹と桜に案内されて階段を上っていった。

「では、クッキーにチョコペンで飾りつけしましょうか。準備しますね」

「お願いします」

　テーブルには桜が焼いたというクッキーが並べられていた。

　すでに美味おいしそうだったが、ここにさらに飾りつけをするということで、樹とわくわくしながら準備が整うのを待っていた。

「はい。祀莉ちゃん、どうぞ。好きな形のクッキーにお絵描きしてくださいね」

「ありがとうございます。これがデコレーション用のチョコペンなんですね」

　お湯につけて柔らかくしたペンを渡してもらい、樹と並んでクッキーを飾りつけた。

　星形のクッキーを縁取るようにチョコを塗るが、意外と難しい。

「祀莉ちゃん。前から訊きたいと思ってたことがあるんですけど」

「はい、なんですか？」

　手元に集中している祀莉は、チョコを塗りながら耳だけ傾けて桜に返事をした。

「祀莉ちゃんって北条君のこと、どう想ってるんですか？」

「え……、えぇ!?」

　驚いて持っていたチョコペンを強く握ってしまい、チョコがクッキーからはみ出てしまった。せっかく綺き麗れいにできていたのに。

　しかし、そんなことよりも桜の質問の方が重要だ。

「さ、桜さん、それはどういう意味ですか？」

「祀莉ちゃん自身はどうなのかな～って……。北条君のこと、好きなんですか？」

「な……っ！」

　ストレートに質問された祀莉は困惑のあまり言葉が出なかった。

　桜の真剣な眼差しに耐えられず、視線をさまよわせる。

「わたくしは……その……も、も……」

　──もちろん好きです。ですから手を出さないでくださいね。

　……と牽けん制せいするのが、ライバルとしての正しい役目だ。

　そう理解しているが──

（要のことが好き!?　そ、そんなこと！　口にできるわけないです……！）

　いざ言おうとしても言葉にすることができなかった。

　緊きん張ちょうで体が震え、体温がどんどん上昇していく。

　恥はずかしさでどうにかなりそうだ。

（なんで、こんなの……ただの〝セリフ〟ですのに……っ）

　自分の声すらもかき消すほどに、心臓の音が大きく体中に鳴り響いていた。

「祀莉ちゃん？」

「は、はいぃ……っ！」

　緊張状態で声が裏返っていた。

「あ……すみません。困らせてしまいましたね」

「いえ……」

「難しいですよね、告白って……」

　桜はそわそわした様子で、まだ封を切っていないチョコペンを両手の中で転がしながらぽつりぽつりと話し始めた。

「タイミングとか……。うまくいかなかったら、その後どういうふうに振る舞えばいいのかとか考えちゃって」

「えっと……」

「なんとなく好かれているのかなって、そう思う瞬間はあるんです」

（えっ、これって要のことですよね!?）

　相手の名前を明かさず相談しているようだが、要以外に考えられない。要が桜に好意を寄せていると思わせる場面があったのだろうか……。

　口では祀莉のことを好きと言っていたが、実は無意識に桜に好意を寄せていた？

　しかも桜は要のことが好きで、そろそろ告白しようと思っているらしい。

　ということは、二人ともなんだかんだ祀莉の想像する小説の内容どおり、恋に落ちているということだ。

「あ～～でも、それが勘違いだったら気まずいし……同じクラスだとなおさら……」

「だ、大丈夫だと思いますよ？　うまくいかないなんて、ないと思います……」

「祀莉ちゃんが見ていてわかるなんて相当なんですね……。そんなにわかりやすいですか？」

　桜は照れたように笑っていた。まさに〝ヒロイン〟という名に相応ふさわしい表情で。

「わかりやすいというか……」

　だってそれが運命なのだから。

　二人が出会ってもうすぐ一年が経とうとしている。今まで告白やそれらしきイベントが起きなかったことが不思議だったのだ。

　桜が自分の気持ちを自覚して、物語があるべき形へと動き出したことは、続きを知りたい祀莉にとっては喜ばしいことである。

　それなのに──……。

（……あれ？　わたくし、どうしていつものようにワクワクしないのでしょう……）

　いつもならすぐに要と桜のラブラブシーンが頭に浮かんでくるのに、今日は調子が悪いのだろうか。思い浮かぶのは無ぶ愛あい想そうな要の顔だった。

　俺おれが好きなのはお前だ──……。

（……っ！）

　いつかの夜を思い出してしまい、祀莉は振り払うように小さく首を振った。

（あれはもう違うんです！）

　本人にも気づかれるくらい要の感情は桜に向けられている。要自身はまだ自覚していないようだが、それも時間の問題だろう。

「……祀莉ちゃん？」

「あ……すみません！　その、いつの間にと思いまして……」

　話の途中だったことを思い出して、言いかけていたことの続きを口にした。

「え？　知らなかったんですか？」

「はい……」

　というより、気づいていなかったと言った方が正しい。教室で後ろ姿を眺めていただけでは、小さな変化を見抜けなかったのだ。

「あの、桜さんはいつから好きだって思うようになったんですか？」

「いつから、か……」

　桜は目を閉じて難しい顔をしながら、「ん～～……」と声を出して考えていた。

　祀莉はそわそわしながら答えを待った。

「そうですねぇ…………。いつの間にか、かな」

「いつの間にか？」

「はい。最初に会った時は苦手……というより嫌いだったんですけどね」

（あ……だから要への態度も素っ気なかったんですね……！）

　桜が初めて要を見たのは入学式の日、罵ば倒とうしていた女子生徒を容よう赦しゃなく睨にらみつける顔だった。

　本来ならば桜を背に、祀莉を睨みつける場面だったのが、立ち位置が変わったことで悪印象を植えつけてしまっていた。

　マイナスからのスタートだったと思えば、ここまで挽ばん回かいできたのは逆にすごいことなのでは。

「祀莉ちゃん、こっちの色のチョコペンも使っていいですからね」

「ありがとうございます」

　桜からチョコペンを受け取ろうとした時、二人の間にいた樹がクッキーを放り出して離れていってしまった。

「ちょっと樹！　途中でどっか行かないの！」

「テレビみるー」

　デコレーションに飽きたのか、樹はリビングのテレビをつけて子ども向けのアニメを見始めた。

　ふと今の時間が気になってテレビの画面を見ると、表示時刻はもうすぐ六時になるところだった。

「もうこんな時間ですか!?　すみません！　わたくし、帰らないと！」

「え！　すみません、遅くまで引き止めてしまって」

「いえいえ！　片付けますね」

「あ、まだいろいろすることがあるから大丈夫ですよ。帰る準備をしてください」

　預けていた防寒具と鞄を受け取って一階へ下りた。

　玄関で靴を履いていると、樹が階段を下りてきて祀莉のそばに近づいてきた。

「まつりお姉ちゃん帰るの？」

「はい。また遊びましょうね」

　頭を撫でて笑いかけると、寂しそうにしていた樹は笑顔に変わった。

「あ、祀莉ちゃん。よかったらこれどうぞ」

　玄関を出る時に差し出されたのは、可愛らしくラッピングされたチョコレートだった。

　透明な袋の口を縛りつけている桜柄のリボンの飾りが彼女を思わせる。

「チョコレートですか……？」

「はい、生チョコです」

「いただいていいんですか？」

「もちろん。あ……でも、材料が普通のチョコだから口に合わないかも……」

「いえ！　そんなことないです！　ありがとうございます」

　お菓子作りを体験させてもらった上にお土産までいただいて……と、何度もお礼を言いながら、大事に鞄の中にしまった。

「では失礼しますね」

「…………あ、祀莉ちゃん！」

「はいっ、どうかしましたか？」

　思い出したように呼びかける桜に、何か忘れ物でもしてしまったのかと、祀莉は慌あわてて駆け寄った。

　すると、桜は内緒話をするかのように口の横に手を添えて小声で囁ささやく。

「お互い頑張りましょうね」

「え……？　あの」

「ふふ。今日はありがとうございました。気をつけて帰ってくださいね」

　閉まっていく扉の向こうでは、桜と樹が一緒に手を振っている。

（今のはどういう意味なんでしょう……？）




　　　　[image: ]




　祀莉のスマホには大量の不在着信の通知が積み重なるように表示されていた。

　これはまずい。連絡もなしに友人の家に行っていたなんて知られたら……。

（放課後の外出を禁止されるかも……!?）

　一緒にいるのが諒華や要なら許してもらえる可能性はあるが、今回は違う。しかも一番上の着信履歴が要だったので、要にも連絡が行っている可能性が高い。

　要を言い訳にする手段は封じられた。

　とりあえず桜といたことがバレないように、ショッピングモールに移動してから迎えの連絡をしよう。

（お買い物に夢中で時間を忘れてましたって言えば、なんとかなりますよね……）

　急いでショッピングモールに戻った祀莉は、電話を折り返す前に連絡しなかった言い訳や謝罪の言葉を頭の中でシミュレーションした。心構えがないまま連絡したらボロが出るに違いない。

　スマホを握りしめながらそれを繰り返していた時だった。

「祀莉！」

「ひゃ……っ!?」

　背後から突然声をかけられて、手に持っていたスマホを落としそうになった。

「か、か、要……！　どうしてここに!?」

「……さっきお前の運転手から電話が来た。ショッピングモールに送り届けた祀莉から、なかなか迎えの連絡が来ないってな」

「え……！」

「何か知ってるかと聞かれたから、祀莉は買い物の後に俺のマンションに来るように呼んだと言っておいた。運転手の人、相当心配してたから後で謝っとけよ」

「要……！」

　祀莉はピンチを救ってくれた要に感謝の眼差しを送った。

「今回だけだぞ。うちの車で送るから一緒に来い」

「はい」

　建物の外に出たら要は、祀莉に背を向けて街灯が照らす歩道を歩き出した。

　あまり機嫌がよくないらしく、祀莉を待たず先へ先へと進んでいく。歩く速度がいつもより速いので、みるみるうちに離されていった。

「待っ……」

　待ってください、と右手を伸ばそうとして違和感に気づいた。

（手が繋つながれていない……？）

　いつもなら行動が鈍い祀莉を引っ張っているはずの要の手は、コートのポケットに収まっていた。

　気を抜くとどんどん離されていくので、祀莉は要の後を必死に追った。

　距離が開いては小走りで近づいての繰り返し。中途半端な小走りに足が疲れてきた祀莉は、もう一度要に手を伸ばしかけて──……

（なんで手を繋ぐのが当たり前みたいになってるんですか!?）

　コートの袖そでに触れかけたところで手を引っ込めた。

　手を体の横に戻して歩き続けるが、繋がれていないと気づいた手を意識してしまって落ち着かない。何度も握って開いてを繰り返していた。

　無理やり引かれて嫌だと思ったことは何度もあったが、今はその手が恋しく感じるなんて……。

（……──って、何を考えているんですか!?　恋しいなんて、そんなことあるはずないです！）

　鞄を胸の前で抱きしめながらぶんぶんと頭を振って、余計な思考を追い出す。手袋をしていない手は指先が凍るほど冷たくなっていた。

　そうしているうちに要と距離が開いていき、祀莉は追いつくことを諦めた。

　冬休みに何度か行き来しているのでマンションまでの道は知っている。別に必死になって要について歩く必要はないのだ。

（そうです。これからはこれが当たり前になるんですから……）

　遠のいていく要の背中から視線を外し、足元を見下ろしながら歩いた。

　桜が恋心を自覚したのなら、あとは要が本当の気持ちに気づくだけ。物語通りに進んで最高のハッピーエンドに辿り着くまであと少しだ。

　それなのに……素直に喜べないのはなぜ？

　待ち望んでいた展開で、嬉しいはずなのに……。




「────遅い」

「！」

　声に反応して顔を上げると、離れていったはずの要が目の前に立っていた。

「そんな顔してんなよ。ゆっくり歩いてほしいならそう言え。手も繋いでやるから」

「あ……え、……え？　そ、そんな顔って？」

「ほら、行くぞ」

　要はぱちぱちと瞬きしている祀莉から鞄を奪い、空いている方の手を差し出した。

　いつもなら無理やり手を掴むのに、今日は祀莉の意志で繋ぐまで待っていた。

「ほら」

「は、はい！」

　早くしろと視線で促されて、祀莉は差し出された手に自分の手を重ねる。

　ポケットに入っていた要の手は、祀莉の冷え切った手とは逆にとても温かかった。

「冷たいな」

「……すみません」

　別に、と言って要はゆっくりとした歩調で歩き出した。

　要のマンションに着き、エントランスの奥にあるエレベーターに乗った。

　北条家の車で西園寺家に送ってもらえると聞いていた祀莉は違和感に気づく。

（どうして上に……？）

　エレベーターは駐車場がある地下へは向かわずに上昇していった。

「あの～……要？　地下じゃないんですか？」

　と言っている間に要が生活している最上階フロアへ着いた。

　無言で手を引かれてエレベーターを降ろされた祀莉は、逆らえない雰囲気に何も言わず誘導されるまま家に入った。

　リビングは外の寒さが嘘のように暖まっていた。

「座れよ」

「はい」

　マフラーとコートを脱いでソファーへと腰を下ろす。要も隣に座ると思ったのだが、特に動くこともなく祀莉の目の前に立ったままだった。

「えっと……あの」

「買い物はゆっくりできたのか」

「は、はい！　それはもう！」

　十分満喫して隅すみから隅まで、気になる本はすべてチェックできた。

「ふぅん」

　要は下校時よりも容量の増した祀莉の鞄を見下ろした。

「なんでショッピングモールなんかに行ったんだ？　百貨店の方が品揃えがいいだろ」

「何言ってるんですか？　百貨店の本屋は品揃えがあまりよくないですよ？」

「は？　本屋……だと？」

「え？」

　何かおかしなことを言っただろうか。そういえば運転手も行き先は百貨店だと思い込んでいたようだったが……、百貨店に何かあるのだろうか。

「……お前、今日は何をしに先に帰ったんだ……？」

「何をしにって……、小説の発売日だったので新刊を買いに行きました」

「…………それだけか？」

「それだけです」

　正直に答えると要の顔がどんどん引きつっていったので、何かまずいことを口走ってしまったのかと不安が過った。

「え？　えぇ??　それ以外に何を……」

「普通にチョコを買いに行くと思うだろう!!」

　要が覆い被さるようにソファーの背もたれに両手をついて押し迫ってきた。

「はいっ!?　あの、ち、近……え？　……チョコ？」

　チョコ……チョコレート……。

　チョコレートといえば、桜の家でクッキーにチョコペンでデコレートしたことを思い出した。そしてこの時期の代名詞とも言えるイベントのことも。

（……）

　もう答えは出ているのだが、最後の確認として壁にかかっているカレンダーを見た。

　今日の日付は二月十三日。

「そ、そういえばバレンタインって二月の十四日でしたね……」

「…………お前……まさか……」

「お察しの通り、その………………忘れてました」

　正直に告げると、要の表情は絶望で彩られた。

　祀莉のバレイタインは母親と一緒に、父親と才さい雅がにあげるチョコを選んでそれでおしまい。渡すのは母親なので、当日はお礼を言われてその日がバレンタインだと気づく。

　祀莉にとってバレンタインはその程度のイベントだった。

（あ、小学生の時にはお母さまに持たされたチョコを要に渡していたような……）

　しかしそれ以降は要とは会う機会がなかったので、一度もチョコは渡していない。

　どうして今年になってバレンタインにこだわるのだろうか。

「あの……どうしてチョコを買いに行くと思ったんですか？　小学校を卒業してからは渡してなかったじゃないですか」

「はぁ？　何言ってんだ。去年も送ってきただろうが。なんだったけな……確か、黄色いダイヤがロゴマークの……、なんていう名前かは忘れたが、そこそこ有名な店のチョコだったと思うぞ」

「去年……？　黄色いダイヤのロゴ……？　……あ！」

　祀莉はその情報に心当たりがあった。

　毎年バレンタインが近づくと、母親が「どのチョコがいいと思う？」と楽しそうにカタログを見せてくるのだ。

　その中に、要の言う黄色いダイヤのロゴマークが目印の高級チョコレートのお店があった。そして、そのチョコレートをプレゼントに提案した記憶がある。

　祀莉はてっきり、父親に送るチョコレートを選んでくれと言っているものだと思っていた。現にそのチョコレートは父親に送られていたので、祀莉が勘違いしていたということではない。

（要が同じチョコを受け取っているということは……）

　考えられることは一つ。母親が勝手に祀莉名義で要に送っていた……ということだろう。

（お母さま……!!）

　中学校に上がって一年目のバレンタインの時、「要君にはあげないの？」と言われことがあった。

　当時、要の話題が出ることも嫌だった祀莉は、「必要ありませんから」と素っ気なく答えていた。その態度を照れていると解釈した母親が、要らない気を利かせたに違いない。

　とりあえずそのチョコは自分の意志で送ったものではないと伝えなくては。

「あの、それはお母さまが勝手に要宛てに送っていただけで……」

「じゃあ、あれは小母おばさまが俺のために選んだってわけか？」

「いえ……わたくしが選びました」

　──父親のために、という言葉は呑み込んだ。

　あまりにも要の顔が怖いので、それは言わない方がいいと本能が告げている。

「……そうか、お前が選んだのか」

　その判断は間違っていなかったらしく、要の態度が少し和らいだ。

　押し迫っていた身を離し、祀莉が座るソファーの隣に腰こしを下ろした。

「ということは今年も送られてくるのか……。まぁ、それならいいか」

「……」

　今年は母親からは何も言ってこなかった。旅行から帰っていろいろ忙しくしていたので、チョコを選ぶ暇ひまがなかったのかもしれない。だから祀莉もバレンタインを忘れていたわけなのだが。

　……つまり、今年のチョコは用意されていない。父親や才雅の分も。

　そしてもちろん要の分も。

（あ……だから運転手は放課後、寄り道することに何も言わなかったんですね）

　行き先に百貨店を勧めていたのも、祀莉がバレンタインのチョコレートを自分で調達するためだと思い込んでいたからだ。

　父親に内緒にしてほしいと頼んだ時、あっさり了承してくれたのも同じ理由だろう。

　そして──要がなんの疑いもなく祀莉の下校を見送ったのも同様。

　そんなこととも知らず本を漁っていた祀莉は、今になって窮きゅう地ちに陥っていた。

　このまま黙っていれば何ごともなく今日を平和に終えることができるだろう。

　……問題は明日だ。どうせ明日になればわかってしまう。

　チョコレートどころか、何も用意されていないことが。

（バレる前に正直に言って謝ってしまった方がまだマシ……ですよね）

　言うなら今しかないと、祀莉は要と向き合った。

「あの、か、要！」

「なんだ？」

「チョコのこと……なん……です、が……」

　真剣に顔を見て謝ろうと思ったのが間違いだった。

　機嫌よく祀莉を見下ろす表情に本当のことを言うのが憚られる。期待を裏切る申し訳なさと当然怒られるであろうこの先を想像して、じわりと汗がにじみ出てきた。

「あの、ど～～～～～～しても欲しいですか？」

　要の足元に置かれている自分の鞄が目に入って、思わず言ってしまった。

「それは……まぁ」

　肯定する要の言葉を聞いて鞄を自分の方へと引き寄せる。

　楽しみにしていた小説……ではなく、帰り際に桜からもらったチョコレートを取り出した。

「それは……」

「じ、実は今日は桜さんの家にお邪魔しまして！　チョコをいただいたんです！　よろしければ──」

「──いらない」

　要は祀莉の言葉を遮さえぎるように拒否した。

　受け取るために伸ばしていた手を体の前で組み直し、チョコから視線を外した。

「欲しくないのですか？　チョコですよ？　手作りですよ？」

「そんなの知るか」

「そう言わずに。桜さん、普段もお菓子作りをするらしく、今日はわたくしも勉強させていただきました。ちょっとだけお手伝いさせてもらったんですよ？」

「ふぅん……。つまりお前も一緒にそれを作ったのか？」

「いえ、わたくしが手伝ったのはクッキーのデコレーションで、これは完全に桜さんの手作りです！」

「いらない」

　自信満々に答えた祀莉に要はもう一度同じ言葉を吐いた。

　チョコが欲しいならこれで手を打ってもらおうと思ったが……やはりダメだった。だからと言って「自分が作った」なんて嘘をついても、すぐにバレるだろう。

「まさか……俺がただチョコを欲しいだけと思っているわけじゃないだろうな？」

「……わたくしからのチョコじゃないとダメってことですか？」

「なんだ、ちゃんとわかってるじゃないか」

　以前の祀莉なら「桜さんから直接、愛情のこもったチョコが欲しいということですね！」と曲解していただろう。

　しかし、今はそんな思考が許される状況ではなかった。

　要からの視線に耐えられず下を向くと、目に入ってきたのは行き場のなくなった桜の手作りチョコだった。

「要って桜さんのことは……その……好きとかは……まだ」

「は？」

「ぅ……」

　ギロリと睨みつけられた祀莉は身をすくめた。

　こうなるとはわかっていたが、訊かずにはいられなかった。

（だって……桜さんが自分の気持ちを自覚したんですから、要もきっと……あれ？）

　ちくりと胸のあたりに小さな痛みを感じた。桜と要が幸せに微笑ほほえんでいる姿を想像して、トキメキなどこれっぽっちも感じない。

　なんだか最近はこんな調子だ。自分はおかしくなってしまったのだろうか。

　それどころか、感じたことのない別の感情が這はい上がってくる。

　桜が気持ちを自覚し、バレンタインをきっかけに告白しようとしていることは、今日の会話で明らかだ。

　お互いに頑張ろうという言葉は、正々堂々と勝負しましょうという宣戦布告にもとれる。

　桜は本気だ。

　気づいた途端、祀莉の心のモヤモヤはさらに大きく増していく。

（え？　待ってください。そんなはず、ありません……っ）

　湧き出る感情を誤ご魔ま化かすように胸に手を当てると、毎日欠かさず身につけている婚こん約やく指輪が指先に当たった。

「祀莉」

「は、はは、はいっ！」

「俺が好きなのはお前だって、何度も言ってるよな？」

「ぁ……う……っ」

　ストレートに告げられて祀莉は顔を赤くした。

（でもそれは本当の気持ちじゃ……）

　何も言えずに視線をさまよわせていると頬に要の手が触れた。

　頬をつねられるのでは──

「すすす、すみません！　あああ、あの……か、かな──ん……っ」

　思考を見抜かれたと思い、身を固くして目を閉じると、唇くちびるに柔らかい感触が押し当てられた。

「……っ!?」

　驚いて体を引こうとするが、背中に回る要の腕うでに邪魔されて身動きが取れない。

「……、ん……っ」

　離れてはまた重なる唇。優しく、何度も触れられるたびに心臓の音が大きく響いた。抵抗しなくてはと要の胸に手を当てるが、それ以上は何もできなかった。

　息苦しさに顔を歪ゆがめると唇から温もりが消えて、視界を覆っていた影が薄くなっていった。

（だめ……だめ、です）

　どれだけ否定しても胸の中に広がる想いは止められない。

　離れていく唇が名残なごり惜しいとすら感じてしまうほどに。

　本当は心のどこかで気づいていた。

　少しずつ……ほんの少しずつ積み重なっていく想いを。

　無意識のうちに心の奥底に隠していた本当の気持ちを。

（わたくしは、なんて馬ば鹿かなんでしょう……）

　一度溢あふれてしまえばどんなに願っても押し戻すことはできない。

　ここは小説の世界だ。決められた運命シナリオには絶対に逆らえない。

　祀莉が要を好きになったところで、物語はあるべき姿へと修正する。たとえ要が祀莉を好きだと言っていても、そう遠くないうちにその心は桜を求めるだろう。

（だから、余計に……）

　くすぶる気持ちを押し殺して顔を上げると、困惑した表情の要と目が合った。

（ようやく気づいたのでしょうか……）

　祀莉が自覚したのと同じように、要も自分の感情に何かおかしいと感じ取ったのだろうか。

　離れていく手に縋りそうになるのをぐっと堪こらえて、下を向いた。今、要に泣きそうになっている顔を見られてはダメだ。

「……」

「……」

　両者とも何も言わないまま時間だけが過ぎていく。

　その沈黙を破るように、玄関の扉が開く音がした。

「まぁ……もしかして、祀莉お嬢様がいらっしゃってますの？」

　声の主はここに住む要の身の回りの世話をしている春はる江えだった。

　玄関にある祀莉の靴くつに気づいて、嬉しそうな声で問いかけた。

「は、はいっ、お邪魔してます！」

　祀莉は反射的にソファーから立ち上がって春江を出迎えるためリビングを出た。

　火照った体に当たる冷たい空気が心地よく感じられる。

「外は寒かったですよね。さあ、中に入って暖まってください。荷物を運ぶのを手伝いますね」

「お気遣いありがとうございます」

　祀莉は気まずい空気を取り払おうと必死に春江に話しかけた。

　要は力が抜けたようにソファーに体を預けて座っていたが、顔は下を向いていたため、どんな表情をしているのかわからなかった。
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　一晩経ったら気持ちの整理がつくかもしれない。

　そう期待していたのに……人の心はどうしてこんなにも制御が難しいのか。

　どんなに押し殺そうとしても消えてくれない感情は、祀まつ莉りの心の片かた隅すみにひっそりと存在していた。

　朝の支度を終えた祀莉は、時計を確認しながら自室にある鞄かばんを取りに行く。

（要かなめはわたくしを迎えにくるのでしょうか……）

　昨日のぎこちなさを思い出してふと考えた。

　春はる江えがいたからまだ間を持たせることができたものの、要と二人きりになると途端に静かになる。いつものことではあるが、その時はどうにも耐えられなかった。

（要も自分の気持ちに違和感を持ったのかもしれませんし…………あら？）

　持ち上げた鞄が、普段よりも重く感じたので不思議に思って中を覗のぞいてみる。

（あ！　昨日、買った本が入りっぱなしでした！）

　すぐにでも読みたかったはずなのに、小説の存在を完全に忘れていた。

　それほどまでに祀莉の頭の中は要のことでいっぱいだったのだ。

「祀莉。要君がいらっしゃったみたいよ」

「は、はは、はいぃっ！　今行きますっ」

　取り出した小説を引き出しの中に収めると、部屋の扉付近で祀莉を呼ぶ母に返事をした。

　穏やかに微笑ほほえんでいた母親だったが、祀莉の慌あわてっぷりに首を傾かしげた。

「どうかしたの？　要君を待たせては迷惑よ」

「……っ、はい」

　要の名前を聞いただけで動どう揺ようしてしまう。こんな現象が前にもあったような……。

（──そうです！　校外学習の後にもこんなふうにおかしくなって……！）

　また熱のせいで変な方向に感情が暴走しているのではないか。いや、そうに違いない。

「お母さま！　わたくし、熱があるかもしれません!!」

「まぁ、そうなの？」

　発熱を主張する祀莉に母親が近づき、そっと額ひたいに手を当てる。

「う～ん……ないわね」

「そ、そんなはずは……」

　以前のように何かの感情と勘違いしているのではと疑ったのに、母親にきっぱりと否定されてしまった。

　肩かたを落とす祀莉を見て母親はピンときた。

「祀莉、あなたもしかして要君に会いたくないだけでは？」

「……っ！」

　図星である。何かと理由をつけて、要と会うことを避けようとしている自分がここにいた。

　娘の反応を見た母親はやっぱり……というようにため息をついた。

「チョコレートが用意できなかったからって、気にしすぎよ？」

「……え？」

「だから百貨店に行っておけばよかったのに……。思っていたものが買えなかったのでしょう？」

「え……」

　母親は、祀莉が今日のためのチョコレートを買えずに落ち込んでいるのだと、勘違いしていた。

　何も言わない祀莉に「仕方がないわね……」と微笑んで、体の後ろに隠していた手を祀莉の前に出した。

「これは……」

「旅行先で買ったチョコレートよ」

　母親の手の中にあったのは、深緑色の外装に黄色いリボンがついている箱だった。

「一緒に選ぶ時間がありませんでしたしね。わたくしが勝手に決めてしまったわ」

「……」

「今年は自分でなんとかするかしらと思っていたのだけれど……残念だったわね。大丈夫。また来年、自分で選びなさい」

　落ち込む娘を慰なぐさめるようにふわりと笑ってみせた。

（来年なんて……あるのでしょうか）

　受け取ったチョコレートの箱を見つめながら、意味のないことを考えていた。

「ほら、いってらっしゃい」

「ぅ、はい……っ」

　明るい調子で背中を押された祀莉は小走りで部屋を出る。

（本当に渡してもいいんでしょうか……）

　不安になりながらも階段を下りると、玄関には使用人に出迎えられている要がいた。

　最近は車の中で待っていることが多いのに珍しい。

「おはようございます、要」

「……」

　気まずい空気が流れる中、要の視線は祀莉が持っている箱に注がれていた。

「……あの、これ……どうぞ」

「あ、あぁ……」

　ここまで持ってきて渡さないというのも変な話である。

　意を決して差し出すと、要は一瞬だけ戸惑う態度を見せてから箱を受け取った。

（やっぱり、困りますよね……）

　要の心が揺れている時にこんな真似まねをして……。

　祀莉もこんなふうに要にものを渡すのは初めてのことで、どうしていいかわからず──

「お、お母さまからの……その、おみやげです！」

　つい誤ご魔ま化かしてしまった。

　間違ってはいない。間違ってはいないが……。

　やってしまった……と後悔していると、後ろから「祀莉！　違うでしょ！」と母親に叱しっ咤たされた。

　冷や汗をにじませている祀莉を押しのけて、母親が要の前に出た。

「要君、ごめんなさいね。祀莉ったら照れちゃって……」

「……いえ」

　困ったように頬ほおに手を当てながら祀莉をフォローする母親に、要は短く返事をした。

「とにかく！　これは祀莉から要君へのバレンタインチョコなんですからね！」

「はい……ありがとうございます」

「あ、でも学校に持って行くのはよくないわね。後で届けておくわ！」

「え……」

「え……」

「さ、いってらっしゃい」

　母親は要の手の中からチョコレートの箱を奪い、軽やかな足取りで使用人を連れて玄関に入っていった。

　祀莉と要はそれを呆然と見送る。

（後で届けるって……。なら最初からそうしてくださいよ!!）

　祀莉は心の底で叫んだ。

　どうしてわざわざ祀莉から渡すよう仕向けたのか。

　無駄に恥はずかしい思いをしただけではないか。

「ほらほら、早くしないと遅刻しますよ～」

　家の中から聞こえる天真爛らん漫まんな声にはっとして、要は腕うで時計を確認した。

　みるみるうちに表情に焦りが広がっていく。

「まずいぞ、急げ」

「え……っ」

　祀莉の手を引いて車の方へと駆け出した。どうやら思っていた以上に時間が迫っていたらしい。

　今日、会ったらギクシャクしてしまうのではないかと心配していたが、母親のおかげでそれどころではなくなっていた。

（ちょっと……気分が楽になりました）

　初めはぎこちない態度をとってしまったが、母親の登場で空気がほぐれた。

　母親の行動にそんな意図はないのだろうが、今回ばかりは感謝した。




「ふむ、今年のバレンタインの朝は平和ね」

　諒りょう華かは席に着くなりそう呟つぶやいた。予鈴と同時に教室に入った祀莉よりも後に到着したというのに、なんとも余裕のある態度だ。

「おはようございます、諒華。……平和、ですか？」

　いつものように挨拶をした後、質問の意味を含めて気になる単語を繰り返した。

「おはよ。中等部の時だったんだけどね、朝来たら北ほう条じょう君と秋あき堂どう君の机がすごいことになってたの」

「すごいことですか？」

「えぇ。チョコの山よ、チョコの山。今にも崩れそうなほど山積みの……。はぁ、今年はどうなることやら」

　去年のバレンタインを思い出したのか、諒華はうんざりした顔をしていた。

　諒華が要に視線を向けたので同じように前の席を見たのだが、祀莉は要よりもその隣の桜さくらの様子が気になった。

　いつもと変わらない様子で、手作りの単語帳を眺ながめながら朝礼の時間になるのを待っている。その真面目まじめな姿勢は、バレンタインのことなど意識していないように見えた。

（でも、チョコは用意してましたし……）

　あんなに気合を入れて準備していたのだから、おそらく渡すタイミングを計っているのだろう。

　今日はそのことばかり考えてしまう。

（要は、桜さんのチョコを受け取るんでしょうか……？）

　昨日は祀莉からのチョコレートが欲しいと言っていたが、今もそう思っているのだろうか。どうしても確信が持てず何度も疑ってしまう。

　今朝、母親に背中を押されてチョコレートを渡したものの、要の表情には困惑が浮かんでいた。

（きっと、迷惑に思われたに違いありません……）

　要の心は揺れている。桜から直接チョコを差し出され、告白されれば要も桜のことを──いや、すでに心は傾いているかもしれない。

（わたくしは、どうしてこんなタイミングで要を……）

　去年、要がたくさんのチョコをもらったからと聞いて、特に怒りや嫉しっ妬とは感じなかった。なのに、桜のことを考えるとぎゅっと胸が締めつけられるのだ。

（こんなこと、今までになかったのに……。あぁ……もう、どうして！）

　意図しない方向に膨ふくらんでいく感情を必死に抑え込む。

　これは本当に自分の感情なのか、それとも悪役令れい嬢じょうとして用意された必然的な感情なのか。

「ま、祀莉……ごめんっ！」

　堪こらえるように下を向く祀莉を見て、諒華は慌てて謝った。

「その時のチョコは先生が没収したから大丈夫！」

「え……？」

「それにほら、北条君には婚こん約やく者しゃの祀莉がいるってみんな知ってるし！　心配しなくても北条君は祀莉以外からは受け取らないって！」

「あ……いえ、別にわたくしはそんな……っ！　全然！　何も気にしてませんから！」

「そう……？　なんていうか、泣きそうな顔だったから……。変な心配させちゃったなら悪かったわ」

「いえ……大丈夫ですから。気にしないでください」

　感情が顔に出てしまっていたようで、表情を隠すように両手を頬に当てた。

（ポ、ポーカーフェイス！　ポーカーフェイスを保つのです!!）

　それは祀莉がもっとも苦手としている技術だった。

「そ、それにしても、バレンタインなのに皆さん落ち着いてますね……」

　もっと積極的に動くのかと思っていた。諒華が言っていたチョコの山ができていてもおかしくはないのに。

「え？　昨日、先生が言ってたじゃない。『チョコを渡すのは放課後になってから』って。もしかしてまた聞いてなかったの？」

「え……と、はい」

　昨日は早く帰ることしか考えていなくて、先生の話なんて全く聞いていなかった。

　なるほど、バレンタイン当日についての話だったのか。

　放課後になるまではチョコは出すな……と。

　生徒たちはそれに従って粛しゅく々しゅくと時間が経つのを待っているのだ。

（そうだったんですね。つまり、本番は放課後……）
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　そして、放課後はすぐにやってきた。

　怒ど濤とうのような放課後──と後に囁ささやかれたその光景は目を疑うものだった。

　ホームルームが終わり、先生が教室から出てしばらくすると、次から次へと女子生徒がＡクラスの教室に流れ込んできたのだ。

　一年生から三年生まで学年問わず、ライバルを押しのけて目的を果たそうと必死の形相で訪れる女子生徒たちの姿は、それはそれは凄まじいものだった。その手にはもちろんバレンタインの贈り物を携えている。

（やっぱり要はモテるんですね……）

　これから諒華の言っていたチョコの山が出来上がるのだろうか。本当にそんなことがありえるのか、少し興味があるので祀莉は自分の席から観察してみることにした。

（…………あら？）

　しかし、教室を訪れたすべての女子生徒は要の席を通り越していく。

　どこへ行くのかと思えば、彼女たちはその奥にある貴たか矢やの席へと群がっていった。

「え……」

「うっわあぁ……」

　祀莉が驚きに目を見開いていると、諒華がどん引きの声を出した。

「……諒華、あれはどういうことなんでしょうか？」

「あれは……そうね、北条君には祀莉がいるから標的を秋堂君に移したってところね」

「標的……？」

　目の前で起きている現象を諒華が冷静に分析して祀莉に説明した。

　標的になってしまった貴矢は次々と押しつけられるプレゼントに戸惑っている。

　逃げ出したいと顔に書いてあるが、残念ながら女子生徒に囲まれて身動きが取れない。珍しく困った顔をしていた。

　貴矢が受け取ってくれるまで諦めない女子生徒もいれば、そっと机に放置していく女子生徒もいる。同じように放置する生徒が増え、だんだん上へ上へと積み上げられていき、みるみるうちにチョコの山が出来上がった。

（こ、これが例の……）

　朝の平穏が嘘であるかのように、教室には熱気が漂っていた。

「祀莉、行くぞ」

「え？」

　諒華と一緒にその惨さん状じょうを眺めていると腕を掴まれた。

　椅子いすから腰こしを浮かした状態で見上げると、要の不ふ機き嫌げんな顔が目に入った。

「なんだよ、気になるのか？」

　あれが……と要は視線で貴矢を示して言った。

「はい、……い、いえっ！　秋堂君が助けてほしいと熱い視線を送ってきてますので！」

　気になると言えば気になるので素直に肯定すると、さらにつり上がった目で睨にらまれてしまった。急いで訂正するが、貴矢が必死にＳＯＳを送っているのは本当だ。

「……その、助けてあげなくていいんですか？」

「別に。俺おれには関係ない」

　女子生徒の間を縫って送られる視線に無視を決め込む要に、貴矢は声を出さずに「この薄情者！」と口を動かしていた。だんだん可哀かわい想そうになってきた。

「助ける必要なんてありませんよ」

　要の背後から顔を出した桜が「自業自得です」と冷たい視線を送りながら言った。

　貴矢の席付近は順番待ちの女子生徒で埋うめ尽くされているので、避難せざるを得なかったのだろう。

　教室の外にはＡクラスに入る勇気がない女子生徒が、中を覗き込んでいた。

「私もそろそろ帰るわ。まだ増えそうだし……。やっぱり今年もこうなったか」

　諒華が席から立ち上がりコートを羽織った。

「去年もこんな感じだったんですか？」

　女子生徒の群れを呆れた様子で見ていた桜が諒華に尋ねた。

「いいえ。去年はもっとマシよ。北条君と秋堂君で分散してたし、チョコを渡すのは放課後だけなんて注意はなかったしね」

　昨日の注意事項で、放課後以外にチョコを出したら没収と言われていたらしい。

　それだけは絶対に阻そ止ししなくてはと律儀に注意を守っていた女子生徒が、標的が下校してしまう前に渡そうと押しかけてきたのが、今の状況だった。

「災難だったわね、鈴原さん。大丈夫……今だけだと思うから」

「え？　い、いえっ、全然気にしてませんから！」

　諒華の労いに桜は大きく首を振って否定した。

　しかし貴矢の机に乗り切らなかったチョコが、隣の桜の机にまで積まれていき、第二のチョコの山となっていた。

（ここまでとは……）

　よくもまぁ、バランスよく積んでいくものだと感心する。

　貴矢はこれを全部持って帰れるのだろうか。

　……というか、食べ切れるのだろうか。

　凄まじいプレゼント攻撃を目の当たりにして貴矢に哀あわれみの視線を送っていると、掴まれていた手を引く力が強まった。

「あいつのことは放っておけ」

「え？　でも──」

「いいんですよ。さ、行きましょう祀莉ちゃん」

「私も途中まで一緒に行くわ」

　本当に貴矢を放っておいていいのか心配だったが、桜と諒華に遮さえぎられて教室を出ることになった。

　人が集まっているのはＡクラスの周囲だけだったようで、教室から離れた廊ろう下かの隅すみでは複数の女子生徒がチョコレートを交換している。これくらい穏やかなバレンタインだったらよかったのに。

「じゃあね、祀莉。北条君と鈴すず原はらさんも」

「はい。また明日」

　諒華は手を振って駐車場に近い出口から出て行った。

「桜さんもまた明日……」

「あ、あの……！　私も一緒に四し方ほう館かんに連れて行ってもらえませんか？」

「えっ？」

　いつも通り四方館へ向かおうとした祀莉に、桜が緊きん張ちょうした面持ちでお願いした。

　放課後はすぐに下校する桜が、今日に限ってそんなことを言い出した理由なんて一つしかない。

「ちょっとだけ、ちょっとの間だけでいいんです！　お願いします！」

「えっと……」

　桜のお願いを聞き入れていいものか、祀莉は快く受け入れられず返事に迷っていた。

「いいんじゃないか？」

「え、あの、要？」

　戸惑う祀莉の耳に顔を近づけ、要はそっと囁く。

「部屋はちゃんと片付いてるから大丈夫だ。ほら、行くぞ。ここで立ち止まっていたら寒いだろ」

　要は祀莉が桜の入室を渋る理由を、〝本が出しっぱなしかもしれないから急には困る〟と勘違いしているようだった。

　違うとも言えず、祀莉は急かすように背中を押す要に促されて四方館へと足を向けた。
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「何度来ても素敵な場所ですね、四方館って。覚えてますか？　初めて祀莉ちゃんに招待してもらった時のこと」

「はい……」

　とてもよく覚えている。

　悪役令嬢としてヒロインにちょっかいをかけようと決意した日、呼び出しの定番である〝体育館裏〟を指定したはずが、まさかその場所に四方館が建っていたなんて……。あの時は相当焦ったものだ。

　予想外の出来事に動揺してジュースをこぼしてしまったことは記憶に新しい。

　祀莉の勉強を見るために何度か訪れたことがある桜だったが、改めて部屋の中を見回していた。

　ダミーの参考書が並べられているガラス戸の本ほん棚だなをじっくり眺めていたかと思うと、「ん？」と何かに気づいたようにまじまじと観察し始めた。

「この本棚って、奥に漫まん画がが置かれてます？」

「え……！」

　桜の言葉にドキッとした祀莉は、急いで近づき、本棚を背に隠すようにした。

「見覚えのある表紙が見えたんですけど、この本棚って、確か祀莉ちゃんのですよね？」

「ええっと……それはなんと言いますかっ、ちゃんと勉強もしてますよ？　ただ、ちょっとした息抜きに読むために置いてあるだけで！」

　参考書のほんのちょっとした隙間から秘密を見破られてしまい、祀莉はひどく焦った。

　学校に漫画を保管しているなんてバレたら、生徒指導から注意を受けるかもしれない。

　何よりも両親に知られるのが問題だ。なにせ、放課後は四方館で要と勉強をしていると言っているのだから。

「大丈夫ですよ。誰にも言いませんから。息抜きも大事ですよね」

「……ありがとうございます」

　桜は祀莉の様子から察して、黙っていることを約束してくれた。

「祀莉ちゃんって、休み時間に小説を読んでますよね。私もよく読んでいたんですよ。恋愛小説とか」

「そうなんですか」

「はい。でも最近は素直な気持ちで読めなくて……。読み始めても途中でやめちゃうんですよね」

「素直な気持ちで読めない……ですか？」

「あ、え～っとですね……。ヒロインとヒーローのすれ違いがあっても、『はいはい、どうせ最後はこの人とくっつくんでしょ～』と思っちゃって……。なんか読むのが楽しくないというか……」

「はぁ……そうですか？」

　祀莉の場合、ヒロインとヒーローのすれ違いがあっても、『その先にきっと素敵な展開があるに違いない！』と期待を込めて読み進めるのだが……。

　その場面をどう感じるかは人それぞれということだ。

「どうせ抗えないんですよね。決まった運命からは……」

　静かな空間でないと聞き逃してしまいそうなほど、小さな声で桜は呟いた。

　まるで自分が主人公の立場であるかのような言い方に聞こえて、祀莉は「え？」と声を漏らした。

「あ、いえ、ただの独り言です！　気にしないでください！」

　と桜は言うが、祀莉の耳には強く残っていた。

　決まった運命には抗えないなんて、普通は考えるだろうか。

　祀莉と同様、前世の記憶があるのならそういう考えを持つこともおかしくはない……が。

（つまり桜さんも……？）

　いやいやそんなこと、あるはずがない。

　そう頭の中で否定したが、実際に祀莉には前世の記憶がある。自分だけが例外とも言い切れない。

　桜も同じように記憶があって、小説の内容を知っているとしたら──

（前世の記憶があるから、要に惹かれている気持ちが本当なのか悩なやんでいる……？）

　シナリオに従って与えられた感情なのかもしれない、と。

　祀莉だって要に対する感情が、本当に自分のものなのかわからない。

　役目を果たすために与えられたものなのかもしれないと、何度も考えた。

「桜さんは運命って信じますか？」

「う～ん……難しいですね。あんまりそういうのに縛られたくないなぁとは思うんですけど」

　祀莉の質問に桜はうんざりした表情で答えた。

「オイ、そんなところで立ってないでこっちに座ったらどうだ」

　本棚の前で立ち話をする二人を要が呼ぶ。

　テーブルには二人分の紅茶が用意されていて、要はコーヒーを飲んでいた。

「あ、すみません。え、この紅茶、北条君が淹いれてくれたんですか？」

「他に誰がいるんだよ」

「キッチンにお手伝いさんがこっそり？」

「いるわけないだろ」

「もしかしていつも北条君が淹れてるんですか？　自分のコーヒーと祀莉ちゃんの紅茶」

「だいたいは外の自販機に買いに行く。今日は外に出たくないから淹れただけだ」

「今日は特別に寒いですもんね」

「……」

　仲なか睦むつまじく会話する二人に耳を傾けながら、祀莉はソファーに腰掛けて要が淹れた紅茶に口をつける。

　砂糖とミルクの量が祀莉好みに調整されていた。

　いただきますね、と言いながら桜も隣に座ってティーカップを持ち上げる。

「北条君は優しいですね……」

「え……？」

　桜が祀莉にだけ聞こえるように小さく呟いた。

「誰かさんと違って真面目だし、一途だし。……本当、何考えてんのかわかんない。なんなのよアイツは……」

　桜が〝アイツ〟と呼ぶ人物といえば、要のライバルである貴矢だ。

（まずいです！　桜さんの中で秋堂君の印象がどんどん悪く……！）

　数カ月前の自分なら諸手を上げて喜んでいたところだが、今ではピンチを招いていた。

　途中までは貴矢がリードしていたはずなのに、今や桜の好感度はだだ下がりになっている。

「はぁ……」

　貴矢に対する文句を呟いていた桜は、紅茶を飲んでため息をつく。

「北条君を見ていると、あんな人が恋人だったらなぁ……って、思っちゃいますよね。祀莉ちゃんが羨うらやましいです」

（……っ!?）

　要の恋人になれたらと言う桜の言葉に、祀莉はビシッと固まった。

「あ、そうだ。クッキーがあるんです。祀莉ちゃんが昨日手伝ってくれたやつですよ」

　祀莉の心情も知らず、桜は鞄から可愛かわいらしい紙袋を取り出した。

　その時、一瞬だったが見えてしまった。鞄の中に、本命に向けたプレゼントが入っているのを。

（やっぱり桜さんは要にチョコを贈るためにここに……!?）

　祀莉はティーカップを持ったまま、桜の鞄を凝視していた。

「……祀莉ちゃん？　どうし……あ、見えちゃいました？　あはは。これ、渡そうかずっと悩んでるんです。なかなか勇気が出なくて」

「……」

「やっぱりやめておこうと思ったけど後悔するのも嫌で……だから、ここに来るお願いをしたんです。北条君も私の気持ちを察してくれたみたいで……」

　つまり、桜は本当に今日ここで告白しようとしているのだ。

　祀莉という婚約者がいる相手に本気で。

　言うなればこれは宣戦布告。覚悟しろと──そう言っているのだ。

　このまま流れに身を任せてしまえば、遠くないうちに要と桜は付き合い始めるだろう。

（そんな……そうしたら、わたくしは……っ）

　襲い来る不安に体を震わせた。

「祀莉ちゃん、大丈夫ですか？　なんだか顔色が……」

「だ、大丈夫です！　ちょっと舌を火傷やけどしてしまって……口の中を冷やしてきますね……！」

　桜の話を聞いていられなくて、祀莉は適当な理由をつけてその場を離れた。

　洗面台の鏡に映る自分の顔はなんとも情けないものだった。

　考えてしまうのだ。もし桜が気持ちを伝えたら、きっと要は──……。

　張り裂さけそうになる胸に手を当てると、制服の布越しに硬い感触を感じた。要が誕生日にプレゼントしてくれた婚約指輪だ。

　チェーンに通して首にかけているそれを、祀莉は制服の上からぎゅっと握りしめた。

（桜さんが告白したら、要は受け入れるのでしょうか……）

　好きと言ってくれたあの日の言葉もすべて、なくなってしまうのだろうか。

（うぅ……このままでは桜さんに要をとられて……──はっ、ダメです！　そんなふうに考えては……！）

　祀莉は頭を振って、桜に対する負の感情を打ち消した。

　本来の役目通り悪役令嬢として振る舞えば状況はますます不利になる。根拠はないが、そんな気がしてならない。

（顔を洗って落ち着きましょう。大丈夫。大丈夫です。何があっても動じません！）

　緊張で冷たくなっている指先をお湯で温めながら、ゆっくりと深呼吸をした。

（……とにかく、桜さんに告白を諦めてもらいましょう）

　直接邪魔をするんじゃなくて、さりげなく理由を作って今日は解散するようにし、桜から告白の機会を奪うばうのだ。

　今までだって、祀莉と要が一緒にいたから桜は告白できなかったのだ。きっとこれからも……とそこまで考えてふと気づいた。

　今この瞬間、桜と要は二人きりではないか？

（しまった……！）

　もしやと思い急いで部屋に戻ると、祀莉の目に入ってきたのはまさにその瞬間、緊張で震える手で要にチョコを渡す桜の姿だった。

「あの、北条君。これ──……」

「……っ!?　ダ、ダメです！」

　祀莉は衝動的に桜と要の間に入り込み、チョコの受け渡しを阻止した。

「要はわたくしの婚約者なんですから……！　いくら桜さんでも譲れません！」

「祀莉ちゃん……？」

　縋るように要の腕に抱きつく祀莉は強い目つきで桜を見る。

（うぅ……結局やってしまいました……）

　この行動が一番自分の状況を悪くするものだとわかっていても、そう行動せざるを得なかった。

　ヒロインの告白を邪魔するなんて、本当にライバルの立ち位置になってしまった。

　もっとうまく立ち回れたら、未来が変わっていたのかもしれないのに。やはりこれもシナリオ通りなのだろうか。

　そして、この先の展開も用意されている通りに進んでいくのか。

　乱暴に手を振り払われ、「桜と付き合うから婚約を破は棄きする」と要に宣言される最悪の末路へと──……。

（嫌です！　そんなの……っ）

　ぎゅっと唇を噛み締めていると、頭に優しく手が乗せられた。

（え……？）

　顔を上げると、柔らかい笑みを浮かべた要が祀莉を見下ろしていた。

「大丈夫だ。俺は鈴原からチョコは受け取らない。俺が手を出しても意味がないからな。……だろ？　鈴原」

　要は見上げる祀莉から桜へと視線を移す。

「……やっぱりダメですよね。北条君に頼むんじゃなくて、自分で貴矢に渡さないと」

「え？」

「すみません。考えなしに頼んでしまって。祀莉ちゃんのおかげで目が覚めました」

　桜は差し出していたチョコを自分の胸に引き寄せて謝った。

（……今、秋堂君に渡すって言いました？）

　祀莉は桜の言葉をもう一度心の中で繰り返し、ゆっくりと理解した。

　つまり桜は、要経由で貴矢にチョコを渡そうとしていた？

「昨日、祀莉ちゃんに相談に乗ってもらって勇気が出たのに、私ったら……」

「……昨日」

　話を聞いたというのは、クッキーをデコレーションしていた時のアレのことだろうか？

（え!?　ということは、告白うんぬんの話は要じゃなくて秋堂君のこと……!?）

　そういえば相談相手の名前を確認していなかった、と祀莉は今更ながら気づいた。

　要以外ありえないと思い込んでいたので、その時は必要なかったのだが、もし、あの時相手を確認していたら──……。

「さっきの騒動を見て、私なんかが貴矢に釣り合うわけがないって卑ひ屈くつになって……。貴矢だってこんな私のことなんて……」

「そんなことない。貴矢が呼んでるぞ。多分」

「え？」

　要は祀莉の頭から手を離し、桜の鞄を指差した。微かにだが、そこから着信音が聞こえている。

　桜は鞄からスマホを取り出し、途切れず鳴り続ける着信画面を見つめ、「うるさいバカ」となんだか嬉しそうに呟いた。

「行って、伝えてこい」

「……そうですよね。ちゃんと気持ち、伝えます！　自分で！」

　スマホから顔を上げ、とてもいい笑顔で答えた。

　要の後押しで決心できた桜は「もしもし？　何か用？」と、いつものようにぶっきらぼうな態度で電話に出た。

　それから小声で祀莉と要に「ありがとうございました」とお礼を言い、通話相手であろう貴矢と会話をしながら四方館を出て行った。
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「桜さんが好きなのは、秋堂君……」

　桜が出ていった後に祀莉が呟いた。

　いつの間にか好きになっていて、相手からも好かれている自覚があるというのは、すべて貴矢を指してのことだったのか……と。

「え？　じゃあ要のことは……？」

「初めから俺のことなんてなんとも思ってないってことだ」

　見上げると、「わかったか？」と目で諭さとされた。

「鈴原と貴矢がお互いを気にしてるのは普段から見ててわかるだろ？　クラスのみんなも薄々気づいてるぞ」

「え……？」

　クラスメイトは気づいている？

「いえ、でも……」

　祀莉だって誰よりも桜を見ていたつもりだ。

　貴矢と接している時は抜け駆けされていないかと、必要以上に警戒心を強めながら観察していた。〝観察〟というよりも〝見張っていた〟と言っていいほど念入りに。

　その上で、桜は貴矢に対して好意がないと確信を得ていた。

「桜さんはいつも秋堂君に対してきつい物言いでしたし……。他のクラスの女子生徒が来ている時なんて特に、迷惑そうに睨んでましたけど……」

「だからそういうことだろ？」

「？」

「貴矢が気になるからそういう態度になるんだろ。鈴原も素直になれないって言ってたじゃないか」

「…………あっ」

　小説の中でもよくあるシチュエーション。

　好きだけどなかなか素直になれなくて、全く逆の態度をとってしまう。

　言われてしまえばそう見えなくもない。

（え？　ということは……。本当に桜さんは要のことなんて、最初からなんとも思っていなかった……？）

　今まで進展がなかったのはじれじれしていたわけではなくて、本当にお互いに興味がなかったから。

（つまり……全部わたくしの勘違い……？）

　桜は絶対に要が好きになるという先入観で、目の前の本質が見えていなかった。

　一人で空回っていただけということにようやく気づいた。

　力が抜けてその場にぺたんと座り込む。

「祀莉……？　どうした？」

　見上げると心配そうに覗き込む要と目が合い、なんだか急に恥ずかしくなって絡めていた腕を離した。

「あ、えっと……ちょっと気が抜けて……」

「何やってんだよ、ほら」

　自由になった手を祀莉の前に差し出して言う。

「……ありがとうございます、ひゃ……っ」

　戸惑いながらもその手を取って立ち上がれば、そのまま引き寄せられて要の胸に飛び込む形となった。

「あああああの、要!?　何を……っ」

「なんだよ、さっきは自分から抱きついてきたくせに」

　要は耳元に唇を寄せて囁いた。

　もがく祀莉を拘束するように背中に手を回して抱き込んだ。

「あれは、そのっ……、うぅ……」

　とっさに言い訳ができなくて口を閉じる。身動きもできず、焦りで言葉が出てこない。

　大人しくなった祀莉を、要は僅わずかに笑みを浮かべながら見下ろしていた。

「さっきはどうしてあんなに焦ってたんだ？」

「……っ」

　要の問いかけに自分のした行動が蘇よみがえる。

　今更ながら、とんでもないことを口走ってしまったと自覚して、体中が燃えるように熱くなった。

「祀莉」

「ぁう……」

　目の前にある体にしがみつくことで自分の顔を隠した。

　要の胸に顔を埋うずめたまま首を横に振る。

　それについては触れないでほしいと、動作だけで必死に訴えた。

（だって……）

　この気持ちを口にすれば止まらなくなる。

　もし要が桜に心変わりしたとしても、それを素直に受け入れられなくなる。

　絶対に手放さないとあの手この手で邪魔するだろう。

（あぁ……やっぱりわたくしは悪役令嬢なんですね……）

　その先は想像するまでもない。

　要のことだから祀莉に対しても容よう赦しゃないだろう。

　待っているのは絶望かもしれない。

　なら、いっそこのまま何も告げずに運命に身を委ゆだねた方が……。

「祀莉」

　要が低い声で祀莉の名前を力強く呼ぶ。

　背中を包むように交差していた手が肩に移動し、二人の間に少しだけ距離を作った。

「おい、今度は何泣いてんだよっ」

　祀莉の目に溢あふれてきた涙を見て、要が焦った声を出す。

　こぼれ落ちそうなそれを優しく指で拭い、その涙の理由を尋ねた。

「だって……だって……。わたくし……」

　涙で歪ゆがんだ視界に要の顔が映る。

「怖いんです。要がわたくしから離れていくのが……」

「は？」

「………………好き、なんです」

　何もかもを投げ出して、心に秘めていた想いを震える声で伝えた。

「わたくしは、要が好きなんで──」

　もう一度、ゆっくりと繰り返せば、言葉の途中で唇を塞がれた。

　要の目は閉じられていて、さらっとした前髪が祀莉の頬をくすぐる。

　唇を覆う温もりを感じて祀莉もそっと目を閉じた。

　甘くとろけるように感じるのは、恋を自覚したからだろうか。

　温かくて安心する温もりが愛おしい。

　触れていた唇が離れ、そっと目を開けると要は満足そうに微笑んでいた。

「やっと認めたな」

「ぅ……あ、ぅあう……」

　意地悪そうにも見える笑みに、何も言えなくて口をぱくぱくさせる。

「ま、認めなくても同じだけど」

「え？」

「お前に与えられた選択肢は二つだ」

「二つ……？」

　何に対する選択肢なのか。

　祀莉は首を傾げる。

「望んで俺と結婚するか、それとも……望まず無理やり結婚させられるか」

「な、なんですかその選択肢！　わたくしの意志は!?」

「もう関係ないだろ。お前は俺が好きなんだから。なぁ？」

「そ、そうですけど……はうぅ……」

　改めて確認されると恥ずかしさが込み上げてくる。

　両手で顔を覆って要の視線から逃げた……はずだったのに、すぐに両手首を掴まれて顔の前から遠ざけられた。

　整った顔に見つめられて心臓が止まりそうになる。

「どちらにしても、俺は一生お前を愛すつもりだから安心しろ」

「な……っ、どうしてそう恥ずかしいセリフをなんの躊躇ためらいもなく……っ」

　桜への口説き文句として似たようなセリフとシチュエーションで妄想を楽しんでいたが、いざ自分へと向けられると沸騰しそうになるくらい恥ずかしい。

　要の言葉を受けるたびに、耳がじんじんと熱くなる。

「俺はお前から離れない。絶対に」

「……っ、はいっ」

　欲しかった言葉にまた涙が溢れてきた。

　思わず要の胸に飛び込めば、しっかりと抱きとめてくれた。

「……わたくし、要を好きでいていいんですよね？」

　誰に問いかけるわけでもなく小さく呟いた言葉に、「当たり前だ」と要が答えを返してくれた。
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　一年最後の期末試験の最終日。

　すべてのテストを終えた生徒は、長い苦しみから解放されたように晴々とした表情で下校し始めた。

　その流れに乗って廊ろう下かを歩く祀まつ莉りと諒りょう華かもまた、同じ表情をしていた。

「はぁ……。やっとテストが終わりましたね～」

「えぇ。もう嫌、しばらく数式とか見たくないわ」

「ですね……」

「今日は家に帰って自分へのご褒ほう美びにパフェを食べるのよ！」

「あ、いいですね。そういうの」

「前に行ったケーキのお店、覚えてる？」

「はい。イチゴタルトが美お味いしかったです」

「そうそう、それでね。その店のテイクアウトのパフェがすっごく美味しくて！　結構種類があってなかなか決められないの。こうなったら全種類制せい覇はしようと思ってるわ」

「そんなに種類があるのですか？」

「えぇ。人気の味は売り切れたりするけど。賞味期限が当日だからたくさん買えないのよねぇ。今日も学校帰りに買って帰るつもり」

「へぇ」

「祀莉もまた行ってみて。今のところの私のおすすめは……マスクメロンのやつかな。あ、でもシャインマスカットも食べてほしい！　ここのはクリームがくどくなくていいの。二つくらい全然平気だから」

　廊下の端に寄って「これ。これよ！」と諒華が自分で撮った写真を見せてくれた。

（美味しそう！　パフェ、いいですね……！）

　自分の場合、ご褒美は小説や漫まん画がを思いっきり読むことだが、こうやってスイーツを食べるのも楽しそうだ。次のテスト明けのご褒美はスイーツにしよう。




　いい情報をもらったと満足して、いつも通り四し方ほう館かんへと足を運んだ。

　今日はテスト前に没収された漫画を読む予定である。

「祀莉」

「なんですか？」

「さっき織おり部べと話していた……」

「あ、パフェの話ですか？」

　諒華と祀莉の後ろを歩いていた要かなめにも二人の会話は聞こえていたはずだ。興味があるのだろうか。

「前に食べに行ったお店です。人気で美味しいみたいですよ。クリームもくどくなくて、女性でも二つはぺろりと食べられるそうです！」

「みたいだな。買いに行きたいか？」

「はい。それはもう！　あんな素敵な写真を見せてもらったら、誰でも行きたくなりますよ！」

「……お前を誘ってるんだぞ？」

「わかってますよ？」

「そうか……。明日の土曜日は暇か？　もちろん、お前の予定だぞ？」

「はい、特に何もありませんが。……あの、どうしてそんな確認を？」

「……また鈴すず原はらを誘ってるって勘違いされたら困るからな」

「え！」

　何をそんなに細かく確認しているのかと思ったら、話の内容が二人の間で食い違っていないかを確認していたらしい。

　今までの経緯を経て、要は祀莉に対して疑り深くなっていた。

「も、もう大丈ですよ！　ほら、桜さくらさんは無事に秋あき堂どう君とお付き合いを始めましたし！」

　そう、実はあのバレンタインの後、桜が報告してくれたのだ。

　貴たか矢やにチョコを渡して告白し、付き合うことになったのだと。

　その時の桜の表情はいつも通り澄ましていたものの、口元が緩んでおり、幸せそうなオーラが漏れていた。

　そんな桜の様子を見て、祀莉は素直に嬉しくなり、お祝いをしたのだった。

「……」

「要はえっと、わたくしが好き……なんです、よね？　ちゃんとわかってますよ？」

「……」

「その、わたくしも要が好きですし……」

　自分で言っていてかなり恥はずかしい。

　けれど、こうやって口にしないと要の疑いは晴れそうにないので、祀莉は顔を赤くしなら一生懸命自分の気持ちを伝えようと努力した。

「そうだよな。お前は俺おれが好きなんだよな……。そっか、祀莉は俺が好き……祀莉は俺が──」

「あああの、恥ずかしいので何度も復唱しないでください……！」

　声に出して繰り返し確認する要に縋るようにしてお願いし、ようやく口を閉じてもらえた。

　今までの祀莉のことを考えたら仕方がないのだろうが、こんなに何度も繰り返されては心臓がもたない。

「じゃあ、明日、十時に迎えに行くから」

「はい」

「……お前をだぞ」

「わかってますってば！」
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　翌朝、時間通りに西園寺邸を訪れた要は、玄関で元気に出迎える祀莉に驚いていた。

「おはようございます、要。いい天気でよかったですね」

「どうして起きてるんだ？」

「はい？　だって出掛ける約束をしましたでしょう？」

「いや、そうなんだが……」

「あ！　寝坊すると思ってました？　さすがにこの時間は起きられますよ」

「いつも昼過ぎまで寝てるくせにか？」

「今日は頑張ったんです！」

　前回のように寝坊するわけにはいかないので、読みたい小説を我慢して早めに寝たのだ。おかげで寝過ごすことなく、時間通りに起きて出掛ける準備を整えられた。

「行くか」

「はい。あ、ああ、あの！」

　祀莉は昨日の夜からずっと考えてきたことを相談しようと、先に歩き始めた要を呼び止めた。

「ん？」

「ケーキ屋さんに行く前に、ショッピングモールに行ってもいいですか？」

「……あぁ。本屋か」

「い、いえ……あの……」

「？」

「い、今更ですが要にチョコレートをプレゼントしたくて、その……バレンタインは結局お母さまが選んで買ってきたものでしたし……。チョコレートじゃなくても、何か、その……あ！　ショッピングモールじゃなくて、百貨店の方が品揃えがいいんでしたっけ！」

　本当はこっそり買って渡したいのだが、調査不足で要の好みを把握していない。ハズレを渡すくらいなら本人に直接好みを聞いてしまえという結論になった。

　要は驚いたように祀莉を見て、「じゃあ」と口を開いた。

「腕うで時計」

「腕時計ですか？」

「最近、調子が悪いんだ。ショッピングモールにある普通のでいいから、祀莉が選んで決めてくれ」

「そ、そんなのでいいんですか？」

「それでいいんだ」

「……はい」

　嬉しそうに笑う要に、思わず見み蕩とれてしまった。

（要ってこんなふうに笑いましたっけ？）

　どちらかというと意地悪な笑みや、悪魔のような笑みばかり見ていたような。それはきっと要に抱いていた〝恐怖〟が、祀莉の目にそう見えるように映していたのだろう。

　でも今は全然違う。祀莉の頭を撫でる要の鋭い目つきが優しく見えた。

　まだ今日が始まったばかりなのに、すでにドキドキが止まらない。

（恋って、すごいんですね）




　ショッピングモールに着いて、上りのエスカレーターに乗る。そこから見える中央広場のスクリーンには、近日公開予定の映画が流れていた。

「あ！　あのアニメ！　そういえば、もうすぐ公開するってＣＭが流れてましたね」

「来週からか。公開されたら見にくるか？」

「はい！」

「……お前に言ってるんだぞ？」

「わかってますよ！」

　まだまだ祀莉の理解に対する信用は足りなかった。

　要への時計選びは難儀した。男性にプレゼントを送ったことなんて、父親と才さい雅がくらいしかない祀莉にはそれなりに難易度の高い買い物だった。

　何がいいのか本人に尋ねても「お前が選んでくれたらなんでも」と、全く参考にならない。

　ショッピングモール内に腕時計が置いてありそうな店をすべて回ったが、悩なやみすぎてどれがいいのかわからなくなった。

「ダメです……。わたくしのセンスではどれがいいのか全然わかりません！　デザインを重視するべきか、機能性を重視するべきか……」

「悩んでるところ悪いが、そろそろケーキ屋に行かないと、売り切れるかもしれないぞ」

「え！」

　要がスマホの時計を確認しながら言う。

「人気の味は売り切れが早いって織部が言ってただろ」

「でも、腕時計がまだ……」

「また買いにくればいいだろ、一緒に。今度はちゃんと俺も意見を言うから」

「……はい！」

〝一緒に〟という言葉が嬉しかった。要と出掛ける次の約束ができたようで。

　ケーキ屋に着いた頃には、諒華がおすすめしてくれたマスクメロンとシャインマスカットのパフェは売り切れていた。休日はお昼近くになると売り切れてしまうらしい。

　店員が申し訳なさそうにしていた。

「すみません……わたくしがもたもたしていたせいで」

　目当てのパフェはなかったが、他にもたくさん種類があったので、その中からいくつか選んで購入した。それでも、せっかく諒華がすすめてくれたパフェを食べられないのは残念だ。

「また来ればいいだろ」

　落ち込む祀莉の頭を要はぽんぽんと撫でた。

「……一緒に、ですか？」

「ああ。一緒に。俺も売り切れだったコーヒー味のやつを食べてみたいしな」

　要は商品と一緒にもらったお店のチラシを眺ながめながら言った。

「はい。ぜひ！」

　祀莉の表情がぱぁっと明るくなった。

　私にも見せてくださいと、チラシを覗のぞき込むと、本当に種類が豊富にあった。裏面にあるシュークリームも美味しそうで、諒華が何度も買いに行く気持ちが理解できた。

「とりあえず来週は先にパフェを買いにきた方がいいな」

「はい！」

　一緒に映画を見て、買い物をして、それから買っておいたパフェを食べて……と、来週のプランを頭に思い描いた。

「ふふ……なんだか本当にデートしているみたいですね」

「本当にデートしてんだろ。今だって」

「あ、そうでした！　すみません……」

「俺はもっと前からそう思ってたがな。誰かさんは他の女との予行練習だとか思ってたみたいだけど」

「それもすみません……っ！　本当に、本っ当にすみません！」

　拗すねたように文句を言う要に何度も謝ると、「冗談だ」と笑って祀莉の手を引いて歩き始めた。

「あの」

　送迎の車が待つ駐車場に向かう道の途中で、祀莉は要と繋つながっている手を軽く引いた。

「この後、要のマンションに行っていいですか？　パフェ、一緒に食べましょう。春はる江えさんにもごちそうしたいです」

「別にいいけど」

「あ、あとですね……。お泊まりしてもいいですか？　明日は日曜日ですし……その……」

「は……？　お前、何言って……っ」

「映画を見に行く前にもう一度アニメを見返したいです！」

「……」

「要？」

　足を止めた要を不思議に思って見上げると、ありえないものを見るような目で祀莉を見ていた。

「……お前、あれだけ小説や漫画を読んでいて、よくもまぁそういうことを軽々と口にできるな」

「だって、ストーリーをおさらいするならアニメの方が──」

「違う。俺が言いたいことはそうじゃない」

「え……？　…………あ！　すみません……っ、突然は迷惑でしたよねっ」

「そういうことでもない！」

「じゃあどういう？」

「後でじっくり教えてやる。──覚悟しておけ」

「覚悟!?　それはいったい何に対してですか？」

「さぁ、なんだろうな？」

　意地悪な笑みと意味深な言葉が不穏だ。このまま要についていってよいものか。いや、よくないと祀莉の本能が告げている。

「あの～。やっぱり今日は遠えん慮りょしておきま──」

「は？　何言ってんだ。お前が泊まるっつったんだろ。今更帰るとか許さねぇからな」

「だ、だって……要、怒ってるみたいですし」

「あっそ。じゃあ帰ればいい。ただしこのパフェは俺が持って帰る」

「な……っ!?」

「アニメを見返しながら一人で食べるから。お前の分も」

「ま、待ってください！」

　要が祀莉の手を離してパフェを持ち去ろうとしたので、慌あわててその腕に絡みついた。

「ず、ずるいです！　わたくしだってアニメを見ながら食べたいです！」

「じゃあ来るか？」

「行きます！」

「……」

「あ、あれ……？」

「……ふっ」

　誘導されたと気づいた祀莉を見て、要は堪こらえきれず噴ふき出した。

「お前、引っかかりやすすぎ」

「うぅ、もう許してください……」

　肩を震わせて静かに笑う要に、顔を赤くした祀莉は涙ながらに懇こん願がんしたのだった。





〈ｆｉｎ〉
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　本作をお読みいただき、ありがとうございました。

　一巻だけでも書籍化できたことが奇跡だと思っていたのですが、あれから三年経って、橋はし井いこま先生にコミカライズしていただき、さらには小説の続編巻も出せるということで、前巻の時以上に舞い上がりました。

　コミカライズを読んだ方にも続きとして読みやすいようにと、内容を再構成して修正、加筆しています。

　ＷＥＢ版とはまた違った印象で仕上がっていると思いますが、いかがだったでしょうか。

　少し解説いたしますと、祀まつ莉りは本来悪役令れい嬢じょうではなく『登場時の印象が悪いけれど、後にヒロインの友人になる脇わき役やく』のポジションだったんです。それを祀莉は勝手に悪役だと解かい釈しゃくしてしまいました。

　そもそもそこからが勘違いなので、悪役令嬢になろうとしてもうまくいかないのは当たり前ですよね。

　思い込みの激しい女の子が、中途半端に前世で読んだ小説の記憶を与えられて空回りする物語でした。

　ヒロイン（桜さくら）は無事に正規のヒーロー（貴たか矢や）と恋人になり、サブキャラクターの祀莉は婚こん約やく者しゃである要かなめと恋人になりました。

　結果だけ見れば原作通りのハッピーエンドです。

　つまり皆さんは、この頃流行りの悪役令嬢の小説を読んでいたわけではなかったんです。タイトル詐さ欺ぎもいいところです。

　でも、たまにはこんな物語があってもいいですよね……？




　おまけとして番外編も書き下ろしで収録しておりますので、楽しんでいただけましたら幸いです。祀莉が要から贈られた指輪に関するエピソードです。




　最後に、本作をよりよいものへと導いてくださった担当様。新たに表紙を描いてくださったアオイ冬ふゆ子こ先生。コミカライズで素敵な漫まん画がに仕上げてくださった橋井こま先生。

　そして、本作を出版するにあたりご協力くださった皆様。本作を最後まで読んでくださった読者の皆様。

　この場をお借りして感謝申し上げます。





枳き莎さ



























　春休みまであと数日となったある日の放課後。

「じゃあ、俺おれは先に帰るから」

「はい。わたくしは諒りょう華かと帰りますので。要かなめは小父おじさまのお手伝いですよね。頑張ってください」

　昇降口で靴くつを履く要に祀まつ莉りは笑いかけた。

　要は昨年の秋頃に父親の仕事を手伝って以降、何度か放課後に呼び出されることがあった。先ほども呼び出しのメールが届いていたようで、今日は学園からそのまま会社に行くらしい。

「あんまり遅くなるなよ。……織おり部べ、祀莉のことを頼んだ」

「はいはい、ご心配なく。祀莉は責任を持って西さい園おん寺じ邸まで送り届けるわ」

「じゃ、急いでるから」

　諒華の言葉に頷うなずいた要は、時間を気にしながら小走りで駐車場へと向かっていった。

「諒華、ありがとうございます」

「いいのよ別に。急なことで家の車が手配できなかったんでしょ？」

「はい」

　要と一緒に帰ってもよかったのだが、諒華が送ると言ってくれたので、お願いすることにしたのだ。

「諒華、せっかくだから四し方ほう館かんでお茶してから帰りませんか？」

「あら、いいわね！　そうしましょう！」

　祀莉の提案に諒華は乗り気で答え、二人は四方館に向かって歩き出した。




「放課後すぐに呼び出されて親の手伝いって、北ほう条じょう家の跡取りも大変ね。その手伝いってしばらく続くの？」

「さぁ……どうなんでしょう。春休みにはもっと本格的に会社に顔を出す……みたいなことを言ってましたけど」

「ふ～ん。それじゃあ、春休みは祀莉を連れ出し放題ってわけね。またケーキでも食べに行きましょ」

「はい！」

　諒華と春休みの約束ができて嬉しい祀莉は、元気いっぱいに頷いた。

「北条君って報ほう酬しゅうはいくらもらってるのかしら……。祀莉の指輪もそれで買ったのよね？」

「えっと……はい。そうみたいです」

　値段に関しては祀莉も気になるところではあるが、詮せん索さくはマナー違反だと思い、調べていない。……が、とてつもなく高価なものだということは理解できる。

「可愛かわいいデザインよね。後でじっくり見せてもらっていい？」

「いいですよ」

　──と、制服の上から指輪に触れようとしたら、指先にあるはずの感触がなかった。

「………………」

「祀莉？　どうしたの？」

　急に足を止めた祀莉を不思議に思い、諒華は振り返る。

「……いです」

「へ？」

「指輪がないです……っ！」

「は!?」

　チェーンにつけて首にかけている指輪がないことに気づき、頭の中が真っ白になる。全身から血の気が引いていくのを感じた。

「ちょっと、祀莉。大丈夫？　最後につけた記憶はいつ？　今日の朝はつけてた？」

「今日の朝……」

　そういえば……、朝の準備が済んだ後、指輪をつけていないことに気づいて部屋に取りに行ったような。そこで要が迎えに来たので指輪をつけずに家を出たのだ。

　その時、手に持っていた指輪は確か……。

「鞄かばんのポケットに入れました！」

「そう、よかったわ。失くしたわけじゃなくて……」

「はぁ～、焦りました」

　ただつけ忘れていただけでよかったと胸を撫で下ろし、鞄の外側にあるポケットに手を入れる。

「……」

「祀莉？」

「ありません……」

「えっ!?」

　どんなに手を動かしても手応えがない。諒華と一緒に目視で探してみたが見つけられなかった。

「どどどどどうしましょう！　どこで落としたんでしょうか！　いつ!?　どこで!?」

「落ち着きなさい！　とにかく、ありそうな場所を探すわよ。まずは教室ね。行きましょう」

「は、はい……！」

　諒華に連れられて教室に引き返す。

　クラスメイトは全員下校しており、教室には誰もいなかった。

　机の中や周囲に落ちていないか何度も注意深く探したが、残念ながら見つからない。

　他にも心当たりをあたってみようとロッカールームやトイレにも行ってみたが、結果は変わらなかった。

　あてどなく校舎をさまよっていた祀莉は、とうとう廊ろう下かで立ち止まった。

「どこにもありません……。どうしましょう諒華！　わたくし……」

　絶望に身を震わせながら、諒華に助けを求める。

「うーん……これ以上は探しようが……。職員室に届いてたらすぐに連絡が来るでしょうし。あとは……」

　拾った人物が持ち去った可能性を考えたが、今の祀莉の前で口にするのは憚はばかられた。

「こうなったらわたくし、自分のお小遣いで同じ指輪を……」

「いやいや、お小遣いで簡単に買えるようものじゃないでしょう！」

「でも……失くしたなんて要に知られたくありません……」

　きっとすごく怒られる。何よりも要に嫌われるのが怖い。だったら見つかるまで代わりを用意して隠し通すしかない。

　追いつめられた祀莉の思考はあらぬ方向へと向かっていた。

「気持ちはわかるけど……祀莉のために北条君が選んでくれたんでしょう？」

「わたくしのため……」

　諒華の言葉に祀莉は引っかかりを覚えた。

（あの指輪は……わたくしのためのもの？）

　要が誕生日プレゼントとして用意した指輪は祀莉に手渡されたが、本来ならば桜の手元にあるべきものではないのだろうか。

　祀莉が持っていること自体がそもそもの間違いで、だから消えてしまったのかもしれない。

　そんな疑念が思い浮かび、祀莉の瞳から涙がこぼれ落ちた。

「ぅ……」

「ちょっ、泣かなくても大丈夫よ」

　諒華は祀莉を引き寄せて、子どもをあやすように背中に手を回し、頭を撫でた。

「事情を話せば北条君だってわかってくれるわ。私も協力するから……」

「諒華……」

「だから怖い顔で睨にらみつけながら近づいてこないで、北条君っ！」

（え……）

　諒華が要の名前を出したので、祀莉は思わず顔を上げた。

「別に睨んでない」

　直後、背後から要本人の声がした。

「要……？　どうしてここに？」

　祀莉は振り返り、要を見上げる。

「まだ帰ってないって聞いたから迎えにきた。……で？　どうして祀莉は泣いているんだ？」

　要は当然のように諒華の腕うでから祀莉をさらっていった。

「……それが、北条君がプレゼントしてくれた指輪を失くしてしまって……。鞄のポケットに入れたはずだって本人は言うんだけど見当たらなくて……」

　それでこんな時間まで探し回っていたと、言いづらそうにしながらも、諒華は祀莉の涙の理由を説明した。

「鞄のポケット……あ。祀莉、鞄を見せてみろ」

「え？　はい……これです」

　諒華の話を聞いた要は何か思い当たったらしく、祀莉から鞄を受け取り同じ場所を探り出した。

「あったぞ」

「え……？」

　祀莉と諒華は同時に声を上げ、要を見た。

「コレだろ」

　──と、要は鞄の外側のポケットからチェーン付きの指輪を取り出した。

「どういうことですか!?　さっきはいくら探してもなかったんですよ！　手品ですか!?　実は要が持っていたんですか!?」

「そんなわけないだろ。この鞄、外側のポケットに入れとくと、いつの間にか奥の方に入り込んで、普通に手を突っ込んだだけじゃ取り出しにくくなるんだ。俺も前に探し回って、結局ここにあったのを思い出したんだ」

「そう……だったんですか……」

　差し出された指輪を両手で受け取った祀莉は、安心したように胸に抱え込んだ。

　それを見て諒華はほっと息をつく。

「はぁ……よかったわね～。聞いてよ北条君。この子ったら、追いつめられすぎて同じものを購入するなんて言い出したのよ」

「りょ、諒華……っ」

　見つけられなかった時の最終手段を告げ口され、祀莉は顔を赤くしながら困った顔を向けた。

「いや無理だから」

　しかし要はあっさりとその作戦を否定する。

「これ、オーダーメイドだから同じものはないぞ」

「そうなんですか……!?」

「ちゃんと祀莉をイメージしてオーダーしたんだからな。色だってそれが一番祀莉に似合いそうだったし」

「わたくしをイメージして……？」

　祀莉は手の中にある指輪を見つめ、指先で優しく撫でた。

　優しい色合いのピンクの石がきらきらと輝きを主張している。

「……ん？」

　指輪を横から見ると、石の台座が特殊な形をしているのに気がついた。

　これはアルファベット……？

「なになに？　何見てるの？」

　指輪を凝視している祀莉を不思議がって諒華が覗のぞき込んでくる。

「ここにアルファベットのようなものがあるような……」

「本当ね。察するにこれは……祀莉の〝Ｍ〟ね」

「え！　そうなんですか!?」

　祀莉は思わず要を見上げる。

「まぁ……そういうことだ」

　要は照れた顔を隠すように顔を背けた。

「さすが、凝ってるわね……。でもオーダーメイドって相当費用がかかったんじゃないの？　北条君、よく買えたわね。お父さまに買ってもらったのかしら？」

「親の金で婚こん約やく指輪を買ってどうする」

　諒華のからかいに要は気を悪くしたように反論した。

「……ここのブランド、うちの会社の系列でオーナーが母方の親しん戚せきなんだ。一応身内だしまだ学生ってことで少し割引してもらったんだ」

「ふぅん……、そうなんだ」

　要の説明に一応納得した様子の諒華は、「実はね……」と続けた。

「私のお母さまが、ジュエリーショップで北条君によく似た販売員を見かけたって言ってたのよ。もしかしたら放課後にお手伝いしてるのって、祀莉の指輪と関係あるのかなーって」

「……」

「やっぱりそうなの？」

「なんでそう鋭いんだ……」

　要の表情で諒華は見抜いたらしい。

「え、それじゃあ要は小父さまのお仕事を手伝っているわけじゃなくて、そのお店のお手伝いに……？」

「まぁ……そういうことだ。指輪の料金分、店を手伝ってるなんて、なんか……格好悪いだろ」

「そりゃあ、祀莉の前では言えないわね……。ごめんなさい」

　余計な詮索をして悪かったと、諒華は素直に謝った。

　要は「仕方がない、詰めが甘かった……」と諦めた様子だ。

　しかし、事情を知ってしまった祀莉はそうはいかなかった。

「わ、わたくしが指輪を提案したから……っ」

「違う！　俺はもともと指輪を渡すつもりだったんだ」

「そう……なんですか？」

「あぁ」

　要は頷き、祀莉の頭を優しく撫でた。

「だから祀莉が気にすることじゃない。この指輪だって……」

　祀莉の手から指輪を掴み取り、器用な手つきでチェーンから指輪を外した。

「母さんとデザイナーがノリノリでデザインに口出しするから、俺の意見を通すのが大変だったんだぞ。リングに派手な石を何個もつけようとしたり、ゴテゴテのデザインにしようとしたり……」

　祀莉の手を取り、左手の薬指に指輪を通した要は、満足そうに微笑ほほえむ。

「うん、やっぱり祀莉にはこれが似合う」

「……っ」

　要の笑顔を見て、祀莉は胸の奥がきゅんとなった。高鳴る鼓動を感じながら胸の前で指輪を包み込むように手を握る。

　この指輪は自分ために要が用意してくれたものなのだ……。

「ありがとうございます。これからは失くさないように気をつけます！」

　絶対に失くさないと心に誓った。

「そうだな……。次、失くしたらすぐに見つけられるように指輪にＧＰＳでもつけるか……？」

「えぇっ!?」

「冗談だ」

　要は悪戯いたずらっぽく笑ってみせたが、話を聞いていた諒華は真顔で要を凝視していた。

「その冗談、冗談に聞こえなかったんだけど……」

「冗談だって言ってるだろ」

「すでに実行済みなのに？」

「あれはもともとそういう機能が搭とう載さいされていたから利用しただけだ。俺がつけたわけじゃない」

「ふーん……。しっかり設定までしておいて？」

「うるさい」

「えっと……なんの話ですか？」

　二人の会話の意味に気づいていない祀莉は、一人だけ頭に「？」を浮かべていた。










悪あく役やく令れい嬢じょうとしてヒロインと婚こん約やく者しゃをくっつけようと思おもうのですが、うまくいきません…。 ２
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